
誕生おめでとう 10 月生まれ（親・自治会）

100歳いつまでもお元気で

！アッパレ！
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山
地
の
草
原
の
湿
地
に
生
育
す
る

高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎

は
直
立
し
ま
す
が
細
い
の
で
、
し
ば

し
ば
傾
い
て
い
ま
す
。
仲
間
の
ス
イ

ラ
ン
に
似
て
い
ま
す
が
、
花
の
柄
が

短
く
苞
葉
（
花
の
下
部
に
つ
き
、
つ

ぼ
み
の
花
を
保
護
す
る
葉
の
変
形
し

た
も
の
）
の
数
が
少
な
い
の
で
区
分

し
ま
す
。

　
互
生
の
ふ
ち
に
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
あ
る

線
状
披
針
形
の
葉
は
根
元
に
集
ま
っ

て
つ
き
ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ

30
㌢
、
幅
が
１
・
５
㌢
ほ
ど
で
、
先

は
と
が
り
裏
面
は
粉
白
色
で
す
。
茎

に
つ
く
葉
は
小
さ
い
線
形
で
す
。

　
秋
の
頃
、
枝
分
か
れ
し
た
茎
の
先

端
に
径
３
・
５
㌢
ほ
ど
の
上
品
な
淡

黄
色
の
花
弁
の
多
い
頭
花
を
１
個
咲

か
せ
ま
す
。
花
弁
の
先
は
浅
く
５
裂

し
ま
す
。

　
ス
イ
ラ
ン
の
和
名
は
細
長
い
葉
が

ラ
ン
に
似
て
い
て
水
湿
地
に
生
え
る

こ
と
と
、
マ
ン
シ
ュ
ウ
は
大
陸
と
共

通
す
る
植
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
満
州

水
蘭
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
坊

ガ
ツ
ル
湿
原
や
久
住
高
原
の
低
い
湿

地
で
稀
に
観
察
さ
れ
る
産
地
極
限
の

貴
重
な
植
物
で
す
。
大
陸
系
遺
存
植

物
で
大
分
県
の
絶
滅
危
惧
種
。
花
期

は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

誕生日　親
（地区・自治会）

平成27年12月生まれ
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12広報

月号

日本一プロジェクトが動いている

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,897　人（－21人 ）
男　性　10,690　人（－  8人 ）
女　性　12,207　人（－13人 ）
世帯数　10,459世帯（－  7世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成28年11月１日現在）

  2   日本一プロジェクトが動いている

  4   竹田市功労者表彰／秋の叙勲  ほか

  6   まちの出来事

  8   竹田市の財政状況をお知らせします

11   荻地域農政TOP懇談会／第１回イオ
ン植樹祭  ほか

12   許しません！税の滞納

  別　　冊　障害者週間／民生委員・児童委員の一斉
  社会福祉　改選／認知症フォーラムinたけた  ほか

14   たけたん情報 竹田のこよみ／休日当
番医情報／TCT特番情報／えがおの
子育て小児科／ぼくのひめぱん  ほか

22   ドイツって面白い！／地域おこし協力
隊通信⑮  ほか

23   【人権】ぬくもり／竹田市人権に関す
る市民意識調査  ほか

24   学び舎（久住保育所）／まるごと博物
館／図書館に行こう

26   市長コラム「有由有縁」

27   空き店舗で「夢」にチャレンジ！  ほか

28   郷土の植物／すくすく１歳／誕生お
めでとう／アッパレ！100歳

■今月の表紙

静かな杜の朝焼け
冬の朝は美しい。薄暗い
東の空は、やがて昇る朝
日に照らされ、赤く染ま
る。日の光を浴びる霜畑
は、きらきらと静かに目
覚める。

  

と
っ
て
お
き
の
黄
金
搾
り

　
11
月
９
日
、
か
ぼ
す
の
普
及
を
応

援
す
る
企
業
等
を
各
地
に
配
置
し

よ
う
と
、「
竹
田
市
か
ぼ
す
応
援
隊
」

を
結
成
し
、
任
命
式
が
市
本
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
援
隊
は
「
竹
田
か
ぼ
す
の
生
産

振
興
、
た
け
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ボ
ス

の
振
興
に
関
す
る
こ
と
」「
普
及
啓

発
及
び
竹
田
市
の
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
こ

と
」
等
の
活
動
を
担
い
ま
す
。

　
今
回
任
命
さ
れ
た
の
は
、
11
月
よ

り
関
東
・
東
北
圏
で
実
施
す
る
「
竹

田
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ボ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
、
商
品
を
取
り
扱
っ

て
い
た
だ
け
る
会
社
・
企
業
７
社

（
８
名
）
で
す
。

・
レ
ジ
ェ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
（
会
長
　

國
武
栄
治
）

・
有
限
会
社A com

pany

（
代
表
取

締
役
　
新
井
篤
司
）

・
㈱
八
千
代
鮨
（
代
表
取
締
役  

中

瀬
和
樹
）

・
マ
ル
ブ
ン
食
品
㈱
（
代
表
取
締
役  

佐
藤
文
行
）

・
ミ
ラ
イ
ト
ス
㈱
（
代
表
取
締
役  

鈴
木
圭
介
）

・
㈱
大
庄
（
部
長  

入
江
昌
美
／
副

部
長  

内
田
貴
章
）

・
㈱
ハ
ッ
ピ
ー
食
品
（
管
理
部
長  

宮
本
研
）

　
応
援
隊
を
代
表
し
、
國
武
会
長

が
「
竹
田
の
た
め
に
、
か
ぼ
す
の
た

め
に
力
の
限
り
応
援
し
ま
す
」
と
力

強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

  

薬
効
「
サ
フ
ラ
ン
」
の
可
能
性

　
11
月
８
日
、
サ
フ
ラ
ン
の
新
規
栽

培
希
望
者
や
「
知
識
を
深
め
た
い
」

と
い
う
方
を
対
象
に
し
た
「
平
成
28

年
度
第
２
回
サ
フ
ラ
ン
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
岩
手
県
大
槌
町
の
サ
フ

ラ
ン
栽
培
農
家
の
阿
部
敬
一
さ
ん

と
、
小
向
千
晶
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
）
に
よ
る
交

流
事
業
報
告
。
３
・
11
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
に
遭
っ
た
岩
手

県
大
槌
町
で
は
、
復
興
へ
の
取
り
組

　全
国
レ
ベ
ル
の
品
質
や
規
模
を
誇
る
有
力
な
特

産
物
に
、
竹
田
な
ら
で
は
の
付
加
価
値
を
付
け
て

魅
力
を
推
進
す
る
「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
発
な
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

たけたゴールデンカボス
11月以降の「黄色かぼす」は加工用とし
て安価で取り引きされてきましたが、首都
圏に向けて「たけたゴールデンカボス」と
して販売促進メニューを展開中。
サフラン
全国の８割以上の生産を誇る竹田のサフラ
ンは、薬用作物として、明治時代から栽培
が続けられている伝統作物。
竹田しいたけ
竹田はしいたけの特産地として日本のパイ
オニアの地。現在も乾しいたけ生産量は
300㌧（平成25年）であり、全国第１位。

　11月19日、20日の２日間、大阪府茨木市で「第42回
茨木市農業祭」が開催され、姉妹都市として竹田市が
出店しました。
　今年はしいたけやかぼす等の特産品販売に加え、「し
いたけのバター焼き」の調理実演と無料配布を行いま
した。商品はほぼ完売し、竹田は九州有数の「農産物
の産地」であることを宣伝することができました。

〔写真〕 ①かぼす生産出荷組合女性部の
収穫風景　②気合い十分！竹田市かぼ
す応援隊のみなさん　③女性目線なら
ではのオシャレな「たけたゴールデン
カボス」のパッケージ

竹
田
特
産
品
「
か
ぼ
す
」「
し
い
た
け
」「
サ
フ
ラ
ン
」   

プ
レ
ミ
ア
を
付
け
て
全
国
に
発
信
！

日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
い
て
い
る

み
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
農
産
物

を
探
す
中
で
竹
田
市
と
連
携
し
た

サ
フ
ラ
ン
栽
培
に
挑
戦
。
そ
の
後
、

「
サ
フ
ラ
ン
の
蜂
蜜
の
商
品
化
」
や

「
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
販
路
拡
大
」等
、

現
在
も
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
サ
フ
ラ
ン
を
知
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
長
崎
国
際
大
学
薬
学

部
の
正
山
征
洋
教
授
を
講
師
に
迎

え
た
講
演
会
。
正
山
教
授
は
、
竹
田

産
サ
フ
ラ
ン
を
用
い
て
薬
理
活
性
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
抗
が
ん
活

性
（
抗
皮
膚
が
ん
活
性
、
抗
大
腸
が

ん
活
性
）
や
脳
関
係
（
脳
神
経
細
胞

保
護
作
用
、
抗
脳
梗
塞
活
性
、
記
憶

学
習
改
善
作
用
、
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
発

現
）
の
薬
理
効
果
に
つ
い
て
解
説

し
、「
サ
フ
ラ
ン
は
万
能
で
あ
る
」

と
い
う
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
竹
田
市
で
は
、
自
然
・
景
観
と

調
和
の
と
れ
た
「
作
物
」
を
導
入

し
よ
う
と
、
ビ
ー
ル
の
原
料
と
な

る
「
ホ
ッ
プ
」
の
九
州
で
の
栽
培

に
挑
戦
す
る
こ
と
と
し
、
10
月
27

日
、「
九
州
竹
田

市
産
ホ
ッ
プ
研

究
会
」
の
設
立

総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
高
温
多
湿
、

台
風
等
に
よ
る

風
に
弱
い「
ホ
ッ

プ
」の
南
限
は
、

島
根
県
あ
た
り

と
い
わ
れ
て
お

り
、
九
州
で
の

栽
培
は
難
し
い

と
の
こ
と
で

す
。
本
市
の
場

合
、
高
冷
地
の
平
均
気
温
が
宮
城

県
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
気
候
風
土
は
適
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
市
内
か
ら
公
募
で

選
ば
れ
た
５
名
の
研
究
員
が
出
席

し
、
く
じ
ゅ
う
花
公
園
代
表
取
締

役
の
塩
手
亨
さ
ん
が
会
長
に
選
任
。

　
ま
た
、
一
昨
年
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
だ
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
株
式
会
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
部
長
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
ホ
ッ
プ
の
生
産
地
で
あ
る

岩
手
県
遠
野
市
か
ら
遠
野
ホ
ッ
プ

農
業
協
同
組
合
組
合
長
、
遠
野
市

役
所
農
林
畜
産
部
の
職
員
、
友
好

都
市
と
し
て
長
年
交
流
の
あ
る
宮

崎
県
延
岡
市
の
宮
崎
ひ
で
じ
ビ
ー

ル
代
表
取
締
役
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　
実
証
圃
は
市
内
３
地
域
で
約
20

ア
ー
ル
。
こ
れ
か
ら
３
か
年
を
か

け
て
「
栽
培
の
実
証
」、「
Ｐ
Ｒ
・
情

報
発
信
」
等
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

↑サフランの可能性をさぐったトークセッション。
写真右が阿部敬一さん、中央が正山征洋教授

↑サフランの花

② ①

③

↑しいたけコーナーに
長蛇の列

←香ばしい匂い漂わせ
た「しいたけのバ
ター焼き」

よみがえる旨味！

茨木市で「竹田しいたけ」に長蛇の列

さらなる全国ブランドへ！

魅力ある農業景観都市の創造を目指して―――

九州竹田産ホップ栽培
への挑戦！
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鈴
木
圭
介
）

・
㈱
大
庄
（
部
長  

入
江
昌
美
／
副

部
長  

内
田
貴
章
）

・
㈱
ハ
ッ
ピ
ー
食
品
（
管
理
部
長  

宮
本
研
）

　
応
援
隊
を
代
表
し
、
國
武
会
長

が
「
竹
田
の
た
め
に
、
か
ぼ
す
の
た

め
に
力
の
限
り
応
援
し
ま
す
」
と
力

強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

  

薬
効
「
サ
フ
ラ
ン
」
の
可
能
性

　
11
月
８
日
、
サ
フ
ラ
ン
の
新
規
栽

培
希
望
者
や
「
知
識
を
深
め
た
い
」

と
い
う
方
を
対
象
に
し
た
「
平
成
28

年
度
第
２
回
サ
フ
ラ
ン
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
岩
手
県
大
槌
町
の
サ
フ

ラ
ン
栽
培
農
家
の
阿
部
敬
一
さ
ん

と
、
小
向
千
晶
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
）
に
よ
る
交

流
事
業
報
告
。
３
・
11
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
に
遭
っ
た
岩
手

県
大
槌
町
で
は
、
復
興
へ
の
取
り
組

　全
国
レ
ベ
ル
の
品
質
や
規
模
を
誇
る
有
力
な
特

産
物
に
、
竹
田
な
ら
で
は
の
付
加
価
値
を
付
け
て

魅
力
を
推
進
す
る
「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
発
な
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

たけたゴールデンカボス
11月以降の「黄色かぼす」は加工用とし
て安価で取り引きされてきましたが、首都
圏に向けて「たけたゴールデンカボス」と
して販売促進メニューを展開中。
サフラン
全国の８割以上の生産を誇る竹田のサフラ
ンは、薬用作物として、明治時代から栽培
が続けられている伝統作物。
竹田しいたけ
竹田はしいたけの特産地として日本のパイ
オニアの地。現在も乾しいたけ生産量は
300㌧（平成25年）であり、全国第１位。

　11月19日、20日の２日間、大阪府茨木市で「第42回
茨木市農業祭」が開催され、姉妹都市として竹田市が
出店しました。
　今年はしいたけやかぼす等の特産品販売に加え、「し
いたけのバター焼き」の調理実演と無料配布を行いま
した。商品はほぼ完売し、竹田は九州有数の「農産物
の産地」であることを宣伝することができました。

〔写真〕 ①かぼす生産出荷組合女性部の
収穫風景　②気合い十分！竹田市かぼ
す応援隊のみなさん　③女性目線なら
ではのオシャレな「たけたゴールデン
カボス」のパッケージ

竹
田
特
産
品
「
か
ぼ
す
」「
し
い
た
け
」「
サ
フ
ラ
ン
」   

プ
レ
ミ
ア
を
付
け
て
全
国
に
発
信
！

日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
い
て
い
る

み
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
農
産
物

を
探
す
中
で
竹
田
市
と
連
携
し
た

サ
フ
ラ
ン
栽
培
に
挑
戦
。
そ
の
後
、

「
サ
フ
ラ
ン
の
蜂
蜜
の
商
品
化
」
や

「
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
販
路
拡
大
」等
、

現
在
も
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
サ
フ
ラ
ン
を
知
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
長
崎
国
際
大
学
薬
学

部
の
正
山
征
洋
教
授
を
講
師
に
迎

え
た
講
演
会
。
正
山
教
授
は
、
竹
田

産
サ
フ
ラ
ン
を
用
い
て
薬
理
活
性
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
抗
が
ん
活

性
（
抗
皮
膚
が
ん
活
性
、
抗
大
腸
が

ん
活
性
）
や
脳
関
係
（
脳
神
経
細
胞

保
護
作
用
、
抗
脳
梗
塞
活
性
、
記
憶

学
習
改
善
作
用
、
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
発

現
）
の
薬
理
効
果
に
つ
い
て
解
説

し
、「
サ
フ
ラ
ン
は
万
能
で
あ
る
」

と
い
う
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
竹
田
市
で
は
、
自
然
・
景
観
と

調
和
の
と
れ
た
「
作
物
」
を
導
入

し
よ
う
と
、
ビ
ー
ル
の
原
料
と
な

る
「
ホ
ッ
プ
」
の
九
州
で
の
栽
培

に
挑
戦
す
る
こ
と
と
し
、
10
月
27

日
、「
九
州
竹
田

市
産
ホ
ッ
プ
研

究
会
」
の
設
立

総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
高
温
多
湿
、

台
風
等
に
よ
る

風
に
弱
い「
ホ
ッ

プ
」の
南
限
は
、

島
根
県
あ
た
り

と
い
わ
れ
て
お

り
、
九
州
で
の

栽
培
は
難
し
い

と
の
こ
と
で

す
。
本
市
の
場

合
、
高
冷
地
の
平
均
気
温
が
宮
城

県
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
気
候
風
土
は
適
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
市
内
か
ら
公
募
で

選
ば
れ
た
５
名
の
研
究
員
が
出
席

し
、
く
じ
ゅ
う
花
公
園
代
表
取
締

役
の
塩
手
亨
さ
ん
が
会
長
に
選
任
。

　
ま
た
、
一
昨
年
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
だ
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
株
式
会
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
部
長
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
ホ
ッ
プ
の
生
産
地
で
あ
る

岩
手
県
遠
野
市
か
ら
遠
野
ホ
ッ
プ

農
業
協
同
組
合
組
合
長
、
遠
野
市

役
所
農
林
畜
産
部
の
職
員
、
友
好

都
市
と
し
て
長
年
交
流
の
あ
る
宮

崎
県
延
岡
市
の
宮
崎
ひ
で
じ
ビ
ー

ル
代
表
取
締
役
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　
実
証
圃
は
市
内
３
地
域
で
約
20

ア
ー
ル
。
こ
れ
か
ら
３
か
年
を
か

け
て
「
栽
培
の
実
証
」、「
Ｐ
Ｒ
・
情

報
発
信
」
等
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

↑サフランの可能性をさぐったトークセッション。
写真右が阿部敬一さん、中央が正山征洋教授

↑サフランの花

② ①

③

↑しいたけコーナーに
長蛇の列

←香ばしい匂い漂わせ
た「しいたけのバ
ター焼き」

よみがえる旨味！

茨木市で「竹田しいたけ」に長蛇の列

さらなる全国ブランドへ！

魅力ある農業景観都市の創造を目指して―――

九州竹田産ホップ栽培
への挑戦！

2016年12月発行3



竹田市功労者表彰

 

市
長
表
彰 

（
個
人
）

◆
社
会
民
生

　井
上
登
志
子
（
竹
田
・
新
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進

員
を
務
め
、
地
域
の
健
康
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　唐
橋
千
賀
子
（
竹
田
・
東
本
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進

員
を
務
め
、
地
域
の
健
康
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興

　秦

　
　安
廣
（
直
入
・
本
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
商
工
会
会
長
を

務
め
、
地
域
商
工
業
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　田
部

　和
良
（
竹
田
・
十
一
）

　
永
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
理

事
を
務
め
、
地
域
の
農
業
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　原

　
　眞
治
（
荻
・
高
練
木
）

　
永
年
に
わ
た
り
ト
マ
ト
の
栽
培

技
術
の
研
究
・
指
導
等
に
尽
力
さ

れ
、
生
産
振
興
並
び
に
産
地
化
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　甲
斐

　眞
治
（
竹
田
・
上
菅
生
）

　
永
年
に
わ
た
り
と
う
き
び
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
長
を
務
め
、
地
域
の
農

業
振
興
及
び
活
性
化
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　宮
﨑

　
　光
（
久
住
・
牧
ノ
元
）

　
永
年
に
わ
た
り
リ
ン
ド
ウ
の
栽

培
技
術
の
研
究
・
指
導
に
尽
力
さ

れ
、
生
産
振
興
並
び
に
産
地
化
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　甲
斐

　廣
見
（
久
住
・
室
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
然
公
園
指
導

員
を
務
め
、
自
然
保
護
や
環
境
保

全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　工
藤

　照
廣
（
荻
・
陽
目
）

　
永
年
に
わ
た
り
市
有
林
看
守
人

を
務
め
、
公
有
林
の
保
全
育
成
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

　福
澤

　皓
一
（
久
住
・
市
）

　
永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
、
人
権
擁
護
運
動
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

　内
藤

　昭
治
（
竹
田
・
西
古
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　朝
野

　春
夫
（
竹
田
・
提
灯
谷
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　石
田

　和
男
（
竹
田
・
下
木
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

◆
地
域
振
興

　学
校
法
人
稲
葉
学
園

　竹
田
南

高
等
学
校
（
竹
田
）

　
河
川
の
清
掃
活
動
や
水
生
生
物

調
査
を
通
じ
将
来
を
担
う
高
校
生

の
水
・
土
壌
環
境
保
全
意
識
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
城
原
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会

（
竹
田
）

　
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
活
発

に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
道
の
駅
た

け
た
の
支
援
を
積
極
的
に
行
い
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰  （
個
人
）

◆
教
育
振
興

　瀧
本

　真
二
（
久
住
・
後
山
）

　
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
内
田
ち
は
る
（
久
住
・
向
原
）

　
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　後
藤

　國
太
（
竹
田
・
大
津
留
下
）

　
大
分
県
民
体
育
大
会
に
50
年
連

続
出
場
な
ど
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

承
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
長
感
謝
状 

（
団
体
）

　本
田
由
紀
夫
（
沖
縄
県
）

　
図
書
館
付
近
に
所
有
の
宅
地
を

寄
付
さ
れ
、
本
市
の
中
心
市
街
地
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　酒
井

　夢
豈
（
大
分
市
）

　
作
品
「
岡
城
懐
古
」
の
寄
贈
や
第

１
回
竹
田
国
際
墨
彩
画
展
に
特
別

出
展
を
行
う
な
ど
、
本
市
の
文
化
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　辻
野

　浩
子
（
別
府
市
）

　
大
分
学
に
関
す
る
貴
重
な
研
究

資
料
や
図
書
を
寄
贈
さ
れ
、
本
市
の

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　三
佐
若
連
（
大
分
市
）

　
竹
田
市
の
伝
統
行
事
へ
の
参
加

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
岡
藩

と
縁
の
深
い
大
分
市
三
佐
地
区
と

本
市
の
歴
史
・
文
化
交
流
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

功
績
を
讃
え
て

平
成
28
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

　
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
竹
田
市
は
市
政
の
推
進
や
様
々
な
分
野

で
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
首
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
を
13
名
、
３
団
体
、
感
謝
状
を

個
人
３
名
、
１
団
体
に
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野
英
勝
教
育
長
か

ら
、
竹
田
の
教
育
・
芸
術
に
功
労
の
あ
っ
た
４
名
１
団
体
に
表
彰
状

を
贈
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

［前列左から］井上登志子さん、石田和男さん、本田ハルキ（由紀夫）さん、酒井夢豈さん、市長、教育長、秦安廣さん、
内藤昭治さん、田部和良さん
［中列左から］副市長、工藤照廣さん、宮﨑光さん、甲斐廣見さん、辻野浩子さん、福澤皓一さん、後藤國太さん、吉良孝則さん、
後藤副議長、土居県議
［後列左から］原眞治さん、禰疑野神楽保存会（楽長　清良清晴）さん、朝野春夫さん、甲斐眞治さん、竹田高校関東同窓会（会
長　松良修二）さん、城原地区活性化推進協議会（会長　麻生一雄）さん、竹田南高校（校長　土﨑谷夫）さん、三佐若連（若
長　三浦貴志）さん

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
文
化
振
興

　吉
良

　孝
則
（
竹
田
・
吉
田
）

　
永
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全

育
成
と
、
無
形
民
俗
文
化
財
の
継

承
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰  （
団
体
）

◆
文
化
振
興

　禰
疑
野
神
楽
保
存
会
（
竹
田
）

　
永
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全

育
成
と
、
無
形
民
俗
文
化
財
の
継

○
旭
日
双
光
章

　
平
成
17
年
か
ら
４
年
間
、
１
市

３
町
（
竹
田
市
・
荻
町
・
久
住

町
・
直
入
町
）
に
よ
り
発
足
し
た

新
竹
田
市
の
初
代
市
長
と
し
て
、

地
方
自
治
の
発
展
と
福
祉
の
向

上
、
教
育
の
充
実
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

○
旭
日
双
光
章

　
歯
科
技
工
士
免
許
を
取
得
後
、

昭
和
42
年
に
歯
科
技
工
所
を
開

設
。
昭
和
61
年
か
ら
10
年
間
、
大

分
県
歯
科
技
工
士
会
長
を
務
め
ら

れ
、
研
修
会
の
開
催
等
、
後
進
の

育
成
に
尽
力
。
地
域
医
療
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

○
瑞
宝
単
光
章

　
36
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団

活
動
に
業
務
に
精
励
。
平
成
24
年

３
年
間
、
竹
田
市
消
防
団
長
と
し

て
、
数
々
の
現
場
で
陣
頭
指
揮
を

執
り
、
ま
た
女
性
消
防
団
を
発
足

す
る
等
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

○
藍
綬
褒
章

　
旧
直
入
町
職
員
だ
っ
た
平
成
５

年
か
ら
23
年
の
永
き
に
わ
た
り
保

護
司
と
し
て
、
罪
を
犯
し
た
少
年

の
精
神
的
、
社
会
的
な
支
え
と
な

る
更
生
保
護
活
動
等
に
尽
力
。
竹

田
保
護
区
保
護
司
会
の
直
入
分
区

長
と
研
修
部
会
長
を
務
め
ま
し
た
。

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 
市
長
表
彰 

（
団
体
）

◆
産
業
振
興

　大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
関
東

同
窓
会
（
東
京
都
）

　
ふ
る
さ
と
で
あ
る
竹
田
市
の
応

援
や
、
関
東
圏
へ
の
情
報
発
信
な
ど

市
の
文
化
・
観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

県
功
労
者
表
彰
受
賞

　
大
分
県
か
ら
竹
田
市
の
個
人
５

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

 【
地
方
自
治
関
係
功
労
】

足
達

　寛
康
（
久
住
・
竹
田
市
議

会
議
員
）

 【
商
工
労
働
関
係
功
労
】

後
藤
万
壽
郎
（
竹
田
・
元
竹
田
商

工
会
議
所
会
頭
）

佐
藤

　春
三
（
竹
田
・
竹
田
商
工

会
議
所
会
頭
）

 【
農
林
水
産
関
係
功
労
】

  

小
出
美
紀
夫
（
荻
・
ト
マ
ト
農
家
）

  

三
田
井

　昇
（
竹
田
・
乾
し
い
た
け
農
家
）

秋
の
叙
勲

秋
の
褒
章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

加藤　庄二さん
（81歳・溝川）

都築　員守さん
（64歳・中本町）

高瀬　文麿さん
（76歳・長生湯）

牧　　剛尓さん
（71歳・大分市）

ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

か とう しょうじ

つ づき かずもり

たか せ ふみまろ

まき ごう じ

さ
か

ね

ぎ

の

か
ぐ
ら

ほ
ぞ
ん
か
い

が
い

み

さ
わ
か
れ
ん

い

む
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竹田市功労者表彰

 

市
長
表
彰 

（
個
人
）

◆
社
会
民
生

　井
上
登
志
子
（
竹
田
・
新
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進

員
を
務
め
、
地
域
の
健
康
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　唐
橋
千
賀
子
（
竹
田
・
東
本
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
愛
育
保
健
推
進

員
を
務
め
、
地
域
の
健
康
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興

　秦

　
　安
廣
（
直
入
・
本
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
商
工
会
会
長
を

務
め
、
地
域
商
工
業
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　田
部

　和
良
（
竹
田
・
十
一
）

　
永
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
理

事
を
務
め
、
地
域
の
農
業
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　原

　
　眞
治
（
荻
・
高
練
木
）

　
永
年
に
わ
た
り
ト
マ
ト
の
栽
培

技
術
の
研
究
・
指
導
等
に
尽
力
さ

れ
、
生
産
振
興
並
び
に
産
地
化
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　甲
斐

　眞
治
（
竹
田
・
上
菅
生
）

　
永
年
に
わ
た
り
と
う
き
び
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
長
を
務
め
、
地
域
の
農

業
振
興
及
び
活
性
化
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　宮
﨑

　
　光
（
久
住
・
牧
ノ
元
）

　
永
年
に
わ
た
り
リ
ン
ド
ウ
の
栽

培
技
術
の
研
究
・
指
導
に
尽
力
さ

れ
、
生
産
振
興
並
び
に
産
地
化
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　甲
斐

　廣
見
（
久
住
・
室
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
然
公
園
指
導

員
を
務
め
、
自
然
保
護
や
環
境
保

全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　工
藤

　照
廣
（
荻
・
陽
目
）

　
永
年
に
わ
た
り
市
有
林
看
守
人

を
務
め
、
公
有
林
の
保
全
育
成
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

　福
澤

　皓
一
（
久
住
・
市
）

　
永
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
、
人
権
擁
護
運
動
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

　内
藤

　昭
治
（
竹
田
・
西
古
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　朝
野

　春
夫
（
竹
田
・
提
灯
谷
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　石
田

　和
男
（
竹
田
・
下
木
）

　
永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

◆
地
域
振
興

　学
校
法
人
稲
葉
学
園

　竹
田
南

高
等
学
校
（
竹
田
）

　
河
川
の
清
掃
活
動
や
水
生
生
物

調
査
を
通
じ
将
来
を
担
う
高
校
生

の
水
・
土
壌
環
境
保
全
意
識
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
城
原
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会

（
竹
田
）

　
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
活
発

に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
道
の
駅
た

け
た
の
支
援
を
積
極
的
に
行
い
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰  （
個
人
）

◆
教
育
振
興

　瀧
本

　真
二
（
久
住
・
後
山
）

　
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
内
田
ち
は
る
（
久
住
・
向
原
）

　
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　後
藤

　國
太
（
竹
田
・
大
津
留
下
）

　
大
分
県
民
体
育
大
会
に
50
年
連

続
出
場
な
ど
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

承
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
長
感
謝
状 

（
団
体
）

　本
田
由
紀
夫
（
沖
縄
県
）

　
図
書
館
付
近
に
所
有
の
宅
地
を

寄
付
さ
れ
、
本
市
の
中
心
市
街
地
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　酒
井

　夢
豈
（
大
分
市
）

　
作
品
「
岡
城
懐
古
」
の
寄
贈
や
第

１
回
竹
田
国
際
墨
彩
画
展
に
特
別

出
展
を
行
う
な
ど
、
本
市
の
文
化
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　辻
野

　浩
子
（
別
府
市
）

　
大
分
学
に
関
す
る
貴
重
な
研
究

資
料
や
図
書
を
寄
贈
さ
れ
、
本
市
の

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　三
佐
若
連
（
大
分
市
）

　
竹
田
市
の
伝
統
行
事
へ
の
参
加

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
岡
藩

と
縁
の
深
い
大
分
市
三
佐
地
区
と

本
市
の
歴
史
・
文
化
交
流
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

功
績
を
讃
え
て

平
成
28
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

　
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
竹
田
市
は
市
政
の
推
進
や
様
々
な
分
野

で
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
首
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
を
13
名
、
３
団
体
、
感
謝
状
を

個
人
３
名
、
１
団
体
に
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野
英
勝
教
育
長
か

ら
、
竹
田
の
教
育
・
芸
術
に
功
労
の
あ
っ
た
４
名
１
団
体
に
表
彰
状

を
贈
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

［前列左から］井上登志子さん、石田和男さん、本田ハルキ（由紀夫）さん、酒井夢豈さん、市長、教育長、秦安廣さん、
内藤昭治さん、田部和良さん
［中列左から］副市長、工藤照廣さん、宮﨑光さん、甲斐廣見さん、辻野浩子さん、福澤皓一さん、後藤國太さん、吉良孝則さん、
後藤副議長、土居県議
［後列左から］原眞治さん、禰疑野神楽保存会（楽長　清良清晴）さん、朝野春夫さん、甲斐眞治さん、竹田高校関東同窓会（会
長　松良修二）さん、城原地区活性化推進協議会（会長　麻生一雄）さん、竹田南高校（校長　土﨑谷夫）さん、三佐若連（若
長　三浦貴志）さん

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
文
化
振
興

　吉
良

　孝
則
（
竹
田
・
吉
田
）

　
永
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全

育
成
と
、
無
形
民
俗
文
化
財
の
継

承
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会
表
彰  （
団
体
）

◆
文
化
振
興

　禰
疑
野
神
楽
保
存
会
（
竹
田
）

　
永
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全

育
成
と
、
無
形
民
俗
文
化
財
の
継

○
旭
日
双
光
章

　
平
成
17
年
か
ら
４
年
間
、
１
市

３
町
（
竹
田
市
・
荻
町
・
久
住

町
・
直
入
町
）
に
よ
り
発
足
し
た

新
竹
田
市
の
初
代
市
長
と
し
て
、

地
方
自
治
の
発
展
と
福
祉
の
向

上
、
教
育
の
充
実
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

○
旭
日
双
光
章

　
歯
科
技
工
士
免
許
を
取
得
後
、

昭
和
42
年
に
歯
科
技
工
所
を
開

設
。
昭
和
61
年
か
ら
10
年
間
、
大

分
県
歯
科
技
工
士
会
長
を
務
め
ら

れ
、
研
修
会
の
開
催
等
、
後
進
の

育
成
に
尽
力
。
地
域
医
療
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

○
瑞
宝
単
光
章

　
36
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団

活
動
に
業
務
に
精
励
。
平
成
24
年

３
年
間
、
竹
田
市
消
防
団
長
と
し

て
、
数
々
の
現
場
で
陣
頭
指
揮
を

執
り
、
ま
た
女
性
消
防
団
を
発
足

す
る
等
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

○
藍
綬
褒
章

　
旧
直
入
町
職
員
だ
っ
た
平
成
５

年
か
ら
23
年
の
永
き
に
わ
た
り
保

護
司
と
し
て
、
罪
を
犯
し
た
少
年

の
精
神
的
、
社
会
的
な
支
え
と
な

る
更
生
保
護
活
動
等
に
尽
力
。
竹

田
保
護
区
保
護
司
会
の
直
入
分
区

長
と
研
修
部
会
長
を
務
め
ま
し
た
。

め
、
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
と
市
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
長
表
彰 

（
団
体
）

◆
産
業
振
興

　大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
関
東

同
窓
会
（
東
京
都
）

　
ふ
る
さ
と
で
あ
る
竹
田
市
の
応

援
や
、
関
東
圏
へ
の
情
報
発
信
な
ど

市
の
文
化
・
観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

県
功
労
者
表
彰
受
賞

　
大
分
県
か
ら
竹
田
市
の
個
人
５

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

 【
地
方
自
治
関
係
功
労
】

足
達

　寛
康
（
久
住
・
竹
田
市
議

会
議
員
）

 【
商
工
労
働
関
係
功
労
】

後
藤
万
壽
郎
（
竹
田
・
元
竹
田
商

工
会
議
所
会
頭
）

佐
藤

　春
三
（
竹
田
・
竹
田
商
工

会
議
所
会
頭
）

 【
農
林
水
産
関
係
功
労
】

  

小
出
美
紀
夫
（
荻
・
ト
マ
ト
農
家
）

  

三
田
井

　昇
（
竹
田
・
乾
し
い
た
け
農
家
）

秋
の
叙
勲

秋
の
褒
章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

加藤　庄二さん
（81歳・溝川）

都築　員守さん
（64歳・中本町）

高瀬　文麿さん
（76歳・長生湯）

牧　　剛尓さん
（71歳・大分市）

ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

か とう しょうじ

つ づき かずもり

たか せ ふみまろ

まき ごう じ

さ
か

ね

ぎ

の

か
ぐ
ら

ほ
ぞ
ん
か
い

が
い

み

さ
わ
か
れ
ん

い

む
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

がれき処理に
神様のご支援！
扇森稲荷神社と「災害廃棄物仮置場設置」協定結ぶ

地域で育む「絆」を未来に
宮城台小学校開校30周年記念式典

　
11
月
２
日
、
竹
田
市
は
宗
教
法

人
扇
森
稲
荷
神
社
と
「
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
仮

置
場
設
置
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

被
災
家
屋
等
の
災
害
廃
棄
物
を
迅

速
に
処
理
す
る
た
め
に
、
本
市
は

今
年
度
「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

女性の視点を
災害対策に活かす

〝
着
る
喜
び
〞竹
田
か
ら
発
信

「
き
ら
め
く
わ
た
し
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
in
竹
田
」

　
11
月
５
日
、
竹
田
市
と
一
般
社
団

法
人
　
服
は
着
る
薬
主
催
に
よ
る

「
き
ら
め
く
わ
た
し
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
in
竹
田
」
を
直
入
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　〝
障
が
い
者
〞
と
〝
健
常
者
〞
が

同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
シ
ョ
ー
と
し

て
、
服
は
着
る
薬
代
表
の
鶴
丸
礼
子

さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
や
ア
ト
リ
エ
の

お
客
さ
ん
、
プ
ロ
の
モ
デ
ル
の
方
々

等
が
出
演
。
各
々
が
個
性
と
魅
力

を
兼
ね
備
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服

飾
作
品
を
身
に
ま
と
い
、
い
き
い
き

と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
堂
々
と
歩

く
ラ
ン
ウ
ェ
イ
。
そ
の
姿
に
、
客
席

か
ら
温
か
い
感
動
の
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
モ
デ

ル
の
写
真
展
も
ロ
ビ
ー
で
開
催
。
近

日
に
は
写
真
集
も
出
版
さ
れ
る
予

定
で
す
。

画聖竹田先生の
「第七基画碑」を設置

心がけて！食中毒予防

　
10
月
25
日
、
田
能
村
竹
田
先
生

画
碑
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
竹
田
先
生
画
碑
「
ま
ち
か
ど
南

画
館
」
の
第
七
基
「
山
陰
夜
雪
図
」

の
設
置
除
幕
式
が
竹
田
創
生
館
の

庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
顕
彰
会
関
係
者
15
名
が
出
席

し
、
画
碑
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

情
感
漂
う
景
観
が
ま
た
ひ
と
つ
増

え
ま
し
た
。

　
竹
田
食
品
衛
生
協
会
（
長
松
英

二
会
長
）
は
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中

毒
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
区
別
講
習

会
を
11
月
上
旬
に
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
は
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
の
「
調
理
す
る
人
の
健
康
管
理
」

「
作
業
前
な
ど
の
手
洗
い
」「
調
理

器
具
の
消
毒
」
を
解
説
。
協
会
員
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
内
拝
田
原
地
区
に
あ
る
扇
森
稲

荷
神
社
駐
車
場
（
広
さ
は
７
１
０

５
㎡
）
は
、
過
去
の
水
害
等
で
幾
度

も
仮
置
場
と
し
て
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ご
厚
意
に
よ
り
こ

の
度
の
協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
首
藤
市
長
は
「
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
準
備
は
必
要
。

こ
の
協
定
が
、
市
民
の
皆
様
の
防

災
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」、
扇

森
稲
荷
神
社
の
工
藤
幸
久
総
代
長

は
「
安
全
（
家
内
安
全
）
と
繁
栄
（
商

売
繁
盛
）
の
神
様
の
駐
車
場
が
災

害
復
旧
に
一
役
買
っ
て
き
た
こ
と

は
氏
子
一
同
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
ご
活
動
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

↑扇森稲荷神社の工藤幸久総代長（写真右）

　
11
月
９
日
、「
平
成
28
年
度
竹
田

市
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
代
表
理
事

の
宗
片
恵
美
子
さ
ん
。「
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
〜
防
災
・

減
災
に
女
性
の
力
を
活
か
す
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
第
70
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

が
11
月
13
日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公

園
を
ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す

る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
13
地
区
体
育
協
会
か

ら
18
チ
ー
ム
が
参
加
。
地
区
の
名
誉

を
か
け
、
懸
命
な
走
り
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。「
久
住
Ａ
」
チ
ー

ム
が
今
年
も
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　10月30日、宮城台小学校開校30周年を祝う記念
式典が同校体育館で行われました。仲村栄次実行
委員長（宮城地区自治会長会会長）が挨拶を述べ、
記念事業として「屋外トイレ施設洋式化改修工事」、
「学校に大型テレビの設置」、「年度末に発行する
開校30周年記念誌の全戸配布」を紹介しました。
　田北健治児童会長は「これからも伝統を引き継
いでいけるように努力していきたい」と、誓いの
言葉を述べました。児童たちは開校30周年記念の
学習発表会としては、宮城地区の「温泉施設」レ
ポートや観光ＣＭビデオを制作し、学年ごとに発
表しました。
　式典に続き、同会場で「敬老福祉・食彩まつり」
を開催。地域のみなさんは、しらゆり会と食と農
を考える会による手作り料理を食べながら、会話
に花を咲かせていました。
　小学校を拠点にして、地域のつながりを何より
も大事にする「宮城地域」。ますますの発展を期待
しています。

　
10
月
29
日
、「
第
１
回
白
丹
温
泉

館
祭
及
び
公
民
館
祭
」
が
開
催
さ

れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
健
康
と
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
の
若
者
た
ち
が

力
を
結
集
し
、
白
丹
温
泉
館
を
中
心

と
す
る
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

に
、
今
後
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

切
り
絵
作
品「
岡
城
」を
寄
贈

地域の防犯に尽力
竹田市から２名２団体が表彰

　
添
田
正
三
さ
ん（
80
歳
・
小
仲
尾
）

よ
り
東
京
都
福
生
市
に
お
住
ま
い

の
妹
、
原
嶋
ス
ミ
子
さ
ん
（
76
歳
）

の
切
り
絵
作
品
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
岡
城
跡
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

は
約
半
年
間
か
け
て
制
作
さ
れ
、
原

嶋
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
へ
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

↑平成24年時、災害廃棄物の仮置場としてご
協力いただいた「こうとうさま」の駐車場

白丹温泉から地域活性化を！

地区の名誉をかけて
熱い走り

↑首席に輝いた「よしふく215」
　（左端が吉野さん）

県
畜
産
共
進
会「
肉
用
牛
の
部
」

吉
野
純
子
さ
ん
が
首
席
に
輝
く

　
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
県
民

大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
地
域

の
防
犯
活
動
な
ど
に
貢
献
し
た
次

の
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

【
全
国
表
彰
伝
達
】
防
犯
栄
誉
銅

章
・
倉
野 

脩
生
【
県
防
犯
協
会
理

事
長
・
県
警
本
部
長
表
彰
】〔
個
人
〕

早
川
和
、〔
団
体
〕
竹
田
市
直
入
地

域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
隊
長
・
石

田
健
士
）【
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
奨
励
賞
】
阿
蔵
地
区
安
全
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
隊
長
・
林
長
男
）

↑「１枚の布が自分を変えた」姿に、感動の
拍手！

　
10
月
15
日
、
第
77
回
大
分
県
畜

産
共
進
会
の
肉
用
牛
の
部
が
別
府

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
20
頭
の
出
品
を
行

い
、
直
入
町
の
吉
野
純
子
さ
ん
が
女

性
・
後
継
者
の
部
で
「
よ
し
ふ
く
２

１
５
」、
繁
殖
雌
牛
群
で
「
か
つ
じ

の
１
」（
３
セ
ッ
ト
）
と
「
か
つ
じ

の
11
」（
６
頭
）
が
首
席
に
輝
き
ま

し
た
。
吉
野
さ
ん
は
「
九
州
農
政
局

長
賞
」
と
「
特
別
賞
（
部
位
賞
：
頭

頸
賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
主
な
成
績
（
優
秀
賞
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
肉
用
牛
の
部
（
敬
称
略
）

　
若
雌
１
区
「
ふ
く
ひ
め
」
後
藤
克

寿
（
荻
）
／
若
雌
３
区
「
や
す
て
る

30
」
首
藤
悌
彦
（
直
入
）、「
じ
ゅ
ら

ん
」
清
水
蔵
人
（
久
住
）
／
若
雌
４

区
「
し
ら
ふ
く
」
後
藤
克
寿
（
荻
）、

「
し
の
ぶ
」
甲
斐
善
之
（
直
入
）
／

女
性
・
後
継
者
の
部
「
よ
し
ふ
く
２

１
５
」
吉
野
純
子
（
直
入
）、「
お
お

こ
が
８
２
１
５
」 

古
澤
智
士（
竹
田
）

／
繁
殖
雌
牛
群
「
か
つ
じ
の
１
」「
か

つ
じ
の
11
」
吉
野
純
子
（
直
入
）

　
ま
た
、
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ

た
乳
用
牛
の
部
で
は
工
藤
博
士
さ

ん
（
竹
田
）
が
第
１
部
で
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
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がれき処理に
神様のご支援！
扇森稲荷神社と「災害廃棄物仮置場設置」協定結ぶ

地域で育む「絆」を未来に
宮城台小学校開校30周年記念式典

　
11
月
２
日
、
竹
田
市
は
宗
教
法

人
扇
森
稲
荷
神
社
と
「
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
仮

置
場
設
置
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

被
災
家
屋
等
の
災
害
廃
棄
物
を
迅

速
に
処
理
す
る
た
め
に
、
本
市
は

今
年
度
「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

女性の視点を
災害対策に活かす

〝
着
る
喜
び
〞竹
田
か
ら
発
信

「
き
ら
め
く
わ
た
し
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
in
竹
田
」

　
11
月
５
日
、
竹
田
市
と
一
般
社
団

法
人
　
服
は
着
る
薬
主
催
に
よ
る

「
き
ら
め
く
わ
た
し
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
in
竹
田
」
を
直
入
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　〝
障
が
い
者
〞
と
〝
健
常
者
〞
が

同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
シ
ョ
ー
と
し

て
、
服
は
着
る
薬
代
表
の
鶴
丸
礼
子

さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
や
ア
ト
リ
エ
の

お
客
さ
ん
、
プ
ロ
の
モ
デ
ル
の
方
々

等
が
出
演
。
各
々
が
個
性
と
魅
力

を
兼
ね
備
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服

飾
作
品
を
身
に
ま
と
い
、
い
き
い
き

と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
堂
々
と
歩

く
ラ
ン
ウ
ェ
イ
。
そ
の
姿
に
、
客
席

か
ら
温
か
い
感
動
の
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
モ
デ

ル
の
写
真
展
も
ロ
ビ
ー
で
開
催
。
近

日
に
は
写
真
集
も
出
版
さ
れ
る
予

定
で
す
。

画聖竹田先生の
「第七基画碑」を設置

心がけて！食中毒予防

　
10
月
25
日
、
田
能
村
竹
田
先
生

画
碑
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
竹
田
先
生
画
碑
「
ま
ち
か
ど
南

画
館
」
の
第
七
基
「
山
陰
夜
雪
図
」

の
設
置
除
幕
式
が
竹
田
創
生
館
の

庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
顕
彰
会
関
係
者
15
名
が
出
席

し
、
画
碑
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

情
感
漂
う
景
観
が
ま
た
ひ
と
つ
増

え
ま
し
た
。

　
竹
田
食
品
衛
生
協
会
（
長
松
英

二
会
長
）
は
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中

毒
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
区
別
講
習

会
を
11
月
上
旬
に
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
は
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
の
「
調
理
す
る
人
の
健
康
管
理
」

「
作
業
前
な
ど
の
手
洗
い
」「
調
理

器
具
の
消
毒
」
を
解
説
。
協
会
員
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
内
拝
田
原
地
区
に
あ
る
扇
森
稲

荷
神
社
駐
車
場
（
広
さ
は
７
１
０

５
㎡
）
は
、
過
去
の
水
害
等
で
幾
度

も
仮
置
場
と
し
て
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ご
厚
意
に
よ
り
こ

の
度
の
協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
首
藤
市
長
は
「
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
準
備
は
必
要
。

こ
の
協
定
が
、
市
民
の
皆
様
の
防

災
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」、
扇

森
稲
荷
神
社
の
工
藤
幸
久
総
代
長

は
「
安
全
（
家
内
安
全
）
と
繁
栄
（
商

売
繁
盛
）
の
神
様
の
駐
車
場
が
災

害
復
旧
に
一
役
買
っ
て
き
た
こ
と

は
氏
子
一
同
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
ご
活
動
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

↑扇森稲荷神社の工藤幸久総代長（写真右）

　
11
月
９
日
、「
平
成
28
年
度
竹
田

市
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
代
表
理
事

の
宗
片
恵
美
子
さ
ん
。「
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
〜
防
災
・

減
災
に
女
性
の
力
を
活
か
す
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
第
70
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

が
11
月
13
日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公

園
を
ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す

る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
13
地
区
体
育
協
会
か

ら
18
チ
ー
ム
が
参
加
。
地
区
の
名
誉

を
か
け
、
懸
命
な
走
り
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。「
久
住
Ａ
」
チ
ー

ム
が
今
年
も
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　10月30日、宮城台小学校開校30周年を祝う記念
式典が同校体育館で行われました。仲村栄次実行
委員長（宮城地区自治会長会会長）が挨拶を述べ、
記念事業として「屋外トイレ施設洋式化改修工事」、
「学校に大型テレビの設置」、「年度末に発行する
開校30周年記念誌の全戸配布」を紹介しました。
　田北健治児童会長は「これからも伝統を引き継
いでいけるように努力していきたい」と、誓いの
言葉を述べました。児童たちは開校30周年記念の
学習発表会としては、宮城地区の「温泉施設」レ
ポートや観光ＣＭビデオを制作し、学年ごとに発
表しました。
　式典に続き、同会場で「敬老福祉・食彩まつり」
を開催。地域のみなさんは、しらゆり会と食と農
を考える会による手作り料理を食べながら、会話
に花を咲かせていました。
　小学校を拠点にして、地域のつながりを何より
も大事にする「宮城地域」。ますますの発展を期待
しています。

　
10
月
29
日
、「
第
１
回
白
丹
温
泉

館
祭
及
び
公
民
館
祭
」
が
開
催
さ

れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
健
康
と
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
の
若
者
た
ち
が

力
を
結
集
し
、
白
丹
温
泉
館
を
中
心

と
す
る
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

に
、
今
後
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

切
り
絵
作
品「
岡
城
」を
寄
贈

地域の防犯に尽力
竹田市から２名２団体が表彰

　
添
田
正
三
さ
ん（
80
歳
・
小
仲
尾
）

よ
り
東
京
都
福
生
市
に
お
住
ま
い

の
妹
、
原
嶋
ス
ミ
子
さ
ん
（
76
歳
）

の
切
り
絵
作
品
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
岡
城
跡
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

は
約
半
年
間
か
け
て
制
作
さ
れ
、
原

嶋
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
へ
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

↑平成24年時、災害廃棄物の仮置場としてご
協力いただいた「こうとうさま」の駐車場

白丹温泉から地域活性化を！

地区の名誉をかけて
熱い走り

↑首席に輝いた「よしふく215」
　（左端が吉野さん）

県
畜
産
共
進
会「
肉
用
牛
の
部
」

吉
野
純
子
さ
ん
が
首
席
に
輝
く

　
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
県
民

大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
地
域

の
防
犯
活
動
な
ど
に
貢
献
し
た
次

の
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

【
全
国
表
彰
伝
達
】
防
犯
栄
誉
銅

章
・
倉
野 

脩
生
【
県
防
犯
協
会
理

事
長
・
県
警
本
部
長
表
彰
】〔
個
人
〕

早
川
和
、〔
団
体
〕
竹
田
市
直
入
地

域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
隊
長
・
石

田
健
士
）【
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
奨
励
賞
】
阿
蔵
地
区
安
全
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
隊
長
・
林
長
男
）

↑「１枚の布が自分を変えた」姿に、感動の
拍手！

　
10
月
15
日
、
第
77
回
大
分
県
畜

産
共
進
会
の
肉
用
牛
の
部
が
別
府

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
20
頭
の
出
品
を
行

い
、
直
入
町
の
吉
野
純
子
さ
ん
が
女

性
・
後
継
者
の
部
で
「
よ
し
ふ
く
２

１
５
」、
繁
殖
雌
牛
群
で
「
か
つ
じ

の
１
」（
３
セ
ッ
ト
）
と
「
か
つ
じ

の
11
」（
６
頭
）
が
首
席
に
輝
き
ま

し
た
。
吉
野
さ
ん
は
「
九
州
農
政
局

長
賞
」
と
「
特
別
賞
（
部
位
賞
：
頭

頸
賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
主
な
成
績
（
優
秀
賞
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
肉
用
牛
の
部
（
敬
称
略
）

　
若
雌
１
区
「
ふ
く
ひ
め
」
後
藤
克

寿
（
荻
）
／
若
雌
３
区
「
や
す
て
る

30
」
首
藤
悌
彦
（
直
入
）、「
じ
ゅ
ら

ん
」
清
水
蔵
人
（
久
住
）
／
若
雌
４

区
「
し
ら
ふ
く
」
後
藤
克
寿
（
荻
）、

「
し
の
ぶ
」
甲
斐
善
之
（
直
入
）
／

女
性
・
後
継
者
の
部
「
よ
し
ふ
く
２

１
５
」
吉
野
純
子
（
直
入
）、「
お
お

こ
が
８
２
１
５
」 

古
澤
智
士（
竹
田
）

／
繁
殖
雌
牛
群
「
か
つ
じ
の
１
」「
か

つ
じ
の
11
」
吉
野
純
子
（
直
入
）

　
ま
た
、
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ

た
乳
用
牛
の
部
で
は
工
藤
博
士
さ

ん
（
竹
田
）
が
第
１
部
で
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
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竹田市の財政状況をお知らせします 決　算
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一般会計の歳入と歳出 歳入 191億9,922万円、うち自主財源は 　47億5,756万円。
歳出 180億　575万円、うち義務的経費に 78億5,029万円。

経常収支比率 平成26年度より1.5㌽上昇 財政力 国への依存度が高い

県内平均竹田市

経常収支比率

財政力指数（３か年平均） 財政力指数（単年度）

財政力

○地方債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業にあてるための借入金
○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金
○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

歳入

地方交付税
89億8,192万円（47％）

地方譲与税ほか
8億261万円（4％）

繰越金ほか
22億271万円
（11％）

繰入金
7億3,578万円
（4％）

地方税
18億1,907万円
（10％）地方債

8億1,505万円
（4％）

歳入合計
191億
9,922万円

国庫支出金
19億7,808
万円（10％）

県支出金
18億6,400万円
（10％）

歳出

歳出合計
180億
575万円

繰出金ほか
25億6,813万円
（14％）

人件費
37億9,969万円
（21％）

扶助費
19億5,021万円
（11％）

物件費
28億1,805万円
（16％）

普通建設事業費
21億9,970万円
（12％）

災害復旧事業費
2億3,571万円
（1％）

補助費等
23億3,387万円
（13％）

公債費
21億39万円
（12％）

竹田市の財政状況をお知らせします 決算
　竹田市の平成27年度の決算がまとまりました。税金や国    ・県からの交付金などにどのくらい
収入があり、どのように使われたのか、みなさんの目で、       竹田市をチェックしてください。

市民１人あたりの行政サービス
1人あたり1年間で778,998円が使われました。昨年度より72,980円の減。

1人あたりの市税負担は78,700円。昨年度より66円の増。

議会・総務費
148,015円

民生費
217,504 円

衛生費
39,986円

労働・商工費
34,229円

農林水産業費
97,346円

地方税の内訳 土木・災害復旧費
52,328円

消防費
28,001円

教育費
70,719円

公債費
90,871円

市議会や市役所の運営、
選挙、市税
など

高齢者、障がい者、児
童福祉など

検診や予防接種、ゴミ
やし尿処理など

雇用対策、商工業や観
光の振興など

農業や林業の振興など

道路や河川、住宅や公
園の整備など

消防、水防、救助活動
など

学校教育・文化・スポー
ツ振興など

市の借金の返済など
税目 市 民 1 人 あ

たりの負担額
市 民 税 30,658円
固定資産税 36,883円
軽自動車税 3,286円
市たばこ税 6,135円
入 湯 税 886円
都市計画税 853円
合計 78,700円

基金と地方債
基金は過去最高額（  99億9,325万円）
借金は過去最少額（155億7,701万円）

いずれも早期健全化基準を下回り、
健全な財政状況となっています。

健全化判断比率

健全判断化比率 比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 － 13.18％
連結実質赤字比率 － 18.18％
実質公債費比率 4.5％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 2.4% 350.0％

地方自治法第243条の３第１項、竹田市財政状況の
作成及び公表に関する条例第２条の規定に基づき、
平成27年度の決算状況を公表します。

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別
に積み立てられ、または、定額運用するために設けられ
た資金及び財産です。平成27年度の残高は、財政調整基
金40億1,963万円、減債基金５億9,206万円、その他特
定目的基金52億1,537万円、定額運用基金１億6,620万
円となっています。
　また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を
超えて行われるものを地方債（市債）といいます。地方
債で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将
来にわたり利用するものです。その返済は利用する次の
世代の方々にも負担してもらうという考えに基づいてい
ます。
　平成27年度の地方債発行額は８億1,506万円で、主な
事業は道路改良事業、県営土地改良事業、消防救助工作
車整備事業等がありました。

　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状
況を把握します。このいずれかが一定基準以上となった
場合には、財政健全化計画または財政再生化計画を策定
し、財政の早期健全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額が
ありませんでした。実質公債費比率は4.5％、将来負担
比率は2.4％となっており、昨年度より改善しています
（平成26年度実質公債費比率5.2％、将来負担比率
11.8％）。
　引き続き計画的な地方債の発行や有利な地方債の活用
により、財政基盤の強化に努めていきます。

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税
や地方交付税等の経常一般財源がどの程度投入された
かを見る指標で、この比率が低いほど普通建設事業費
などの臨時経費に充当できる一般財源があり、財政構
造が弾力性に富んでいることになります。
　県内平均よりは低い水準にあるものの、平成26年度
の87.3％から平成27年度は88.8％と1.5ポイント上昇し
ています。

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需
要額（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去３
年間の平均値を財政力指数といい、地方公共団体の財
政力を示す数値です。
　この値が高いほど財政力が強いということになりま
すが、竹田市は0.234で、今後も収納率の向上や企業誘
致など財政基盤の強化が求められます。

　平成27年度の一般会
計の歳出は、180億575
万円でした。性質的に
見ると、義務的経費（人
件費・扶助費・公債費）
が78億5,029万円で全体
の44％、そのうち借金
返済のための公債費が
21億39万円です。投資
的経費（普通建設事業
費・災害復旧事業費）が
24億3,541万 円13％、
その他の経費（物件費
等）が77億2,005万円で
43％となっています。

　平成27年度の一般
会計の歳入は、191億
9,922万円でした。
　内訳は国・県の補助
金等を頼りにした依存
財源が144億4,166万円
で75％、市の自主財源
のうち地方税（市税）
は18億1,907万 円 で、
歳入全体の約10％ほど
です。

85

90

95

27年度26年度25年度24年度23年度

90.6
91.8
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87.4

92.3

90.2

88.8
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竹田市の財政状況をお知らせします 決　算
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一般会計の歳入と歳出 歳入 191億9,922万円、うち自主財源は 　47億5,756万円。
歳出 180億　575万円、うち義務的経費に 78億5,029万円。

経常収支比率 平成26年度より1.5㌽上昇 財政力 国への依存度が高い

県内平均竹田市

経常収支比率

財政力指数（３か年平均） 財政力指数（単年度）

財政力

○地方債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業にあてるための借入金
○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金
○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

歳入

地方交付税
89億8,192万円（47％）

地方譲与税ほか
8億261万円（4％）

繰越金ほか
22億271万円
（11％）

繰入金
7億3,578万円
（4％）

地方税
18億1,907万円
（10％）地方債

8億1,505万円
（4％）

歳入合計
191億
9,922万円

国庫支出金
19億7,808
万円（10％）

県支出金
18億6,400万円
（10％）

歳出

歳出合計
180億
575万円

繰出金ほか
25億6,813万円
（14％）

人件費
37億9,969万円
（21％）

扶助費
19億5,021万円
（11％）

物件費
28億1,805万円
（16％）

普通建設事業費
21億9,970万円
（12％）

災害復旧事業費
2億3,571万円
（1％）

補助費等
23億3,387万円
（13％）

公債費
21億39万円
（12％）

竹田市の財政状況をお知らせします 決算
　竹田市の平成27年度の決算がまとまりました。税金や国    ・県からの交付金などにどのくらい
収入があり、どのように使われたのか、みなさんの目で、       竹田市をチェックしてください。

市民１人あたりの行政サービス
1人あたり1年間で778,998円が使われました。昨年度より72,980円の減。

1人あたりの市税負担は78,700円。昨年度より66円の増。

議会・総務費
148,015円

民生費
217,504 円

衛生費
39,986円

労働・商工費
34,229円

農林水産業費
97,346円

地方税の内訳 土木・災害復旧費
52,328円

消防費
28,001円

教育費
70,719円

公債費
90,871円

市議会や市役所の運営、
選挙、市税
など

高齢者、障がい者、児
童福祉など

検診や予防接種、ゴミ
やし尿処理など

雇用対策、商工業や観
光の振興など

農業や林業の振興など

道路や河川、住宅や公
園の整備など

消防、水防、救助活動
など

学校教育・文化・スポー
ツ振興など

市の借金の返済など
税目 市 民 1 人 あ

たりの負担額
市 民 税 30,658円
固定資産税 36,883円
軽自動車税 3,286円
市たばこ税 6,135円
入 湯 税 886円
都市計画税 853円
合計 78,700円

基金と地方債
基金は過去最高額（  99億9,325万円）
借金は過去最少額（155億7,701万円）

いずれも早期健全化基準を下回り、
健全な財政状況となっています。

健全化判断比率

健全判断化比率 比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 － 13.18％
連結実質赤字比率 － 18.18％
実質公債費比率 4.5％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 2.4% 350.0％

地方自治法第243条の３第１項、竹田市財政状況の
作成及び公表に関する条例第２条の規定に基づき、
平成27年度の決算状況を公表します。

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別
に積み立てられ、または、定額運用するために設けられ
た資金及び財産です。平成27年度の残高は、財政調整基
金40億1,963万円、減債基金５億9,206万円、その他特
定目的基金52億1,537万円、定額運用基金１億6,620万
円となっています。
　また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を
超えて行われるものを地方債（市債）といいます。地方
債で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将
来にわたり利用するものです。その返済は利用する次の
世代の方々にも負担してもらうという考えに基づいてい
ます。
　平成27年度の地方債発行額は８億1,506万円で、主な
事業は道路改良事業、県営土地改良事業、消防救助工作
車整備事業等がありました。

　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状
況を把握します。このいずれかが一定基準以上となった
場合には、財政健全化計画または財政再生化計画を策定
し、財政の早期健全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額が
ありませんでした。実質公債費比率は4.5％、将来負担
比率は2.4％となっており、昨年度より改善しています
（平成26年度実質公債費比率5.2％、将来負担比率
11.8％）。
　引き続き計画的な地方債の発行や有利な地方債の活用
により、財政基盤の強化に努めていきます。

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税
や地方交付税等の経常一般財源がどの程度投入された
かを見る指標で、この比率が低いほど普通建設事業費
などの臨時経費に充当できる一般財源があり、財政構
造が弾力性に富んでいることになります。
　県内平均よりは低い水準にあるものの、平成26年度
の87.3％から平成27年度は88.8％と1.5ポイント上昇し
ています。

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需
要額（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去３
年間の平均値を財政力指数といい、地方公共団体の財
政力を示す数値です。
　この値が高いほど財政力が強いということになりま
すが、竹田市は0.234で、今後も収納率の向上や企業誘
致など財政基盤の強化が求められます。

　平成27年度の一般会
計の歳出は、180億575
万円でした。性質的に
見ると、義務的経費（人
件費・扶助費・公債費）
が78億5,029万円で全体
の44％、そのうち借金
返済のための公債費が
21億39万円です。投資
的経費（普通建設事業
費・災害復旧事業費）が
24億3,541万 円13％、
その他の経費（物件費
等）が77億2,005万円で
43％となっています。

　平成27年度の一般
会計の歳入は、191億
9,922万円でした。
　内訳は国・県の補助
金等を頼りにした依存
財源が144億4,166万円
で75％、市の自主財源
のうち地方税（市税）
は18億1,907万 円 で、
歳入全体の約10％ほど
です。
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決　算

 今後の財政運営について……

水道事業会計決算状況　１戸あたりの月額水道料金　3,849円（消費税抜）

目的税　都市計画税と入湯税の使いみち財産　土地は増加建物は減少

特別会計

収益的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1億 7,434万円 1億 6,606 万円 828万円

財産の種類 財産状況
土　地

　　 うち山林
建　物
立　木
車　両

36,403,487㎡
14,265,753㎡
237,718㎡
362,433㎥
198台

資本的収入及び支出
収入額 支出額 差　引
228万円 8 ,436万円 △ 8,208万円

業務量
事　項 平成 27年度

年 度 末 給 水 人 口 6,966人
3,358戸

1,388,980㎥
3,795㎥
64.50%

年 度 末 給 水 戸 数
年 間 配 水 量
１ 日 平 均 配 水 量
有　　　収　　　率

企業債残高
財 務 省 九 州 財 務 局 2億9,527万円

2,152万円
3億1,679万円

地方公共団体金融機構
計

固定資産の現在高
有 形 固 定 資 産 15億5,557万円

8万円無 形 固 定 資 産

                 

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引 会　計　名 歳入額 歳出額 差　引
竹田市立こども診療所特別会計 9,208万円

5,829万円
40億7,043万円
3億5,650万円
34億5,296万円

8,016万円
5,340万円
40億5,694万円
3億5,598万円
33億3,573万円

1,192万円
489万円
1,349万円
52万円

1億1,723万円

2億1,379万円
2億3,306万円
1億8,044万円
3億2,202万円
7,824万円

2億1,364万円
2億3,301万円
1億8,040万円
3億2,202万円
7,824万円

15万円
5万円
4万円
0万円
0万円

簡易水道事業特別会計
長湯温泉療養文化館特別会計 農業集落排水事業特別会計
国民健康保険特別会計 浄化槽整備推進事業特別会計
後期高齢者医療特別会計 国民宿舎久住高原荘事業特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計 国民宿舎直入荘事業特別会計

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために
課税される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部
が対象となります。
　平成27年度の都市計画税徴収額は1,971万円で、竹田玉来線街路事業等
に係る地方債の償還金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除しています
ので、主として宿泊入湯客が課税の対象となります。
　平成27年度の入湯税徴収額は2,047万円で、観光振興として温泉療養保
健制度の関連経費、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な
収入は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。
　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は
工事負担金や他会計負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、消費税及び地方消費税資本的
収支調整額（300万円）、当年度分損益勘定留保資金（2,227万円）、減債積立金（1,097万円）、建設改良積立金（251
万円）、過年度損益勘定留保資金（4,333万円）で補填しました。

　今回は平成27年度の決算状況をお知らせしました。地域経済の底上げ、産業振興、移住・定住対策や社会保障の充実な
どの重点施策に取り組む一方、九州北部豪雨災害の復旧事業費の減等により、歳入歳出とも規模は縮小しました。
　今後も、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、いよいよ佳境に入った城下町再生プロジェクトのほか、農
林畜産業・観光業などの地場産業の育成にも可能な限り対応していくとともに、平成27年度に策定した「公共施設等総合
管理計画」に基づき、老朽化した公共施設等の維持管理費対策にも取り組んでいく予定です。
　事務事業の見直しや組織・機構の見直し、定員管理計画に基づく人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略
を立て、将来を見据えた行財政運営を心がけます。
　市民の皆様には今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。 

　農村回帰ニュータウン建設事業用地
の取得などの理由により、土地は
5,334㎡増加しました。

　
国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事

業
は
、
竹
田
市
と
熊
本
県
阿
蘇

市
、
産
山
村
の
農
地
へ
農
業
用
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、

新
た
な
水
源
と
な
る
大
蘇
ダ
ム
を

造
成
す
る
と
と
も
に
、
基
幹
的
な

用
水
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
等
の

農
業
水
利
施
設
を
整
備
す
る
事
業

で
す
。
本
事
業
で
は
こ
れ
ま
で
に

大
蘇
ダ
ム
堤
体
、
平
川
頭
首
工
、

用
水
路
等
の
施
設
の
造
成
は
既
に

終
え
て
い
ま
す
が
、
大
蘇
ダ
ム
で

は
貯
水
池
に
溜
ま
っ
た
水
が
周
辺

の
地
山
に
浸
透
す
る
量
が
多
い
こ

と
か
ら
、
貯
水
池
内
の
法
面
や
池

底
へ
の
浸
透
を
抑
制
す
る
工
事
を

平
成
25
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
国
営
事
業
は
事

業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
ま

す
が
、
大
蘇
ダ
ム
の
浸
透
抑
制
対

策
の
追
加
に
よ
る
事
業
費
の
増
加

や
地
域
の
農
業
情
勢

の
変
化
に
伴
う
受
益

面
積
の
変
更
等
の
要

因
に
よ
り
事
業
計
画

の
変
更
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
事
業
対
象
農
地

の
関
係
者
の
皆
様
か

ら
事
業
計
画
変
更
へ

の
同
意
を
い
た
だ
く

作
業
を
、
今
年
１
月

か
ら
事
業
主
体
で
あ
る
国
と
と
も

に
県
、
市
、
関
係
土
地
改
良
区
の

協
力
の
も
と
で
行
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
土
地
改
良
法
上
必
要
と

さ
れ
る
３
分
の
２
を
上
回
る
約
８

割
の
方
々
か
ら
同
意
を
頂
く
こ
と

が
で
き
、
９
月
末
に
変
更
計
画
確

定
に
至
り
ま
し
た
。

　
ご
多
忙
の
中
説
明
を
聞
い
て
い

た
だ
い
た
皆
様
や
説
明
会
等
に
ご

加
勢
を
頂
い
た
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
変
更
計
画
確
定
を
受
け
、
事
業

主
体
で
あ
る
国
は
、
今
年
11
月
に

契
約
期
間
３
か
年
に
わ
た
る
大
型

工
事
（
国
債
工
事
）
を
発
注
し
、

平
成
31
年
度
の
事
業
完
了
及
び
平

成
32
年
度
か
ら
の
本
格
的
供
用
開

始
に
向
け
、
大
蘇
ダ
ム
の
浸
透
抑

制
対
策
を
よ
り
一
層
速
や
か
に
進

め
て
い
く
方
針
で
す
。

　
11
月
９
日
、
農
産
物
各
部
会
の
荻

地
域
代
表
者
を
は
じ
め
、
自
治
会
長

会
会
長
、
営
農
相
談
員
、
集
落
支
援

員
ほ
か
、
農
業
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
荻
地
域
の
農
政
問
題
を
共
に
考

え
、
話
し
合
う
「
竹
田
市
荻
地
域
農

政
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
が
荻
支
所
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　『
政
策
、
事
業
を
改
善
し
て
ほ
し
い

こ
と
や
新
し
く
始
め
て
ほ
し
い
こ
と
』

と
し
て
、

・「
高
齢
化
等
の
理
由
で
リ
タ
イ
ア
を

し
た
農
家
の
施
設
や
機
械
を
新
規

就
農
者
に
あ
っ
せ
ん
す
る
窓
口
を

作
っ
て
ほ
し
い
」（
ト
マ
ト
部
会
）

・「
遮
光
ネ
ッ
ト
の
補
助
を
国
、
県
、

市
に
お
願
い
し
た
い
」（
ミ
ニ
ト
マ

ト
部
会
）

・「
ピ
ー
マ
ン
の
新
規
生
産
者
を
募
る

方
策
を
お
願
い
し
た
い
」（
ピ
ー
マ

ン
部
会
）

・「
自
然
災
害
（
台
風
、
突
風
、
大

雪
、
火
山
灰
等
）
に
よ
る
ハ
ウ
ス

被
害
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

（
ぶ
ど
う
部
会
）

等
を
市
に
要
望
。

　
ほ
か
に
も
、
政
策
に
対
す
る
意
見

や
提
言
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
生
産
者
が
抱
え
る

思
い
、
課
題
等
の
情
報
を
共
有
し
、

荻
の
農
業
の
現
況
を
み
る
こ
と
が
で

生
産
者
の
切
実
な
問
題
を
地
域
で
共
有

「
荻
地
域
農
政
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」を
開
催

国営大野川上流土地改良事業の
変更事業計画が確定しました！

本格的開始に向け加速！

大蘇ダム

き
た
。
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
生
産
力
を
高
め
る
に
は
〝
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
〞
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
把

握
す
る
機
会
と
な
っ
た
」
と
、
所
感

を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
も
〝
生
の
声
〞
を
、
竹
田
の

農
業
政
策
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
の
有
す
る
水
源
涵
養
を
未
来

に
活
か
そ
う
と
、
竹
田
市
・
公
益
財

団
法
人
イ
オ
ン
環
境
財
団
共
催
「
第

１
回
植
樹
祭
」
が
市
内
直
入
町
長
湯

の
植
樹
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
植
樹
祭
は
、
今
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画
で
実
施
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
植
樹
の
種
類
は
ケ
ヤ
キ
や
ヤ
マ

サ
ク
ラ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
な
ど
で
１

年
目
に
３
ha
（
７
４
０
０
本
）、
３
年

間
で
９
ha
（
２
万
１
４
０
０
本
）
を

植
樹
し
ま
す
。

　
植
樹
作
業
に
は
、
地
元
直
入
小
学

校
の
全
校
児
童
が
参
加
。
友
だ
ち
と

協
力
し
な
が
ら
、
苗
木
を
急
斜
面
に

植
え
ま
し
た
。

↑荻地域農政TOP懇談会（荻支所会議室）

　11月９日、「119番の
日」にあわせ、竹田市は
職員等の防災意識の高揚
を図るため、市役所本庁
舎及び総合社会福祉セン
ターを対象とした「平成
28年度竹田市役所総合防災訓練」を実施しました。

↑今後も市民の皆様とともに
「伐採跡地の森林への再生」
を見守っていきましょう

大
自
然
の
恵
み
を
次
世
代
に
継
承
へ

竹
田
市
・イ
オ
ン
環
境
財
団
が

「
第
１
回
植
樹
祭
」を
開
催

竹田市総合防災訓練を実施しました
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決　算

 今後の財政運営について……

水道事業会計決算状況　１戸あたりの月額水道料金　3,849円（消費税抜）

目的税　都市計画税と入湯税の使いみち財産　土地は増加建物は減少

特別会計

収益的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1億 7,434万円 1億 6,606 万円 828万円

財産の種類 財産状況
土　地

　　 うち山林
建　物
立　木
車　両

36,403,487㎡
14,265,753㎡
237,718㎡
362,433㎥
198台

資本的収入及び支出
収入額 支出額 差　引
228万円 8 ,436万円 △ 8,208万円

業務量
事　項 平成 27年度

年 度 末 給 水 人 口 6,966人
3,358戸

1,388,980㎥
3,795㎥
64.50%

年 度 末 給 水 戸 数
年 間 配 水 量
１ 日 平 均 配 水 量
有　　　収　　　率

企業債残高
財 務 省 九 州 財 務 局 2億9,527万円

2,152万円
3億1,679万円

地方公共団体金融機構
計

固定資産の現在高
有 形 固 定 資 産 15億5,557万円

8万円無 形 固 定 資 産

                 

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引 会　計　名 歳入額 歳出額 差　引
竹田市立こども診療所特別会計 9,208万円

5,829万円
40億7,043万円
3億5,650万円
34億5,296万円

8,016万円
5,340万円
40億5,694万円
3億5,598万円
33億3,573万円

1,192万円
489万円
1,349万円
52万円

1億1,723万円

2億1,379万円
2億3,306万円
1億8,044万円
3億2,202万円
7,824万円

2億1,364万円
2億3,301万円
1億8,040万円
3億2,202万円
7,824万円

15万円
5万円
4万円
0万円
0万円

簡易水道事業特別会計
長湯温泉療養文化館特別会計 農業集落排水事業特別会計
国民健康保険特別会計 浄化槽整備推進事業特別会計
後期高齢者医療特別会計 国民宿舎久住高原荘事業特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計 国民宿舎直入荘事業特別会計

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために
課税される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部
が対象となります。
　平成27年度の都市計画税徴収額は1,971万円で、竹田玉来線街路事業等
に係る地方債の償還金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除しています
ので、主として宿泊入湯客が課税の対象となります。
　平成27年度の入湯税徴収額は2,047万円で、観光振興として温泉療養保
健制度の関連経費、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な
収入は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。
　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は
工事負担金や他会計負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、消費税及び地方消費税資本的
収支調整額（300万円）、当年度分損益勘定留保資金（2,227万円）、減債積立金（1,097万円）、建設改良積立金（251
万円）、過年度損益勘定留保資金（4,333万円）で補填しました。

　今回は平成27年度の決算状況をお知らせしました。地域経済の底上げ、産業振興、移住・定住対策や社会保障の充実な
どの重点施策に取り組む一方、九州北部豪雨災害の復旧事業費の減等により、歳入歳出とも規模は縮小しました。
　今後も、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、いよいよ佳境に入った城下町再生プロジェクトのほか、農
林畜産業・観光業などの地場産業の育成にも可能な限り対応していくとともに、平成27年度に策定した「公共施設等総合
管理計画」に基づき、老朽化した公共施設等の維持管理費対策にも取り組んでいく予定です。
　事務事業の見直しや組織・機構の見直し、定員管理計画に基づく人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略
を立て、将来を見据えた行財政運営を心がけます。
　市民の皆様には今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。 

　農村回帰ニュータウン建設事業用地
の取得などの理由により、土地は
5,334㎡増加しました。

　
国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事

業
は
、
竹
田
市
と
熊
本
県
阿
蘇

市
、
産
山
村
の
農
地
へ
農
業
用
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、

新
た
な
水
源
と
な
る
大
蘇
ダ
ム
を

造
成
す
る
と
と
も
に
、
基
幹
的
な

用
水
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
等
の

農
業
水
利
施
設
を
整
備
す
る
事
業

で
す
。
本
事
業
で
は
こ
れ
ま
で
に

大
蘇
ダ
ム
堤
体
、
平
川
頭
首
工
、

用
水
路
等
の
施
設
の
造
成
は
既
に

終
え
て
い
ま
す
が
、
大
蘇
ダ
ム
で

は
貯
水
池
に
溜
ま
っ
た
水
が
周
辺

の
地
山
に
浸
透
す
る
量
が
多
い
こ

と
か
ら
、
貯
水
池
内
の
法
面
や
池

底
へ
の
浸
透
を
抑
制
す
る
工
事
を

平
成
25
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
国
営
事
業
は
事

業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
ま

す
が
、
大
蘇
ダ
ム
の
浸
透
抑
制
対

策
の
追
加
に
よ
る
事
業
費
の
増
加

や
地
域
の
農
業
情
勢

の
変
化
に
伴
う
受
益

面
積
の
変
更
等
の
要

因
に
よ
り
事
業
計
画

の
変
更
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
事
業
対
象
農
地

の
関
係
者
の
皆
様
か

ら
事
業
計
画
変
更
へ

の
同
意
を
い
た
だ
く

作
業
を
、
今
年
１
月

か
ら
事
業
主
体
で
あ
る
国
と
と
も

に
県
、
市
、
関
係
土
地
改
良
区
の

協
力
の
も
と
で
行
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
土
地
改
良
法
上
必
要
と

さ
れ
る
３
分
の
２
を
上
回
る
約
８

割
の
方
々
か
ら
同
意
を
頂
く
こ
と

が
で
き
、
９
月
末
に
変
更
計
画
確

定
に
至
り
ま
し
た
。

　
ご
多
忙
の
中
説
明
を
聞
い
て
い

た
だ
い
た
皆
様
や
説
明
会
等
に
ご

加
勢
を
頂
い
た
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
変
更
計
画
確
定
を
受
け
、
事
業

主
体
で
あ
る
国
は
、
今
年
11
月
に

契
約
期
間
３
か
年
に
わ
た
る
大
型

工
事
（
国
債
工
事
）
を
発
注
し
、

平
成
31
年
度
の
事
業
完
了
及
び
平

成
32
年
度
か
ら
の
本
格
的
供
用
開

始
に
向
け
、
大
蘇
ダ
ム
の
浸
透
抑

制
対
策
を
よ
り
一
層
速
や
か
に
進

め
て
い
く
方
針
で
す
。

　
11
月
９
日
、
農
産
物
各
部
会
の
荻

地
域
代
表
者
を
は
じ
め
、
自
治
会
長

会
会
長
、
営
農
相
談
員
、
集
落
支
援

員
ほ
か
、
農
業
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
荻
地
域
の
農
政
問
題
を
共
に
考

え
、
話
し
合
う
「
竹
田
市
荻
地
域
農

政
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
が
荻
支
所
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　『
政
策
、
事
業
を
改
善
し
て
ほ
し
い

こ
と
や
新
し
く
始
め
て
ほ
し
い
こ
と
』

と
し
て
、

・「
高
齢
化
等
の
理
由
で
リ
タ
イ
ア
を

し
た
農
家
の
施
設
や
機
械
を
新
規

就
農
者
に
あ
っ
せ
ん
す
る
窓
口
を

作
っ
て
ほ
し
い
」（
ト
マ
ト
部
会
）

・「
遮
光
ネ
ッ
ト
の
補
助
を
国
、
県
、

市
に
お
願
い
し
た
い
」（
ミ
ニ
ト
マ

ト
部
会
）

・「
ピ
ー
マ
ン
の
新
規
生
産
者
を
募
る

方
策
を
お
願
い
し
た
い
」（
ピ
ー
マ

ン
部
会
）

・「
自
然
災
害
（
台
風
、
突
風
、
大

雪
、
火
山
灰
等
）
に
よ
る
ハ
ウ
ス

被
害
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

（
ぶ
ど
う
部
会
）

等
を
市
に
要
望
。

　
ほ
か
に
も
、
政
策
に
対
す
る
意
見

や
提
言
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
生
産
者
が
抱
え
る

思
い
、
課
題
等
の
情
報
を
共
有
し
、

荻
の
農
業
の
現
況
を
み
る
こ
と
が
で

生
産
者
の
切
実
な
問
題
を
地
域
で
共
有

「
荻
地
域
農
政
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」を
開
催

国営大野川上流土地改良事業の
変更事業計画が確定しました！

本格的開始に向け加速！

大蘇ダム

き
た
。
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
生
産
力
を
高
め
る
に
は
〝
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
〞
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
把

握
す
る
機
会
と
な
っ
た
」
と
、
所
感

を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
も
〝
生
の
声
〞
を
、
竹
田
の

農
業
政
策
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
の
有
す
る
水
源
涵
養
を
未
来

に
活
か
そ
う
と
、
竹
田
市
・
公
益
財

団
法
人
イ
オ
ン
環
境
財
団
共
催
「
第

１
回
植
樹
祭
」
が
市
内
直
入
町
長
湯

の
植
樹
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
植
樹
祭
は
、
今
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画
で
実
施
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
植
樹
の
種
類
は
ケ
ヤ
キ
や
ヤ
マ

サ
ク
ラ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
な
ど
で
１

年
目
に
３
ha
（
７
４
０
０
本
）、
３
年

間
で
９
ha
（
２
万
１
４
０
０
本
）
を

植
樹
し
ま
す
。

　
植
樹
作
業
に
は
、
地
元
直
入
小
学

校
の
全
校
児
童
が
参
加
。
友
だ
ち
と

協
力
し
な
が
ら
、
苗
木
を
急
斜
面
に

植
え
ま
し
た
。

↑荻地域農政TOP懇談会（荻支所会議室）

　11月９日、「119番の
日」にあわせ、竹田市は
職員等の防災意識の高揚
を図るため、市役所本庁
舎及び総合社会福祉セン
ターを対象とした「平成
28年度竹田市役所総合防災訓練」を実施しました。

↑今後も市民の皆様とともに
「伐採跡地の森林への再生」
を見守っていきましょう

大
自
然
の
恵
み
を
次
世
代
に
継
承
へ

竹
田
市
・イ
オ
ン
環
境
財
団
が

「
第
１
回
植
樹
祭
」を
開
催

竹田市総合防災訓練を実施しました

ト
ッ
プ

か
ん
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滞
納
は
、
納
税
し
て
い
る
人
と
の

公
平
性
を
欠
く
行
為

　
地
方
自
治
の
大
半
は
税
金
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
納
税
者
が
福
祉
や
教
育
、

土
木
事
業
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て

い
る
の
で
す
。
市
税
の
滞
納
は
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
納
期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数
の
善
良
な
納

税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
の
発
送
な
ど
、
余
分

な
経
費
に
税
金
を
使
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
今
年
度
「
県
と
市
町

村
と
の
連
携
に
よ
る
地
方
税
徴
収
強
化
対

策
」
を
実
施
し
て
お
り
、
大
分
県
税
事
務
所

特
別
滞
納
整
理
室
か
ら
県
職
員
の
派
遣
を
受

け
入
れ
、
豊
後
大
野
市
と
由
布
市
と
も
相
互

に
職
員
を
併
任
し
、
滞
納
整
理
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
10
月
１
日
付
け
で
、
税
務
課
内
に
特

別
収
納
推
進
室
を
設
置
し
、
効
果
的
な
滞
納

整
理
を
実
施
す
る
た
め
、
体
制
を
一
新
し
ま

し
た
。

滞
納
し
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、

事
情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
付
相
談
を

　
収
入
や
財
産
が
あ
る
の
に
納
め
な
い
滞
納

者
に
は
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
と
る
こ
と
と

し
て
お
り

滞
納
処
分

を
執
行
し

ま
す
。

　
ま
た
、

一
般
的
な

財
産
調
査

で
財
産
が

発
見
で
き

な
か
っ
た

場
合
は
、

強
制
的
に

滞
納
者
の
住
居
に
立
ち
入
り
、
差
し
押
さ
え

る
べ
き
財
産
を
探
す
「
家
宅
捜
索
」
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
動
産
等
は
、
公
売
会
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
を
活
用
し
て
売
却

し
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
や
む
を

得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
内
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
納
期
内
に
税

務
課
特
別
収
納
推
進
室
に
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
取
っ
た
う
え
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
徴
収
の
猶
予
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
虚

偽
の
申
し
出
や
納
付
計
画
を
守
ら
ず
に
不
履

行
に
な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室

　
☎
63-

４
８
０
３

許しませ ん！税の滞納
滞
納
整
理
の
推
進

特別収納
推進室を
設置しました

　
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
は
４
期
、
軽
自

動
車
税
は
１
期
、
国
民
健
康
保
険
税
は
12
期

に
と
、
市
税
に
は
、
そ
の
税
（
料
）
目
ご
と

に
納
期
が
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
納

期
限
が
あ
り
ま
す
。

　
滞
納
と
な
れ
ば
、
各
期
別
の
納
期
限
後
20

日
以
内
に
督
促
状
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
平
成
27
年
度
実
績
で
は
、
年
間
約
２
万
通

の
督
促
状
を
送
付
し
て
お
り
、
１
年
間
に
約

２
５
０
万
円
の
経
費
が
か
っ
て
い
る
の
が
実

態
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
納
期
内
納
付
が
な
い
場
合
に
、
口

座
不
能
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
年
間
約
２
５
０
０
通

送
付
し
て
お
り
、
約
80
万
円
の
経
費
が
か

か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
つ
い
う
っ
か
り
お
忘
れ
の
方
も
い
る
で

し
ょ
う
が
、
納
付
い
た
だ
く
皆
さ
ん
が

ち
ょ
っ
と
気
を
付
け
て
納
期
内
納
付
い
た
だ

く
だ
け
で
、
多
く
の
経
費
節
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
納
期
限
内
の
納
付
を
心
が
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
不
能
通
知
書
に
つ
い
て
は
実

施
の
有
無
に
つ
い
て
今
後
見
直
し
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

納
期
内
納
付
の
推
進

差押による徴収額（単位：千円）収入未済額（単位：千円） 現年分徴収率（単位：%）
（当該年度に賦課された分の徴収率）

一般税（現年分）

滞納繰越分徴収率（単位：％）
（翌年度以降に滞納として繰越された分の徴収率）

国保税（現年分）一般税 国保税

↑竹田市も出品したオール九州市町村合同公売会の様子
（11月３日佐伯市で実施）

安心・便利な口座振替を
お勧めします
　口座振替制度は、税の納め忘れがなく、納
期ごとに納めに行く時間や手間がかからず便
利です。
　口座振替の申し込みは簡単。振り替えを始
めたい納期限の前月15日までに通帳と届け印
を持って市役所税務課・各支所または市内の
金融機関で申し込んでください。

～税負担  の公平性を確保～
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滞
納
は
、
納
税
し
て
い
る
人
と
の

公
平
性
を
欠
く
行
為

　
地
方
自
治
の
大
半
は
税
金
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
納
税
者
が
福
祉
や
教
育
、

土
木
事
業
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て

い
る
の
で
す
。
市
税
の
滞
納
は
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
納
期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数
の
善
良
な
納

税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
の
発
送
な
ど
、
余
分

な
経
費
に
税
金
を
使
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
今
年
度
「
県
と
市
町

村
と
の
連
携
に
よ
る
地
方
税
徴
収
強
化
対

策
」
を
実
施
し
て
お
り
、
大
分
県
税
事
務
所

特
別
滞
納
整
理
室
か
ら
県
職
員
の
派
遣
を
受

け
入
れ
、
豊
後
大
野
市
と
由
布
市
と
も
相
互

に
職
員
を
併
任
し
、
滞
納
整
理
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
10
月
１
日
付
け
で
、
税
務
課
内
に
特

別
収
納
推
進
室
を
設
置
し
、
効
果
的
な
滞
納

整
理
を
実
施
す
る
た
め
、
体
制
を
一
新
し
ま

し
た
。

滞
納
し
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、

事
情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
付
相
談
を

　
収
入
や
財
産
が
あ
る
の
に
納
め
な
い
滞
納

者
に
は
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
と
る
こ
と
と

し
て
お
り

滞
納
処
分

を
執
行
し

ま
す
。

　
ま
た
、

一
般
的
な

財
産
調
査

で
財
産
が

発
見
で
き

な
か
っ
た

場
合
は
、

強
制
的
に

滞
納
者
の
住
居
に
立
ち
入
り
、
差
し
押
さ
え

る
べ
き
財
産
を
探
す
「
家
宅
捜
索
」
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
動
産
等
は
、
公
売
会
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
を
活
用
し
て
売
却

し
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
や
む
を

得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
内
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
納
期
内
に
税

務
課
特
別
収
納
推
進
室
に
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
取
っ
た
う
え
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
徴
収
の
猶
予
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
虚

偽
の
申
し
出
や
納
付
計
画
を
守
ら
ず
に
不
履

行
に
な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室

　
☎
63-

４
８
０
３

許しませ ん！税の滞納
滞
納
整
理
の
推
進

特別収納
推進室を
設置しました

　
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
は
４
期
、
軽
自

動
車
税
は
１
期
、
国
民
健
康
保
険
税
は
12
期

に
と
、
市
税
に
は
、
そ
の
税
（
料
）
目
ご
と

に
納
期
が
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
納

期
限
が
あ
り
ま
す
。

　
滞
納
と
な
れ
ば
、
各
期
別
の
納
期
限
後
20

日
以
内
に
督
促
状
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
平
成
27
年
度
実
績
で
は
、
年
間
約
２
万
通

の
督
促
状
を
送
付
し
て
お
り
、
１
年
間
に
約

２
５
０
万
円
の
経
費
が
か
っ
て
い
る
の
が
実

態
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
納
期
内
納
付
が
な
い
場
合
に
、
口

座
不
能
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
年
間
約
２
５
０
０
通

送
付
し
て
お
り
、
約
80
万
円
の
経
費
が
か

か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
つ
い
う
っ
か
り
お
忘
れ
の
方
も
い
る
で

し
ょ
う
が
、
納
付
い
た
だ
く
皆
さ
ん
が

ち
ょ
っ
と
気
を
付
け
て
納
期
内
納
付
い
た
だ

く
だ
け
で
、
多
く
の
経
費
節
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
納
期
限
内
の
納
付
を
心
が
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
不
能
通
知
書
に
つ
い
て
は
実

施
の
有
無
に
つ
い
て
今
後
見
直
し
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

納
期
内
納
付
の
推
進

差押による徴収額（単位：千円）収入未済額（単位：千円） 現年分徴収率（単位：%）
（当該年度に賦課された分の徴収率）

一般税（現年分）

滞納繰越分徴収率（単位：％）
（翌年度以降に滞納として繰越された分の徴収率）

国保税（現年分）一般税 国保税

↑竹田市も出品したオール九州市町村合同公売会の様子
（11月３日佐伯市で実施）

安心・便利な口座振替を
お勧めします
　口座振替制度は、税の納め忘れがなく、納
期ごとに納めに行く時間や手間がかからず便
利です。
　口座振替の申し込みは簡単。振り替えを始
めたい納期限の前月15日までに通帳と届け印
を持って市役所税務課・各支所または市内の
金融機関で申し込んでください。

～税負担  の公平性を確保～
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2016年（平成28年）

たけた
ケーブルテレビ
特番情報

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

1

8

15

22

29

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

・第12回歳末助け合いチャリ
ティーショー
〔午前の部〕10:00～正午〔午
後の部〕14:00～（久住公民館
くじゅうサンホール）

・第43回竹田市少年少女駅伝ロード
レース大会 9:30～開会式／9:50～
競技開始（竹田市総合運動公園内
周回コース）
・荻地域人権講演会「こうのとりのゆ
りかごから未来ある君たちへつた
えたいこと」 講師・竹部智子氏、大
山由香氏（慈恵病院〔熊本〕思春期
保健相談士）10:00-12:00（緑ヶ丘
中学校体育館）

・子育て講演会（by夢苞）13:00-15:00
（竹田市総合社会福祉センター）
・新年を迎えるしつらえ「門松づくり」
14:00-16:00（13:30宮砥分館集合）
※要予約（☎63-0133）12/12㈪まで
・第28回クリスマス音楽の夕べ 18:00
～ 大人700円、こども500円（竹田商
工会議所） 問瀧廉太郎会事務局 ☎
63-1823

・竹田市歩こう会【挟田方面】
花水月前 9:30集合 ※１

・荻の里温泉休館日
・無料「人権特設なんでも相談
所」10:00-15:00（久住公民館）

・水の駅おづる休業日（12月～
2月まで営業時間8:00-17:00
に変更）
・陽目の里「名水茶屋」休業日
（12月10日㈯～３月下旬まで
冬季休業に入ります）
・無料「人権特設なんでも相談
所」10:00-15:00（竹田市総合
社会福祉センター）

・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・第９回雪っこカーニバルin久住 
9:00-13:00（久住公民館）
・新文化会館開館準備ワーキンググ
ループ：第１回公開講座14:00-16:00
（竹田市総合社会福祉センター）
・「世界基準の自然と動植物が残る
祖母山系の再発見」無料講演会
14:00-16:30（竹田市嫗岳分館体育
館）問事務局☎67-2288

・荻の里温泉休館日

・仕事納め
・年末夜警 19:30～〔市長・団
長巡視〕久住方面隊／〔副市
長・消防長巡視〕荻方面隊
・荻の里温泉休館日

・【水琴館】竹田市書美術会展～12/11㈰
まで
・無料「人権特設なんでも相談所」
10:00-15:00（荻福祉健康エリア）
・無料「人権特設なんでも相談所」
10:00-15:00（直入公民館）
・おはなしのへや10:30-11:00（竹田市立
図書館えほんのへや）
・こころの健康相談13:30-15:30（直入支所）
※要予約 ☎63-3346
・HIV夜間検査 17:00-19:00 問豊肥保健所 
☎0974-22-0162

・【水琴館】デジタル写真「花」展 ～
12/25㈰まで
・第５回竹田の山城めぐり【緩木城】
（扇森稲荷神社8:00集合）※２
・巡回!竹田法務局登記・人権相談
所（予約制・無料） 13:00-16:00（久
住公民館健康相談室） 問大分地
方法務局竹田支局☎62-2315
 ・１歳６か月健康診査【午後】

・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健康診査【午後】
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・おはなしルーム14:00-14:30（南部幼稚園）
・人権学習学級「笑顔で元気～ちがって
いるのが当たり前～」 講師・大分県人権
問題講師団　マックビーン光子氏
15:00～（竹田市本庁舎３階会議室）問
生涯学習課 ☎63-4817

・第28回「佐藤義美賞」竹田童謡作
詩コンクール表彰式 17:30～（こと
りのアトリエ／佐藤義美記念館
隣）
・竹田市教育委員会・竹田よしみ会
共催企画「佐藤義美×金子みすゞ
～２人の詩人をめぐるオハナシ～」
18:30～（ことりのアトリエ／佐藤
義美記念館隣）※入場無料

・竹田温泉「花水月」休館日
・【水琴館】竹田木工クラブ作
品展 ～12/4㈰まで

・第12回竹田市農業委員会総
会15:00～（竹田市本庁舎３
階委員会室）

・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）

・【成牛市場】9：30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）
・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）

・荻の里温泉休館日
・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）
・こころの健康相談13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉セン
ター）※要予約 ☎63-3346

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故相談
※予約制〔前日午前中まで〕
10:00-15:00（豊肥振興局）
問☎0974-63-1171

・第19回ふゆやすみクリスマス
キャロル 13:00-15:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・花水月特別営業 11:00-21:00
・御前湯（12/31㈯～１/３㈫
営業時間変更6:00-18:00）

・年末夜警 19:30～〔市長・団長巡視〕
直入方面隊／〔副市長・消防長巡
視〕竹田方面隊 
・荻の里温泉休館日
・花水月通常営業日

・花水月通常営業日

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・おんせん市場休業日
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター）問日本年金機構大分年金事務
所 ☎097-552-1211
・大分県行政書士会無料相談会
13:00-16:00（大分県行政書士会〔大
分市〕） 問事務局 ☎097-537-7089
・離乳食教室【午後】

・【荻・上浦体験交流】豊後二見ヶ浦大しめ
縄張り替え（佐伯市上浦）
・【子牛市場】9:30セリ開始（豊後豊肥家
畜市場）
・久住地域人権講演会「笑顔は人を幸せ
にする力がある～明るく　楽しく　元
気よく～」 講師・佐藤弘代氏（大分県人
権問題講師団）10:00-12:00（久住公民
館くじゅうサンホール）
・直入地域人権啓発推進講演会「私以上
でもなく私以下でもない私」 講師・朴慶
南（パク キョンナム）氏（作家）13:00-15:00
（直入公民館ホール）

・【納期限】市県民税（４期）、国
民健康保険税（９期）、介護保
険料・後期高齢者医療保険料
（６期）

竹 田 市 の　 こ よ み 12月たけたん情報

第70回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール
　10月に開催された、第70回
瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール本選の模様を
お届けします。今年は全国から
33名の高校生が予選に出場
し、そのうち10名が本選へ出場
しました。若き声楽家のみなさ
んの歌声をお聴きください。
【放送日】
12月３日・10日・17日・24日
土曜日　午後２時～

第23回全国山城サミットin竹田
　10月に開催された、第23回
全国山城サミットの模様を２部
に分けお届けします。山城サ
ミットでは、記念講演や基調講
演などが行われました。
【放送日】
〔第1部〕12月３日・10日・17日・
24日 土曜日　午後８時～
〔第2部〕12月4日・11日・18日・
25日 日曜日　午後２時～
※都合により放送時間を、変更
する場合がありますのでご了承
ください。

●お問い合せ
　竹田市ケーブルセンター
　☎76-1415

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

◆2017年１月上旬の主な予定
　 1 日㈰　・2017荻地域新春歩こう会 6:00～開会式・スタート 

〔コース〕荻公民館～馬背野「高鼻公園」
※参加料小学生以上100円  問荻公民館 ☎68-2025

　 2 日㈪　・第40回相良慶隆杯竹田新春マラソン大会 9:30～開会式
／10:00～スタート（竹田市総合運動公園陸上競技場）
※お申込みは12／14㈬まで  問竹田市陸上競技協会事
務局 ☎090-4771-8491

　 8 日㈰　・平成29年竹田市消防特別点検 8:30～（竹田市総合運動公園）
　　　　　・竹田市成人式 12:00～受付／13:00～開会（久住公民館

くじゅうサンホール）

　花水月　年末年始のお知らせ
12月23日（祝・金）～１月４日（水）休まず営業します

12月30日㈮　大浴場（11：00～22：00）
　　31日㈯　大浴場（11：00～21：00）※特別時間
 １月１日㈰　大浴場（  9：00～21：00）※特別時間
 　　２日㈪　大浴場（11：00～21：00）※特別時間
 　　３日㈫　大浴場（11：00～21：00）※特別時間
 　　４日㈬　大浴場（11：00～22：00）
＊露天風呂は12月24日㈯～1月４日㈬の期間営業致します。ご家族、帰省客の
　皆さんと是非お越しください。お待ちしてます。
〔営業の変更〕
　露天風呂を12月～３月の間、土・日・祝日のみ（年末年始を除く）営業。
　問竹田温泉花水月 ☎64-1126

天皇誕生日

竹田
・12月２日・16日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・12月13日・27日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・12月13日㈫・22日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・12月9日・16日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・12月1日・8日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・12月6日㈫　入田分館・13日
㈫　嫗岳分館・21日㈬　宮
砥分館　13:00～15:00

今月のよりそいカフェ

月
間
・
そ
の
他

○歳末たすけあい運動　～12／31㈯
〇大気汚染防止推進月間
〇地球温暖化防止推進月間
〇省エネ総点検の日
〇障害者週間　12／３㈯～９㈮
〇人権週間　12／４㈰～10㈯
〇北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　12／10㈯～16㈮

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

12月21日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10：00～

12：00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

環境衛生課からのお知らせ
◎年末年始のごみ収集について
※平成28年、年末年始のごみ収集について
○12月29日㈭～１月３日㈫まで、年末年始の休
日のためゴミ収集は行いません。
○１月４日㈬から通常業務となります。
○古紙類・古布類については振替収集します。
１月２日（第１月曜日）の振替収集は行いま
せん。
１月３日（第１火曜日）の振替収集は、１月
10日（第２火曜日）に行います。
（平成28年度　家庭ごみ収集日程表をご覧く
ださい）

※年末年始の処理業務について
◇清掃センター…ごみの持ち込みは、12月28
日㈬の午前中まで、年始は１月４日㈬から

◇衛生センター（し尿処理場）…年末は12月
28日㈬まで、年始は１月４日㈬から

　※し尿汲み取りの申込は年末に集中しますの
で、12月21日㈬までに汲み取り業者へお申込
みください。（竹田衛生社 ☎63-3546）

　　なお、清掃センター内がごみ持ち込み車両で
混雑が予想されます。粗大ごみや一時的な多
量ごみ以外は、定期収集日に出していただく
ようお願いします。

問竹田市環境衛生課 ☎63-4821
　清掃センター ☎68-2819
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
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・第12回歳末助け合いチャリ
ティーショー
〔午前の部〕10:00～正午〔午
後の部〕14:00～（久住公民館
くじゅうサンホール）

・第43回竹田市少年少女駅伝ロード
レース大会 9:30～開会式／9:50～
競技開始（竹田市総合運動公園内
周回コース）
・荻地域人権講演会「こうのとりのゆ
りかごから未来ある君たちへつた
えたいこと」 講師・竹部智子氏、大
山由香氏（慈恵病院〔熊本〕思春期
保健相談士）10:00-12:00（緑ヶ丘
中学校体育館）

・子育て講演会（by夢苞）13:00-15:00
（竹田市総合社会福祉センター）
・新年を迎えるしつらえ「門松づくり」
14:00-16:00（13:30宮砥分館集合）
※要予約（☎63-0133）12/12㈪まで
・第28回クリスマス音楽の夕べ 18:00
～ 大人700円、こども500円（竹田商
工会議所） 問瀧廉太郎会事務局 ☎
63-1823

・竹田市歩こう会【挟田方面】
花水月前 9:30集合 ※１

・荻の里温泉休館日
・無料「人権特設なんでも相談
所」10:00-15:00（久住公民館）

・水の駅おづる休業日（12月～
2月まで営業時間8:00-17:00
に変更）
・陽目の里「名水茶屋」休業日
（12月10日㈯～３月下旬まで
冬季休業に入ります）
・無料「人権特設なんでも相談
所」10:00-15:00（竹田市総合
社会福祉センター）

・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・第９回雪っこカーニバルin久住 
9:00-13:00（久住公民館）
・新文化会館開館準備ワーキンググ
ループ：第１回公開講座14:00-16:00
（竹田市総合社会福祉センター）
・「世界基準の自然と動植物が残る
祖母山系の再発見」無料講演会
14:00-16:30（竹田市嫗岳分館体育
館）問事務局☎67-2288

・荻の里温泉休館日

・仕事納め
・年末夜警 19:30～〔市長・団
長巡視〕久住方面隊／〔副市
長・消防長巡視〕荻方面隊
・荻の里温泉休館日

・【水琴館】竹田市書美術会展～12/11㈰
まで
・無料「人権特設なんでも相談所」
10:00-15:00（荻福祉健康エリア）
・無料「人権特設なんでも相談所」
10:00-15:00（直入公民館）
・おはなしのへや10:30-11:00（竹田市立
図書館えほんのへや）
・こころの健康相談13:30-15:30（直入支所）
※要予約 ☎63-3346
・HIV夜間検査 17:00-19:00 問豊肥保健所 
☎0974-22-0162

・【水琴館】デジタル写真「花」展 ～
12/25㈰まで
・第５回竹田の山城めぐり【緩木城】
（扇森稲荷神社8:00集合）※２
・巡回!竹田法務局登記・人権相談
所（予約制・無料） 13:00-16:00（久
住公民館健康相談室） 問大分地
方法務局竹田支局☎62-2315
 ・１歳６か月健康診査【午後】

・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健康診査【午後】
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・おはなしルーム14:00-14:30（南部幼稚園）
・人権学習学級「笑顔で元気～ちがって
いるのが当たり前～」 講師・大分県人権
問題講師団　マックビーン光子氏
15:00～（竹田市本庁舎３階会議室）問
生涯学習課 ☎63-4817

・第28回「佐藤義美賞」竹田童謡作
詩コンクール表彰式 17:30～（こと
りのアトリエ／佐藤義美記念館
隣）
・竹田市教育委員会・竹田よしみ会
共催企画「佐藤義美×金子みすゞ
～２人の詩人をめぐるオハナシ～」
18:30～（ことりのアトリエ／佐藤
義美記念館隣）※入場無料

・竹田温泉「花水月」休館日
・【水琴館】竹田木工クラブ作
品展 ～12/4㈰まで

・第12回竹田市農業委員会総
会15:00～（竹田市本庁舎３
階委員会室）

・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）

・【成牛市場】9：30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）
・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）

・荻の里温泉休館日
・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）
・こころの健康相談13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉セン
ター）※要予約 ☎63-3346

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故相談
※予約制〔前日午前中まで〕
10:00-15:00（豊肥振興局）
問☎0974-63-1171

・第19回ふゆやすみクリスマス
キャロル 13:00-15:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・花水月特別営業 11:00-21:00
・御前湯（12/31㈯～１/３㈫
営業時間変更6:00-18:00）

・年末夜警 19:30～〔市長・団長巡視〕
直入方面隊／〔副市長・消防長巡
視〕竹田方面隊 
・荻の里温泉休館日
・花水月通常営業日

・花水月通常営業日

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・おんせん市場休業日
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター）問日本年金機構大分年金事務
所 ☎097-552-1211
・大分県行政書士会無料相談会
13:00-16:00（大分県行政書士会〔大
分市〕） 問事務局 ☎097-537-7089
・離乳食教室【午後】

・【荻・上浦体験交流】豊後二見ヶ浦大しめ
縄張り替え（佐伯市上浦）
・【子牛市場】9:30セリ開始（豊後豊肥家
畜市場）
・久住地域人権講演会「笑顔は人を幸せ
にする力がある～明るく　楽しく　元
気よく～」 講師・佐藤弘代氏（大分県人
権問題講師団）10:00-12:00（久住公民
館くじゅうサンホール）
・直入地域人権啓発推進講演会「私以上
でもなく私以下でもない私」 講師・朴慶
南（パク キョンナム）氏（作家）13:00-15:00
（直入公民館ホール）

・【納期限】市県民税（４期）、国
民健康保険税（９期）、介護保
険料・後期高齢者医療保険料
（６期）

竹 田 市 の　 こ よ み 12月たけたん情報

第70回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール
　10月に開催された、第70回
瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール本選の模様を
お届けします。今年は全国から
33名の高校生が予選に出場
し、そのうち10名が本選へ出場
しました。若き声楽家のみなさ
んの歌声をお聴きください。
【放送日】
12月３日・10日・17日・24日
土曜日　午後２時～

第23回全国山城サミットin竹田
　10月に開催された、第23回
全国山城サミットの模様を２部
に分けお届けします。山城サ
ミットでは、記念講演や基調講
演などが行われました。
【放送日】
〔第1部〕12月３日・10日・17日・
24日 土曜日　午後８時～
〔第2部〕12月4日・11日・18日・
25日 日曜日　午後２時～
※都合により放送時間を、変更
する場合がありますのでご了承
ください。

●お問い合せ
　竹田市ケーブルセンター
　☎76-1415

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

◆2017年１月上旬の主な予定
　 1 日㈰　・2017荻地域新春歩こう会 6:00～開会式・スタート 

〔コース〕荻公民館～馬背野「高鼻公園」
※参加料小学生以上100円  問荻公民館 ☎68-2025

　 2 日㈪　・第40回相良慶隆杯竹田新春マラソン大会 9:30～開会式
／10:00～スタート（竹田市総合運動公園陸上競技場）
※お申込みは12／14㈬まで  問竹田市陸上競技協会事
務局 ☎090-4771-8491

　 8 日㈰　・平成29年竹田市消防特別点検 8:30～（竹田市総合運動公園）
　　　　　・竹田市成人式 12:00～受付／13:00～開会（久住公民館

くじゅうサンホール）

　花水月　年末年始のお知らせ
12月23日（祝・金）～１月４日（水）休まず営業します

12月30日㈮　大浴場（11：00～22：00）
　　31日㈯　大浴場（11：00～21：00）※特別時間
 １月１日㈰　大浴場（  9：00～21：00）※特別時間
 　　２日㈪　大浴場（11：00～21：00）※特別時間
 　　３日㈫　大浴場（11：00～21：00）※特別時間
 　　４日㈬　大浴場（11：00～22：00）
＊露天風呂は12月24日㈯～1月４日㈬の期間営業致します。ご家族、帰省客の
　皆さんと是非お越しください。お待ちしてます。
〔営業の変更〕
　露天風呂を12月～３月の間、土・日・祝日のみ（年末年始を除く）営業。
　問竹田温泉花水月 ☎64-1126

天皇誕生日

竹田
・12月２日・16日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・12月13日・27日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・12月13日㈫・22日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・12月9日・16日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・12月1日・8日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・12月6日㈫　入田分館・13日
㈫　嫗岳分館・21日㈬　宮
砥分館　13:00～15:00

今月のよりそいカフェ

月
間
・
そ
の
他

○歳末たすけあい運動　～12／31㈯
〇大気汚染防止推進月間
〇地球温暖化防止推進月間
〇省エネ総点検の日
〇障害者週間　12／３㈯～９㈮
〇人権週間　12／４㈰～10㈯
〇北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　12／10㈯～16㈮

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

12月21日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10：00～

12：00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

環境衛生課からのお知らせ
◎年末年始のごみ収集について
※平成28年、年末年始のごみ収集について
○12月29日㈭～１月３日㈫まで、年末年始の休
日のためゴミ収集は行いません。

○１月４日㈬から通常業務となります。
○古紙類・古布類については振替収集します。
１月２日（第１月曜日）の振替収集は行いま
せん。
１月３日（第１火曜日）の振替収集は、１月
10日（第２火曜日）に行います。
（平成28年度　家庭ごみ収集日程表をご覧く
ださい）

※年末年始の処理業務について
◇清掃センター…ごみの持ち込みは、12月28
日㈬の午前中まで、年始は１月４日㈬から

◇衛生センター（し尿処理場）…年末は12月
28日㈬まで、年始は１月４日㈬から

　※し尿汲み取りの申込は年末に集中しますの
で、12月21日㈬までに汲み取り業者へお申込
みください。（竹田衛生社 ☎63-3546）

　　なお、清掃センター内がごみ持ち込み車両で
混雑が予想されます。粗大ごみや一時的な多
量ごみ以外は、定期収集日に出していただく
ようお願いします。

問竹田市環境衛生課 ☎63-4821
　清掃センター ☎68-2819
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第29回

地域医療・小児医療の視点から

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関
12／３㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
12／４㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
12／10㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
12／11㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
12／17㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
12／18㈰ みやわき小児科（三重町）
12／23㈮ 豊後大野市民病院（緒方町）
12／24㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所
12／25㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
12／29㈭ みやわき小児科（三重町）
12／30㈮ 豊後大野市民病院（緒方町）
12／31㈯ 豊後大野市民病院（緒方町）
１／１㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
１／２㈪ 豊後大野市民病院（緒方町）
１／３㈫ 豊後大野市民病院（緒方町）
問�みやわき小児科（☎0974-24-0230）／三重東クリニック（☎0974-22-6333）／
豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は9：00 ～ 11：30）
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは8：30 ～ 12：00）
　※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
受診時の注意　当番医は、やむを得ず変更になる場合があります。あ
らかじめ当番医または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認さ
れるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ
用意されて約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号
12/ 4㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 ☎76-0008
12/11㈰ 歯科筑紫医院〔久住〕 ☎76-0024
12/18㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263
12/23㈮ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 ☎64-1118
12/25㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001
12/29㈭ 竹下歯科医院〔竹田〕 ☎62-2662
12/30㈮ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 ☎62-2400
12/31㈯ 長湯ごとう歯科〔直入〕 ☎75-3001
　※診療時間９：00～ 12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

　４月から竹田医師会病院・大久保病院が二次救急医療を開始
するにあたり、休日及び夜間の在宅当番医が、市内医療機関の
当番制に変更となりました。

12月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
1㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 17㈯ 大久保病院 ☎64-7777
2㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 18㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
3㈯ 大久保病院 ☎64-7777 19㈪ 道全内科 ☎63-2270
4㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 20㈫ 志賀内科 ☎63-2083
5㈪ 道全内科 ☎63-2270 21㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008
6㈫ 志賀内科 ☎63-2083 22㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304
7㈬ 秦医院 ☎63-2246 23㈮ 大久保病院 ☎64-7777
8㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 24㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
9㈮ 柚須医院 ☎63-2016 25㈰ 大久保病院 ☎64-7777
10㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 26㈪ 道全内科 ☎63-2270
11㈰ 大久保病院 ☎64-7777 27㈫ 志賀内科 ☎63-2083
12㈪ 道全内科 ☎63-2270 28㈬ 道全内科 ☎63-2270
13㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 29㈭ 柚須医院 ☎63-2016
14㈬ 志賀内科 ☎63-2083 30㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241
15㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 31㈯ 大久保病院 ☎64-7777
16㈮ 加藤病院 ☎63-2338

　竹田市消防署（☎ 63-0119）でもお知らせしていますので、
ご確認のうえ必ず事前に電話連絡し受診してください。
　受付時間　平日夜間　18：00～ 21：00　土曜日　13：00～ 21：00
　　　　　　日曜、祝日　8：30～ 21：00
　＊�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日当番病院

を受診してください。

　注意事項
　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても
らうようお願いします。

　・�当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事
前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

休日及び夜間の在宅当番医院

子
ど
も
の
在
宅
医
療
？

　
「
在
宅
医
療
」、「
訪
問
診
察
」、

「
訪
問
看
護
」
と
聞
く
と
、
成
人
に

対
す
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
厚
生
労
働
省
や
日
本
小
児
科

学
会
は
、
子
ど
も
の
在
宅
医
療
を
推

進
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
命
が
守

ら
れ
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
代
わ
り
、
自
宅
で
も
医
療

的
ケ
ア
を
要
す
る
子
ど
も
が
増
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
気
管
や
胃
や

膀
胱
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
て
い
る
子

ど
も
、
24
時
間
点
滴
が
必
要
な
子

ど
も
、
定
期
的
に
自
己
注
射
が
必
要

な
子
ど
も
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
中

に
は
、
起
き
上
が
る
こ
と
の
で
き
な

い
子
ど
も
も
い
ま
す
が
、
元
気
に
走

り
回
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
も
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
全
員
に

と
っ
て
、
病
院
に
長
期
入
院
す
る
こ

と
は
決
し
て
得
策
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
宅
で
家
族
と
過
ご
す
こ
と
、

遊
び
に
出
か
け
る
こ
と
、
学
校
で
学

ぶ
こ
と
、
友
人
を
つ
く
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
子

ど
も
の
在
宅
医
療
が
必
要
な
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
成
人
の
在
宅

医
療
と
は
目
的
が
少
し
異
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
子
ど
も
の

在
宅
医
療
を
支
援
で
き
る
医
師
、
看

護
師
、
介
護
士
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成

27
年
度
か
ら
３
年
間
、
大
分
県
は

大
分
大
学
医
学
部
に
「
大
分
県
小

児
在
宅
医
療
推
進
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
」
を
委
託
し
ま
し
た
。
そ
の
事

業
の
も
と
、
子
ど
も
の
在
宅
医
療
を

支
援
で
き
る
医
師
の
養
成
講
座
を

開
講
し
た
り
、
小
児
在
宅
医
療
連

絡
会
に
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進

め
た
り
、
在
宅
医
療
を
希
望
す
る
子

ど
も
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
、
そ
れ
を

支
援
で
き
る
医
療
機
関
、
療
育
機

関
、
訪
問
看
護
事
業
所
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
小
児
科
医

が
支
援
学
校
を
巡
回
し
て
、
医
療
的

ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
支
援

方
法
に
つ
い
て
学
校
の
先
生
方
と
協

議
す
る
こ
と
も
始
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
す

る
街
で
あ
る
た
め
に
、
竹
田
市
も
こ

の
分
野
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・

小
児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

休日当番医情報
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aketa  Information

月
間
・
週
間

　
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
12
月
10
日

か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
早

急
に
解
決
す
べ
き
国
民
的
課
題
で
あ

り
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
問
題
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
関
心
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始
（
12

／
26
㈪
～
１
／
３
㈫
）

入
館
料　

無　

料

⃝

竹
田
木
工
ク
ラ
ブ
作
品
展

11
月
23
日
㈬
～
12
月
４
日
㈰

　

竹
田
木
工
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る

作
品
展
で
す
。
神
楽
面
等
の
木
工
作

品
や
俵
等
の
わ
ら
編
み
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

⃝

竹
田
市
書
美
術
会
展

12
月
６
日
㈫
～
11
日
㈰

　
「
書
」
を
好
き
な
人
た
ち
の
集
ま

り
『
竹
田
市
書
美
術
会
』
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
作
品
展
で
す
。
約
50
点
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

⃝

デ
ジ
タ
ル
写
真
「
花
」
展

12
月
14
日
㈬
～
25
日
㈰

　

本
田
義
剛
さ
ん
（
山
手
）
の
写
真

展
で
す
。
四
季
を
彩
る
花
々
の
写
真

を
50
点
展
示
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
行
事

　

大
学
在
学
中
よ
り
、
童
謡
・
童
話

の
世
界
を
志
し
た
矢
崎
節
夫
さ
ん
。

彼
は
、
竹
田
市
で
生
ま
れ
た
童
謡
詩

人
で
あ
る「
佐
藤
義
美
」に
師
事
し
、

「
佐
藤
義
美
賞　

竹
田
童
謡
作
詩
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
委
員
長
と
し

て
、
竹
田
市
に
お
い
て
、
詩
や
童

謡
・
童
話
の
普
及
や
佐
藤
義
美
先
生

の
顕
彰
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
詩
人「
金

子
み
す
ゞ
」
の
研
究
に
取
り
組
ま

れ
、
現
在
は
、
金
子
み
す
ゞ
記
念
館

長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

矢
崎
節
夫
さ
ん
の
ト
ー
ク
の
前
に

は
、
中
西
義
昌
さ
ん
に
よ
る
２
人
の

詩
人
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行

い
、
詩
と
童
謡
の
世
界
を
分
か
り
や

す
く
ひ
も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
。
多
く
の
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
～

場
所　

こ
と
り
の
ア
ト
リ
エ
（
佐
藤

義
美
記
念
館
横
）

内
容　

・
レ
ク
チ
ャ
ー「
企
画
展〔
佐

藤
義
美
と
金
子
み
す
　ゞ

詩
と
童
謡

の
世
界
〕
を
ふ
り
か
え
る
」　

午
後

６
時
30
分
～　

講
師 

中
西
義
昌
氏

（
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物

館　

学
芸
員
）

・
講
演
「
佐
藤
義
美
と
金
子
み
す
ゞ  

２
人
が
紡
ぐ
言
葉
の
世
界
」
午
後
７

時
～ 

講
師 

矢
崎
節
夫
氏
（
詩
人
・

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
長
）

入
場
料　

無
料

問
・　

 

竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課　

☎
63－

４
８
１
７
／
佐
藤

義
美
記
念
館　

☎
63－

２
６
５
０

日
時　

平
成
29
年
１
月
８
日
㈰　

正

午
～
受
付
／
午
後
１
時
～
開
会

場
所　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
市
内
在
住
及
び
市
内
中
学
校

を
卒
業
し
、
学
業
や
就
職
等
で
市
外

に
在
住
さ
れ
て
い
る
人
。

※�

対
象
者
に
は
中
学
卒
業
名
簿
等
を

も
と
に
し
て
個
別
に
ご
案
内
を
送

付
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い

な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学

習
課　

☎
63－

４
８
１
７

講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー

日
程
お
よ
び
内
容 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
関
心
と
認
識
を

深
め
ま
し
ょ
う

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館�

☎
63

－

２
２
０
０

竹
田
市
教
育
委
員
会
・
竹
田
よ
し
み
会
共
催
企
画

「
佐
藤
義
美
×
金
子
み
す
ゞ  

～
２

人
の
詩
人
を
め
ぐ
る
オ
ハ
ナ
シ
～
」

申
平
成
28
年
度
竹
田
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

「
が
ん
を
よ
く
知
っ
て
が
ん
と

共
に
生
き
る
」
教
育
セ
ミ
ナ
ー

第
３
弾『
が
ん
に
な
っ
て
、わ
か
ら
な

い
こ
と
・
聞
け
な
い
こ
と
教
え
て
！
』 

回

日　

程

テ
ー
マ

１

１   15㈰

が
ん
も
治
る
と
聞
い
て

い
る
け
ど
ホ
ン
ト
の
と

こ
ろ
ど
う
な
の
…

２

２   11㈯

治
療
が
う
ま
く
い
く
た

め
に
ど
ん
な
生
活
を
し

た
ら
よ
い
の
…

３

３   11㈯

や
っ
ぱ
り
、
患
者
や
家

族
か
ら
医
療
者
に
い
ろ

い
ろ
聞
け
な
い
け
ど
…
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たけたん情報

定
員　

60
名
（
先
着
順
、
事
前
申
込

み
な
し
）

場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分　

サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
お
お
い
た

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

受
付　

午
後
１
時
15
分

受
講
料　

無
料

問 

大
分
大
学
医
学
部
看
護
学
科　

☎
０
９
７－

５
８
６－

５
０
５
４

確
定
申
告

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入

に
伴
い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告

書
等
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

を
記
載
し
た
確
定
申
告
書
等
を
税
務

署
へ
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
さ
れ
る

ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
、

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

《
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用
す

る
書
類
の
例
》

〔
例
１
〕マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
の
表
面
及
び
裏
面

の
写
し
【
番
号
確
認
及
び
身
元
確
認

書
類
】

〔
例
２
〕
通
知
カ
ー
ド
の
写
し
【
番

号
確
認
書
類
】
＋
運
転
免
許
証
、
ま

た
は
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

の
写
し
【
身
元
確
認
書
類
】
等

　

詳
し
く
は
熊
本
国
税
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp/kum

am

oto

ま
た
は「
熊
本
国
税
局
」を
検
索
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
税
務
署　

☎
63－

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

消
費
者
行
政

60
歳
以
上
の
女
性
の
医
療
ト
ラ
ブ
ル

が
高
額
化
！

　

自
由
診
療
が
中
心
で
あ
る
美
容
医

療
で
、
注
射
を
数
本
打
た
れ
１
０
０

０
万
円
前
後
の
請
求
を
受
け
た
事
例

が
見
ら
れ
る
等
、
深
刻
な
高
額
請
求

ト
ラ
ブ
ル
が
60
歳
以
上
の
女
性
を
中

心
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
施
術
費
用

を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
、
施
術
を
さ

れ
た
後
で
高
額
請
求
さ
れ
た
事
例

等
、
費
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
目

立
ち
ま
す
。
美
容
医
療
は
病
気
の
治

療
と
異
な
り
、
本
人
が
な
り
た
い
姿

を
実
現
す
る
た
め
の
施
術
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
医
師
に
よ
る
十
分
な
説
明

の
も
と
、
本
人
が
納
得
し
て
施
術
に

同
意
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
リ
ス
ク
な
く
簡
単
に
き
れ
い
に

な
れ
る
と
う
た
う
広
告
を
う
の
み
に

せ
ず
、
想
定
し
た
金
額
よ
り
高
額
な

料
金
を
提
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
契

約
し
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
伝
え
ま

し
ょ
う
。

問 

竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８

３
４
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時  

㈪
～
㈮
・
平
日
の
み
）
／
大
分
県
消

費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
ア
イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７－

５
３
４－

０
９
９
９

年　

金

　

日
本
年
金
機
構
が
提
供
す
る
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
年
金
に
関

す
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
利
用
に
は
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
の
取

得
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

・�

い
つ
で
も
最
新
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
ま
す
。

・�

年
金
の
見
込
額
を
試
算
で
き
ま
す
。

・�

電
子
版
の
各
種
通
知
書
を
確
認
で

き
ま
す
。

・�

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
各
種
届
書
の
作

成
、
印
刷
で
き
ま
す
。

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
年
金
記
録
を

確
認
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
検
索
（http://w

w
w
.nenkin.go.

jp/n_net/

）

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
９
７－

５
５
２－

１
２
１
１

国
保
・
高
齢
者
医
療

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎

年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年

間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま

た
は
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
方
に
、

平
成
29
年
１
月
～
２
月
に
お
知
ら
せ

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
等
に

は
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注

意
喚
起

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
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aketa  Information

と
支
給
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

支
給
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
竹
田
市
保
険
健
康
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
で
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
に
必
要
な
書
類

　

支
給
申
請
書
・
お
知
ら
せ
の
文

書
・
印
鑑
・
通
帳
等
（
口
座
情
報
が

確
認
で
き
る
も
の
）・
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
・
介
護
保
険
被
保

険
者
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
等
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き

る
も
の
）

※�

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、
ご
本
人

で
あ
る
と
確
認
で
き
る
証
明
書

（
運
転
免
許
証
等
）

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・
高

齢
者
医
療
係　

☎
63－

１
１
１
１
（
内

線
１
７
７
・
１
７
８
・
１
７
９
）

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

☎
０
９
７－

５
３
４－

１
７
７
１（
代
表
）

募　

集

　

平
成
30
年
秋
の
開
館
に
む
け
て
、

竹
田
市
文
化
会
館
（
仮
称
）
の
建
設

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
主
体
的
に
運
営
や
企
画
に

参
画
す
る
市
民
協
働
の
運
営
体
制
を

構
築
し
、「
竹
田
市
独
自
」、「
竹
田

市
な
ら
で
は
」
の
市
民
と
文
化
ホ
ー

ル
の
関
わ
り
方
や
事
業
展
開
を
実
現

す
る
た
め
に「
竹
田
市
文
化
会
館（
仮

称
）
開
館
準
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加

さ
れ
る
方
々
で
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
学
ぶ
機
会
を
持
つ
た
め
に
全
３

回
の
学
習
会
を
行
い
、
先
進
施
設
と

言
わ
れ
る
文
化
ホ
ー
ル
の
関
係
者
の

方
々
を
講
師
に
迎
え
講
演
会
を
行
う

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
講
師
と
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
以
降
、
広
報
や
舞
台

技
術
、
会
場
案
内
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

業
務
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ

る
事
業
等
の
企
画
に
つ
い
て
の
学
習

会
や
情
報
・
意
見
交
換
等
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
第
１
回
目
の
参
加
者
に
は

第
２
回
目
以
降
の
案
内
を
お
送
り
す

る
と
と
も
に
、
随
時
、
市
報
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
（
平
成
28
年
度
１
回

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
）。

対
象　

竹
田
市
在
住
、
在
学
、
在
勤

者
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
・　

 

竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課　

☎
63－

４
８
１
７

E-m
ail: syougai@

city.taketa.lg.jp

◆�

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
公
開
講

座
（
第
１
回
目
）

日
時　

12
月
18
日
㈰　

午
後
２

時
～
午
後
４
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容 

①
竹
田
市
文
化
会
館
（
仮

称
）
管
理
運
営
基
本
計
画
の
概
略

説
明　

②
講
座 「
市
民
協
働
が
ベ

ス
ト
～
竹
田
市
の
新
文
化
会
館
・

管
理
運
営
に
期
待
す
る
こ
と
～
」 

③
意
見
交
換
会

講
師　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
統
括

責
任
者　

是
永
幹
夫
氏

☆
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
光
」

　

震
災
か
ら
の
復
興
の
祈
り
を
込
め

て
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
光
」
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ　

題
詠
「
光
」、
自
由
詠

内
容　

作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の

も
の
に
限
り
、
１
テ
ー
マ
に
つ
き
一

人
２
首
ま
で
。
２
つ
の
テ
ー
マ
の
う

ち
ど
ち
ら
か
に
応
募
、
も
し
く
は
両

方
に
応
募
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
題

詠
は
必
ず
「
光
」
の
文
字
を
入
れ
る

こ
と
。
読
み
は
問
い
ま
せ
ん
。

選
考　

 

「
一
般
の
部
」 

テ
ー
マ
ご
と

に
最
優
秀
首
1
首
、
優
秀
首
2
首
、

佳
作
10
首

　
「
小
中
学
生
の
部
」「
高
校
生
の
部
」

 

部
門
・
テ
ー
マ
ご
と
に
最
優
秀
首
１

首
、
優
秀
首
２
首
、
佳
作
５
首

※�

応
募
作
品
は
、
選
者
の
川
野
里
子

先
生
に
よ
る
厳
選
な
審
査
を
行

い
、
入
選
作
品
は
３
月
に
竹
田
市

広
報
紙
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
（
予
定
）。
表
彰

式
は
３
月
18
日
の
短
歌
大
会
で
行

い
ま
す
（
個
別
通
知
は
入
選
者
の

み
）。

応
募
方
法　

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
提
出
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
応
募
様
式
は
竹
田
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
郵
送
に
よ
る
場
合

　

次
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

「
竹
田
市
文
化
会
館
（
仮
称
）
開
館

準
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

～「
市
民
が
主
役
」の
文
化
ホ
ー
ル
を
創

る
た
め
の
学
習
会
～ 

参
加
者
募
集

申
第
６
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会

作
品
募
集
中
！

平成27年国勢調査・竹田市の人口・世帯数
　平成27年10月１日を調査期日として実施された平成
27年国勢調査人口等基本集計結果が公表されましたの
でお知らせします。

　　　○人　口　　２２,３３２人
　　　○世帯数　　９,１００世帯
●人口

平成27年 平成22年 増減 増減率（％）
竹田市 22,332 24,423 △ 2,091 △ 8.6

旧竹田市 13,483 14,735 △ 1,252 △ 8.5
旧荻町 2,833 2,990 △ 157 △ 5.3

旧久住町 3,865 4,317 △ 452 △ 10.5
旧直入町 2,151 2,381 △ 230 △ 9.7

※増減率については、小数点第２位を四捨五入しています。

●世帯数
平成27年 平成22年 増減 増減率（％）

竹田市 9,100 9,588 △ 488 △ 5.1
旧竹田市 5,734 6,065 △ 331 △ 5.5

旧荻町 1,090 1,108 △ 18 △ 1.6
旧久住町 1,452 1,529 △ 77 △ 5.0
旧直入町 824 886 △ 62 △ 7.0

※増減率については、小数点第２位を四捨五入しています。

●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎63-4801

（単位：人）

（単位：世帯）
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たけたん情報

１�　

指
定
の
応
募
様
式
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

２�　

郵
便
は
が
き
に
作
品
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
書
き
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

３�　

学
校
単
位
で
数
人
分
ま
と
め
て

応
募
す
る
場
合
に
は
、
青
少
年
団

体
用
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

　

メ
ー
ル
本
文
に
郵
送
と
同
じ
内
容

を
記
入
す
る
か
、
応
募
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
、

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

E-m
ail kikaku@

city.taketa.lg.jp

○
直
接
提
出
に
よ
る
場
合

　

郵
送
と
同
じ
内
容
を
記
入
し
た
も

の
か
、
応
募
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
竹
田
市
企
画
情
報
課
（
本

庁
２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　

平
成
29
年
１
月
10
日
㈫ 

※
必
着

問
・　

 

〒
８
７
８－
８
５
５
５　

竹
田

市
企
画
情
報
課　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
推
進
室
「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」

担
当
行　

☎
63－

４
８
０
１

農　

業

（
12
月
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

　

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
産
業
廃
棄
物
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
と
竹
田

市
は
連
携
し
て
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　

回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
、

「
運
搬
車
両
の
表
示
」
及
び
「
書
面

の
備
え
付
け
（
携
帯
）」
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
備
え
付

け
書
類
な
ど
無
い
場
合
は
、
次
の
連

絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
回
収
当
日
は
、
印
鑑
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
　

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農

業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
、
肥
料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、

育
苗
用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
空
容
器
な
ど

回
収
日
程
（
予
定
）

　

農
ビ
ニ
ー
ル
と
農
ポ
リ
に
分
類
し

て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

回
収
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
時
間
内
で
の
持
ち
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

料
金　

農
家　

６
円
／
kg
（
税
別
）

法
人
格
（
企
業
）
７
円
／
kg
（
税
別
）

問 
大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部　

園

芸
課　

☎
63－

１
２
２
４

竹
田
市
農
政
課　

  

☎
63－

４
８
０
５

竹
田
市
荻
支
所　

  

☎
68－

２
２
１
５

　

〃　

久
住
支
所  
☎
76－

１
１
１
５

　

〃　

直
入
支
所  
☎
75－

２
２
１
５

　

平
成
29
年
度
の
作
付
け
用
に
使
用

す
る
「
生
分
解
性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
」

に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
に
お
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
率　

３
分
の
１
以
内
（
但
し
、

申
込
み
多
数
の
場
合
、
率
に
変
動
あ

り
）

品
目　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
白
菜
、

大
根
（
全
３
品
目
）

申
込
期
限　

12
月
27
日
㈫
ま
で

問 

竹
田
市
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室　

☎
63－

４
８
０
５

試　

験

対
象
者　

中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳

未
満
の
男
子

受
付
締
切　

平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

試
験
日　

１
月
21
日
㈯

試
験
会
場　

大
分
商
工
会
議
所

対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

子受
付
期
間　

随　

時

試
験
日　

平
成
29
年
２
月
５
日
㈰

試
験
会
場　

別
府
駐
屯
地
予
定

申

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

し
ま
す

地　域 場　所 12月 １月 ３月

竹　田 菅生育苗セ
ンター 12月８日 ３月15日

荻 荻堆肥セン
ター 12月９日 １月20日 ３月16日

久  住 久住野菜集
出荷場 12月７日 ３月13日

直　入 直入野菜集
荷場 ３月14日

「
農
業
用
生
分
解
性
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
」 

市
補
助
金
を
交
付

し
ま
す

平
成
28
年
度
自
衛
官
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を
募

集
し
ま
す

問= お問い合わせ先　 　= 申込み先申 広報たけた  平成28年12月号 20



aketa  Information

★
自
衛
官
募
集
説
明
会
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す

日
時　

12
月
11
日
㈰ 

開
催
予
定

場
所　

竹
田
地
域
事
務
所

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田
地

域
事
務
所　

☎
63－

３
３
２
０

幼
稚
園

　

竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園
、
南
部
幼

稚
園
、
直
入
幼
稚
園
の
３
園
で
は
、

平
成
29
年
度
の
入
園
願
書
の
受
付
を

始
め
ま
す
。

　

市
立
幼
稚
園
の
あ
る
竹
田
地
域
・

直
入
地
域
の
対
象
児
の
保
護
者
の
方

に
は
入
園
願
書
を
郵
送
し
ま
す
。
12

月
中
に
願
書
が
届
か
な
い
場
合
、
ま

た
そ
の
他
の
地
域
に
在
住
の
方
で
入

園
を
希
望
す
る
場
合
は
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
子
ど
も

○
竹
田
幼
稚
園
・
南
部
幼
稚
園

　

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
５
歳
児
）

○
直
入
幼
稚
園

　

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
４
・
５
歳
児
）

問 
竹
田
幼
稚
園　

☎
63－

１
０
８
１

　

 
南
部
幼
稚
園　

☎
63－

１
０
８
４

　

 

直
入
幼
稚
園　

☎
75－

２
２
３
０

相　

談

　

心
配
ご
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、

何
か
心
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
思
い
切
っ
て
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
難
し
い
手

続
き
も
な
く
、
相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

問 

竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局　

☎

62－

２
３
１
５

平
成
29
年
度 

市
立
幼
稚
園
の
入

園
願
書
受
付
を
始
め
ま
す

無
料
「
人
権
特
設
な
ん
で
も
相

談
所
」
開
設

会  場 場　所 期　日

竹田会場 竹田市総合社会福
祉センター 12月７日㈬

荻会場 荻福祉健康エリア 12月６日㈫

久住会場 久住公民館 12月５日㈪

直入会場 直入公民館 12月６日㈫

求人
情報

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク　問 ☎63-1101

①総合職１人 16.7 ～ 22万円　②調理員２人 
13.2万円　③ショップスタッフ１人 14.5 ～
17.5万円　④配管工１人 13.5 ～ 33.3万円　
⑤測量技術者１人 20 ～ 30万円　⑥受付・
補助作業１人 13.2万円　⑦交通誘導員２人 
14.3 ～ 17.6万 円　 ⑧ 給 油 所 ス タ ッ フ １ 人 
14 ～ 17.6万円　⑨運転手１人 13.7 ～ 23万
円  ⑩森林整備員２人 15万円　⑪和食調理員
（見習い）１人 15 ～ 25万円　⑫土木施工
管理技士１人 20.7 ～ 25.4万円
〔パート求人（時給）〕
⑬送迎運転手１人 1000円　⑭調理員１人 
715 ～ 800円　⑮洗浄・片付け２人 800円　
⑯一般事務１人 830円　⑰加工作業員２人 
800円　⑱店内販売３人 790 ～ 980円　⑲客
室清掃員１人 750 ～ 800円　⑳配膳・片付
け１人 800円　㉑介護補助者２人 750 ～ 800
円　㉒美容師１人 900 ～ 1100円　㉓郵便外
務員２人 830円　㉔生活相談員１人 800 ～
850円

ハローワーク豊後大野からのお知らせ

ご存知ですか？求職者支援制度
　「求職者支援制度」は、早期就職を実現するために、雇用保
険を受給できない方が職業訓練によりスキルアップをする国の
支援制度です。

  支援内容 

◎�「求職者支援訓練」または「公共職業訓練」を原
則無料で受講できます。

◎�訓練期間中も訓練終了後も、ハローワークが積極
的に就職支援を行います。

◎�一定要件※を満たせば、訓練期間中、月10万円の
　｢職業訓練受講給付金｣ を支給します。
　※本人収入が月８万円以下。世帯全体の収入が月25万円以下 等

●お問い合せ　ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

2016年12月発行21



地域おこし協力隊通信　⑮

人権
シリーズ　No.20

人　権

全国のアスリートの聖地へ全国のアスリートの聖地へ

↑「自然や文化財の模様を作品に活
かしたい」

　
今
年
４
月
に
着
任
し
て
か
ら
直
入
の

ガ
ニ
湯
に
５
回
も
入
っ
た
と
い
う
、
４

期
生
で
宮
崎
県
出
身
の
山
田
俊
吾
さ
ん

（
27
歳
）。
そ
ん
な
遊
び
心
を
持
ち
な

が
ら
も
、
普
段
は
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ

Ｓ
Ｇ
）
で
熱
心
に
磁
器
の
制
作
に
励
む

作
家
で
す
。
協
力
隊
に
な
る
前
は
、
宮

崎
県
高
千
穂
町
の
高
校
で
美
術
の
非
常

勤
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
竹
田
と
の
縁
は
学
生
時
代
に
あ
り
ま

し
た
。
山
田
さ
ん
は
大
分
芸
短
大
の
卒

業
生
で
、
学
生
時
代
は
直
入
に
あ
る
芸

短
大
の
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
芸
短
大
を
卒
業
し
て
か

ら
も
作
品
を
焼
く
た
め
の
窯
を
利
用
す

る
た
め
に
、
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
よ

く
足
を
運
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　「
高
校
時
代
に
見
た
二
階
堂
の
Ｃ
Ｍ

で
白
水
ダ
ム
や
円
形
分
水
を
知
り
、
そ

の
造
形
の
面
白
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
竹
田
を
訪
れ
る
中
で
目
に
し

た
水
路
橋
や
岡
城
の
石
垣
等
も
魅
力
的

で
、
自
分
の
作
品
に
も
影
響
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
竹
田
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　「
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む

夕
べ
」
等
の
地
域
行
事
に
学

生
時
代
か
ら
参
加
し
て
い
た

そ
う
で
、
協
力
隊
と
な
っ
た
今

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。

　「
ず
っ
と
工
房
に
籠
も
っ
て
い
る
の

は
苦
手
な
タ
イ
プ
な
の
で
、
外
に
出

て
、
人
と
触
れ
合
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
竹
田
の
方
は
優
し
い
方
ば

か
り
で
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
既

に
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
す（
笑
）」

　
話
し
て
み
る
と
柔
和
な
印
象
を
持
ち

ま
す
が
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
Ｄ
Ｊ

も
や
っ
て
い
る
」
と
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。
70
〜
80
年
代
の
音
楽
を
中
心
に
し

た
選
曲
で
、「
Ｄ
Ｊ
し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
」

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
竹
田
で
は

披
露
し
た
こ
と
が
な
い
そ
う
な
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際
は
ぜ
ひ
声
を

か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
多
才
な
山
田
さ
ん
。

ま
た
新
し
い
刺
激
を
竹
田
に
も
た
ら
し

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

竹
田
の「
意
匠
」に
惹
か
れ
る
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
山
田
俊
吾
さ
ん
に
聞
く

　
12
月
10
日
は
世
界
人
権
デ
ー
で

す
。
全
て
の
国
と
人
が
協
力
し
て
人

権
を
守
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
、 

世
界
人
権
宣

言
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
日

で
す
。
よ
く
、
義
務
を
果
た
さ
な
い

人
に
人
権
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う

で
し
ょ
う
か
？

　
そ
も
そ
も
、「
人
権
」
と
は
、
誰

か
に
認
め
ら
れ
た
り
与
え
ら
れ
た
り

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
持
っ
て

い
る
」
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
人
の

人
権
は
他
人
の
人
権
を
侵
害
し
な
い

限
り
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
義
務
を
果

た
す
こ
と
と
は
分
け
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
の

は
、『
人
は
み
な
同
じ
よ
う
に
尊
重

さ
れ
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ

と
』、
そ
し
て
『
一
人
ひ
と
り
は
そ

れ
ぞ
れ
に
違
う
と
い
う
こ
と
』
を
認

め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と

で
す
。
様
々
な
人
権
問
題
を
正
し
く

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
中
に

あ
る
人
を
差
別
し
傷
つ
け
て
し
ま
う

価
値
観
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
気
づ
き
が
自
分
と
向
き
合

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と

は
、
人
が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
大

切
な
こ
と
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
　
☎
63-

４
８
１
７

人権について学ぶということ

第
８
話

D
eutsche  A

rchitektur

（
ド
イ
ツ
の
建
築
）

　
ド
イ
ツ
の
建
築
は
、
世
界
第
１

位
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　
実
は
「
家
の
造
り
」
や
「
断
熱
」

が
と
て
も
良
い
建
物
が
多
い
の
で

す
。
ま
た
ド
イ
ツ
は
エ
コ
に
も
大

変
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新

し
い
建
物
は
断
熱
効
果
が
高
い
の

で
す
。
つ
ま
り
冬
は
暖
房
を
あ
ま

り
使
わ
な
く
て
も
良
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
断
熱
が
良
く
て
、
湿

気
が
少
な
い
た
め
、
普
通
の
家
に

は
エ
ア
コ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
（
も

竹
田
市
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

「
外
国
人
の
人
権
を
考
え
る
」

日
時
　
12
月
15
日
㈭   

午
後
３
時
〜

会
場
　
竹
田
市
本
庁
舎
３
階
会
議

室

内
容
　
人
権
学
習
学
級

テ
ー
マ
　「
笑
顔
で
元
気
〜
ち
が
っ

て
い
る
の
が
当
た
り
前
〜
」

講
師
　
大
分
県
人
権
問
題
講
師
団

マ
ッ
ク
ビ
ー
ン
光
子
さ
ん

繰
り
返
し
学
び
、

高
く
な
る「
人
権
意
識
」

　
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

の
結
果
か
ら
、「
人
権
の
講
演
会
や

研
修
会
等
に
１
回
も
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
36
％

で
、
前
回
（
平
成
18
年
）
の
調
査
の

46
・
７
％
よ
り
減
っ
て
お
り
、「
人

　
生
涯
学
習
課
で
は
７
月
に
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た

（
調
査
票
送
付
数
１
０
０
０
人
　
有
効
回
収
人
数
３
０
０
人
）。

　
そ
の
う
ち
の
一
部
を
掲
載
し
、
紹
介
し
ま
す
（
無
回
答
を
の
ぞ
く
）。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
　
☎
63-

４
８
１
７

◇人権に関心がありますか

非常に関心がある

多少は関心がある

あまり関心がない

関心がない

0％ 20％ 40％ 60％

題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て

い
る
」
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
繰

り
返
し
学
ん
で
き
た
人
と
そ
う
で
は

な
い
人
と
で
は
、
人
権
意
識
に
差
が

あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
　
☎
63-

４
８
１
７

25.3％

56.7％

14.3％

2.7％

◇人権の講演会や研修会等に何回くらい参加したか

１回もない
１～２回
３～４回
５～６回
７～８回
10回以上

0％ 20％ 40％

36.0％

23.7％

15.0％

7.3％

2.7％

12.0％

◇人権問題は当事者の問題で自分には関係がない

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

0％ 20％ 40％

3.6％

6.0％

27.0％

18.0％

36.3％

人
権
学
習
学
級
開
催
の
お
知
ら
せ

権
に
関
心
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人

は
全
体
の
８
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
権
教
育
が
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
人
権
の
講
演
会
や
研
修

会
等
に
参
加
し
た
回
数
」
が
多
い
人

ほ
ど
、「
人
権
に
関
心
が
あ
る
」
と

回
答
し
て
い
る
割
合
や
、「
人
権
問

ち
ろ
ん
ス
ー
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
は
あ
り
ま
す
）。

　
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
で
は
、
地

下
室
で
水
を
湯
に
沸
か
し
、
そ
れ

を
各
部
屋
に
運
ん
で
暖
房
に
入
れ

ま
す
。
よ
っ
て
、
空
気
は
乾
燥
し

な
い
の
で
す
。
ド
イ
ツ
の
家
は
と

て
も
過
ご
し
や
す
い
で
す
♪

（
国
際
交
流
員
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

　10月30日、「第34回
全日本大学女子駅伝対
校選手権大会」が宮城
県仙台市で開催されま
した。
　この夏、久住高原で
50日間もの長期合宿
を行った松山大学は、
２時間３分56秒の記
録で見事初優勝を果た
しました。

　大分都市広域連携事
業として、2020東京
オリンピック・パラリ
ンピック大会の自転車
競技・日本代表選手の
事前キャンプ誘致を大
分市が中心となり、竹
田市・由布市が連携し
て行っていきます。
　11月１日、練習に必
要な地理的条件や気候
等を把握し、合宿先の環境確認を行うため、日本自転車競技連盟
や日本代表選手らが竹田入り。実際に、久住高原を中心とした道
路を走行し「練習環境」を確かめました。

久住夏合宿の成果を発揮！

久住高原 全国のアスリートの聖地へ

東京五輪事前キャンプ誘致へ

大分市出身。25歳。京都の大学
を卒業後、2014年４月から竹田
市「地域おこし協力隊」を務め、
城下町交流館「集」に勤務。「た
けた協力隊新聞」編集長としても
活躍。また昨年６月に市内の竹
田を拠点に活動している作家たち
の作品を商品として取り扱う土産
店「michi」を向町にオープンさ
せ、活動の幅を広げている。

や
ま
だ
し
ゅ
ん
ご

ド
イ
チ
ェ
　
　
　 

ア
ル
ヒ
テ
ク
ト
ゥ
ー
ア

こ
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↑「自然や文化財の模様を作品に活
かしたい」

　
今
年
４
月
に
着
任
し
て
か
ら
直
入
の

ガ
ニ
湯
に
５
回
も
入
っ
た
と
い
う
、
４

期
生
で
宮
崎
県
出
身
の
山
田
俊
吾
さ
ん

（
27
歳
）。
そ
ん
な
遊
び
心
を
持
ち
な

が
ら
も
、
普
段
は
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ

Ｓ
Ｇ
）
で
熱
心
に
磁
器
の
制
作
に
励
む

作
家
で
す
。
協
力
隊
に
な
る
前
は
、
宮

崎
県
高
千
穂
町
の
高
校
で
美
術
の
非
常

勤
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
竹
田
と
の
縁
は
学
生
時
代
に
あ
り
ま

し
た
。
山
田
さ
ん
は
大
分
芸
短
大
の
卒

業
生
で
、
学
生
時
代
は
直
入
に
あ
る
芸

短
大
の
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
芸
短
大
を
卒
業
し
て
か

ら
も
作
品
を
焼
く
た
め
の
窯
を
利
用
す

る
た
め
に
、
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
よ

く
足
を
運
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　「
高
校
時
代
に
見
た
二
階
堂
の
Ｃ
Ｍ

で
白
水
ダ
ム
や
円
形
分
水
を
知
り
、
そ

の
造
形
の
面
白
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
竹
田
を
訪
れ
る
中
で
目
に
し

た
水
路
橋
や
岡
城
の
石
垣
等
も
魅
力
的

で
、
自
分
の
作
品
に
も
影
響
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
竹
田
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　「
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む

夕
べ
」
等
の
地
域
行
事
に
学

生
時
代
か
ら
参
加
し
て
い
た

そ
う
で
、
協
力
隊
と
な
っ
た
今

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。

　「
ず
っ
と
工
房
に
籠
も
っ
て
い
る
の

は
苦
手
な
タ
イ
プ
な
の
で
、
外
に
出

て
、
人
と
触
れ
合
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
竹
田
の
方
は
優
し
い
方
ば

か
り
で
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
既

に
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
す（
笑
）」

　
話
し
て
み
る
と
柔
和
な
印
象
を
持
ち

ま
す
が
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
Ｄ
Ｊ

も
や
っ
て
い
る
」
と
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。
70
〜
80
年
代
の
音
楽
を
中
心
に
し

た
選
曲
で
、「
Ｄ
Ｊ
し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
」

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
竹
田
で
は

披
露
し
た
こ
と
が
な
い
そ
う
な
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際
は
ぜ
ひ
声
を

か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
多
才
な
山
田
さ
ん
。

ま
た
新
し
い
刺
激
を
竹
田
に
も
た
ら
し

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

竹
田
の「
意
匠
」に
惹
か
れ
る
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
山
田
俊
吾
さ
ん
に
聞
く

　
12
月
10
日
は
世
界
人
権
デ
ー
で

す
。
全
て
の
国
と
人
が
協
力
し
て
人

権
を
守
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
、 

世
界
人
権
宣

言
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
日

で
す
。
よ
く
、
義
務
を
果
た
さ
な
い

人
に
人
権
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う

で
し
ょ
う
か
？

　
そ
も
そ
も
、「
人
権
」
と
は
、
誰

か
に
認
め
ら
れ
た
り
与
え
ら
れ
た
り

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
持
っ
て

い
る
」
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
人
の

人
権
は
他
人
の
人
権
を
侵
害
し
な
い

限
り
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
義
務
を
果

た
す
こ
と
と
は
分
け
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
の

は
、『
人
は
み
な
同
じ
よ
う
に
尊
重

さ
れ
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ

と
』、
そ
し
て
『
一
人
ひ
と
り
は
そ

れ
ぞ
れ
に
違
う
と
い
う
こ
と
』
を
認

め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と

で
す
。
様
々
な
人
権
問
題
を
正
し
く

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
中
に

あ
る
人
を
差
別
し
傷
つ
け
て
し
ま
う

価
値
観
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
気
づ
き
が
自
分
と
向
き
合

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と

は
、
人
が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
大

切
な
こ
と
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

問
竹
田
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教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
　
☎
63-

４
８
１
７
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D
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rchitektur

（
ド
イ
ツ
の
建
築
）

　
ド
イ
ツ
の
建
築
は
、
世
界
第
１

位
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　
実
は
「
家
の
造
り
」
や
「
断
熱
」

が
と
て
も
良
い
建
物
が
多
い
の
で

す
。
ま
た
ド
イ
ツ
は
エ
コ
に
も
大

変
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新

し
い
建
物
は
断
熱
効
果
が
高
い
の

で
す
。
つ
ま
り
冬
は
暖
房
を
あ
ま

り
使
わ
な
く
て
も
良
い
こ
と
に
な

り
ま
す
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そ
し
て
、
断
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が
良
く
て
、
湿

気
が
少
な
い
た
め
、
普
通
の
家
に

は
エ
ア
コ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
（
も

竹
田
市
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

「
外
国
人
の
人
権
を
考
え
る
」

日
時
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月
15
日
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午
後
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時
〜

会
場
　
竹
田
市
本
庁
舎
３
階
会
議

室

内
容
　
人
権
学
習
学
級

テ
ー
マ
　「
笑
顔
で
元
気
〜
ち
が
っ

て
い
る
の
が
当
た
り
前
〜
」

講
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大
分
県
人
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問
題
講
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マ
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ク
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ン
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子
さ
ん

繰
り
返
し
学
び
、

高
く
な
る「
人
権
意
識
」

　
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

の
結
果
か
ら
、「
人
権
の
講
演
会
や

研
修
会
等
に
１
回
も
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
36
％

で
、
前
回
（
平
成
18
年
）
の
調
査
の

46
・
７
％
よ
り
減
っ
て
お
り
、「
人

　
生
涯
学
習
課
で
は
７
月
に
人
権
に
関
す
る
意
識
調
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を
行
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ま
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た
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調
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票
送
付
数
１
０
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人
　
有
効
回
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数
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そ
の
う
ち
の
一
部
を
掲
載
し
、
紹
介
し
ま
す
（
無
回
答
を
の
ぞ
く
）。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ど
な
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で
も
参
加
で
き
ま
す
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受

講
を
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望
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方
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事
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に
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あ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
で
は
、
地

下
室
で
水
を
湯
に
沸
か
し
、
そ
れ

を
各
部
屋
に
運
ん
で
暖
房
に
入
れ

ま
す
。
よ
っ
て
、
空
気
は
乾
燥
し

な
い
の
で
す
。
ド
イ
ツ
の
家
は
と

て
も
過
ご
し
や
す
い
で
す
♪

（
国
際
交
流
員
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

　10月30日、「第34回
全日本大学女子駅伝対
校選手権大会」が宮城
県仙台市で開催されま
した。
　この夏、久住高原で
50日間もの長期合宿
を行った松山大学は、
２時間３分56秒の記
録で見事初優勝を果た
しました。

　大分都市広域連携事
業として、2020東京
オリンピック・パラリ
ンピック大会の自転車
競技・日本代表選手の
事前キャンプ誘致を大
分市が中心となり、竹
田市・由布市が連携し
て行っていきます。
　11月１日、練習に必
要な地理的条件や気候
等を把握し、合宿先の環境確認を行うため、日本自転車競技連盟
や日本代表選手らが竹田入り。実際に、久住高原を中心とした道
路を走行し「練習環境」を確かめました。

久住夏合宿の成果を発揮！

久住高原 全国のアスリートの聖地へ

東京五輪事前キャンプ誘致へ

大分市出身。25歳。京都の大学
を卒業後、2014年４月から竹田
市「地域おこし協力隊」を務め、
城下町交流館「集」に勤務。「た
けた協力隊新聞」編集長としても
活躍。また昨年６月に市内の竹
田を拠点に活動している作家たち
の作品を商品として取り扱う土産
店「michi」を向町にオープンさ
せ、活動の幅を広げている。

や
ま
だ
し
ゅ
ん
ご

ド
イ
チ
ェ
　
　
　 

ア
ル
ヒ
テ
ク
ト
ゥ
ー
ア

こ
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■竹田市立図書館
8401-36XAF・ LET　

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
0022-86XAF・ LET　

■久住図書室
4270-67XAF・ 7170-67LET　

■直入図書室
7122-57XAF・ 1122-57LET　

図書館に行こう
月12

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

　　が竹田市立図書館の休館日

ぼくたち・私たちの

学び舎

【一般の本】
・光炎の人 上・下巻（KADOKAWA）
・籠の鸚鵡（新潮社）
・白衣の嘘（KADOKAWA）
・秋萩の散る（徳間書店）
・天を灼く（祥伝社）
・洗礼ダイアリー（ポプラ社）
・小説 君の名は。（KADOKAWA）
・わたしの作りおき便利帖（宝島社）
・僕は頑固な子どもだった（ハルメク）
・こどものみかた　春夏秋冬　母の友の本（福音館書店）

木内　昇
辻原　登

長岡　弘樹
澤田　瞳子

あさのあつこ
文月　悠光
新海　誠

坂田　阿希子
日野原　重明

柴田　愛子

【子どもの本】
新海　誠

ザ キャビンカンパニー
むらい　かよ
くすはら　順子

トロル

鈴木　智順

まつしまこういちろう

・君の名は。（KADOKAWA）
・くつしたしろくん（鈴木出版）
・おばけVSドクロかめん（ポプラ社）
・しろくろつけてよシマウマくん（そうえん社）
・おしりたんてい ふめつのせっとうだん（ポプラ社）
・ずかん細菌ー見ながら学習調べてなっとくー（技術評論社）

・のぞいてみよう！いろいろなのりもの（JTBパブリッシング）

他　100冊ほど入りました

　つつましく、気持ちのよい
生きかた、暮らしかた「もっ
たいない」「おたがいさま」「親
しき仲にも礼儀あり」人生の
先輩たちから聞いたささやか
な庶民の哲学、思いつくまま

に戦後の昭和の暮らしについて書き綴った一冊。巻末に
『戦後昭和の家族の年表」が載っています。南伸坊さん
の装丁の絵が懐かしく微笑ましくもあるエッセイです。

　天の川のほとりで輝く三つの星。この絵本は小
さな小さな星の可憐な可憐な物語です。赤い星と
青い星と並んで光る小さく弱い光は誰よりもやさ
しい光でした。泥だらけで倒れているかささぎ
を、くんだばかりの大事な水で洗ってあげる小さ
な星。それは顔や姿の光ではなくやさしい心のと
うとい光でありました…。

一般の本

子どもの本

「昭和の親が
　　教えてくれたこと」　　

（森まゆみ　大和書房）

「光の星」　　　
（浜田廣介　集英社）

○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00
○ブックスタート（もぐもぐ教室）
　12月21日㈬　10:15～10:30
　竹田市総合社会福祉センター
○おはなしルーム
　12月８日㈭　14:00～14:30（竹田幼稚園）
　12月15日㈭　14:00～14:30（南部幼稚園）

↑市が立つなど繁栄していた城原地区の町筋

↑サンタさんからプレゼントをもらう
子どもたち（昨年のクリスマスキャ
ロル）

　
私
が
小
さ
い
頃
は
、
竹
田
が

一
番
賑
や
か
で
都
会
、
二
番
目

は
玉
来
、
城
原
は
田
舎
で
悔
し

い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
村
々
の
発
展
の
歴
史
か

ら
見
る
と
、
真
逆
で
あ
っ
た
。

　『
日
本
書
紀
』
に
、
景
行
天
皇

土
蜘
蛛
征
伐
の
折
、
抵
抗
が
強

い
た
め
引
返
し
軍
を
整
え
た
地

と
し
て
「
城
原
」
が
出
て
く
る
。

後
に
、
こ
の
地
に
祀
ら
れ
た
の

が
城
原
八
幡
社
で
あ
る
。

　
天
安
２
年
（
８
５
８
年
）
頃

か
ら
轟
町
が
門
前
町
と
し
て
次

第
に
盛
ん
に
な
り
、
今
か
ら
８

２
０
年
程
前
に
は
、
大
友
氏
等

の
保
護
を
受
け
社
頭
は
繁
栄
し
、

轟
町
（
現
轟
木
町
）
と
神
町
に

市
が
立
つ
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
町
筋
が
今
も
残
っ
て

い
る
。
ま
た
、
宮
司
宅
前
の
神

宮
寺
に
は
80
人
程
の
神
職
社
僧

が
奉
仕
し
て
い
た
と
い
う
。

　
徳
治
元
年
（
１
３
０
６
年
）、

玉
来
の
町
を
作
る
た
め
に
、
城

原
か
ら
商
家
24
戸
が
移
さ
れ

た
。（
移
っ
た
家
は
一
戸
の
み
判

明
）
翌
年
に
は
、
轟
木
町
神
社

（
別
名
、
西
宮
神
社
）
も
玉
来

に
遷
座
さ
れ
た
。
祭
神
は
事
代

主
命
（
恵
比
須
神
と
同
一
視
さ

れ
、
商
売
の
神
と
も
言
わ
れ
る
）

で
あ
る
。

　
更
に
、
文
禄
３
年
（
１
５
９

４
年
）
に
は
、
中
川
公
が
竹
田

の
町
作
り
の
た
め
、
玉
来
等
か

ら
商
家
53
戸
が
竹
田
へ
移
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
西
宮
神

社
も
玉
来
か
ら
竹
田
へ
と
分
霊

さ
れ
た
。

　
だ
か
ら
、
竹
田
の
町
が
出
来

る
前
に
玉
来
の
町
が
あ
り
、
そ

の
玉
来
の
町
が
出
来
る
前
に
城

原
に
町
が
あ
り
栄
え
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
ち
ょ
っ
と
、
城
原

の
自
慢
話
に
な
っ
た
か
な
！

（
麻
生
　
敞
三
）

※

資
料
は
、
豊
後
国
志
・
直
入
郡
志
・

城
原
八
幡
社
誌
な
ど

昔、城原に町筋二つ

ま
る
ご
と
博
物
館
134

↑自然に囲まれ、のびのびと遊びます

↑強い心と体をもった子どもに育ちます

　
保
育
所
は
入
所
す
る
子
ど
も
に

と
っ
て
「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
見
通
し

を
も
っ
た
保
育
内
容
の
重
要
性
を

感
じ
ま
す
。

　
保
育
目
標
に
は
、

◎
の
び
の
び
と
遊
べ
る
子
ど
も

◎
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

◎
強
い
心
と
体
を
も
っ
た
子
ど
も

を
掲
げ
、
保
育
所
と
保
護
者
、
地
域

全
体
が
共
に
手
を
取
り
合
い
、
安
心

で
安
全
な
環
境
の
中
で
乳
幼
児
期

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
場
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
特
別
保
育
事
業
と
し
て
「
延
長

保
育
」「
一
時
預
か
り
」
を
実
施
し

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
２
回
の
保
護
者
懇
談
会
は
、
ビ

デ
オ
を
通
し
て
保
育
所
で
の
お
子

さ
ん
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
子

育
て
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
絵
本
の
貸
し
出
し
で
は
、
絵

本
を
読
み
な
が
ら
親
と
子
の
心
と

体
が
触
れ
合
い
、
温
も
り
の
あ
る
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行

す
る
」
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
青

少
年
赤
十
字
活
動
に
も
力
を
入

れ
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
避
難
訓
練
で
は
、
山
に
住
ん
で
い

る
か
ら
津
波
と
は
関
係
な
い
と
い
う

考
え
を
持
た
ず
、
子
ど
も
が
命
を
守

る
技
を
自
ら

身
に
つ
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を

伝
え
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
想
定

し
た
訓
練
を
実

行
し
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い

ま
す
。
ビ
デ
オ

で
の
人
権
学
習

や
被
災
地
へ
の
募
金
活
動
、
今
春
に

は
、
花
公
園
で
熊
本
地
震
の
募
金
活

動
を
行
い
、
社
員
の
皆
様
や
観
光
客

の
方
々
か
ら
多
く
の
御
支
援
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
科
医
の
指
導
を
受
け
、

平
成
18
年
よ
り
む
し
歯
予
防
の
た

め
に
全
園
児
が
歯
磨
き
、
仕
上
げ
歯

磨
き
を
行
い
、
４
、
５
歳
児
は
フ
ッ

素
洗
口
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
継
続
10
年
表

彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
支
援
に
努
め
、

生
き
る
力
を
育
む
場
と
し
て
縦
の
つ

な
が
り
を
深
め
た
活
動
に
保
護
者

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
　（
白
石
　
由
子
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

久
住
保
育
所

↑避難訓練を真剣に取り組みます

今年も図書館をご利用頂きまして
ありがとうございました

　新年は１月４日㈬から開館いたします。なお、
新館オープン準備のため、来年２月１日㈬～開館
（５月予定）まで休館いたします。大変ご迷惑を
おかけしますが、どうぞよろしくお願いいたします。

12月23日（金・祝）に第19回クリスマスキャロル
を開催します
　場所は竹田市総合社会福祉センター、時間は
13:30～15:00です。サンタさんからのプレゼント
もあるよ！みんな来てねー!!
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鈴木　智順
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・君の名は。（KADOKAWA）
・くつしたしろくん（鈴木出版）
・おばけVSドクロかめん（ポプラ社）
・しろくろつけてよシマウマくん（そうえん社）
・おしりたんてい ふめつのせっとうだん（ポプラ社）
・ずかん細菌ー見ながら学習調べてなっとくー（技術評論社）

・のぞいてみよう！いろいろなのりもの（JTBパブリッシング）

他　100冊ほど入りました

　つつましく、気持ちのよい
生きかた、暮らしかた「もっ
たいない」「おたがいさま」「親
しき仲にも礼儀あり」人生の
先輩たちから聞いたささやか
な庶民の哲学、思いつくまま

に戦後の昭和の暮らしについて書き綴った一冊。巻末に
『戦後昭和の家族の年表」が載っています。南伸坊さん
の装丁の絵が懐かしく微笑ましくもあるエッセイです。
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うとい光でありました…。
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「昭和の親が
　　教えてくれたこと」　　

（森まゆみ　大和書房）
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（浜田廣介　集英社）
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城
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に
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の
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に
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が
奉
仕
し
て
い
た
と
い
う
。

　
徳
治
元
年
（
１
３
０
６
年
）、

玉
来
の
町
を
作
る
た
め
に
、
城

原
か
ら
商
家
24
戸
が
移
さ
れ

た
。（
移
っ
た
家
は
一
戸
の
み
判

明
）
翌
年
に
は
、
轟
木
町
神
社

（
別
名
、
西
宮
神
社
）
も
玉
来

に
遷
座
さ
れ
た
。
祭
神
は
事
代

主
命
（
恵
比
須
神
と
同
一
視
さ

れ
、
商
売
の
神
と
も
言
わ
れ
る
）

で
あ
る
。

　
更
に
、
文
禄
３
年
（
１
５
９

４
年
）
に
は
、
中
川
公
が
竹
田

の
町
作
り
の
た
め
、
玉
来
等
か

ら
商
家
53
戸
が
竹
田
へ
移
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
西
宮
神

社
も
玉
来
か
ら
竹
田
へ
と
分
霊

さ
れ
た
。

　
だ
か
ら
、
竹
田
の
町
が
出
来

る
前
に
玉
来
の
町
が
あ
り
、
そ

の
玉
来
の
町
が
出
来
る
前
に
城

原
に
町
が
あ
り
栄
え
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
ち
ょ
っ
と
、
城
原

の
自
慢
話
に
な
っ
た
か
な
！

（
麻
生
　
敞
三
）

※

資
料
は
、
豊
後
国
志
・
直
入
郡
志
・

城
原
八
幡
社
誌
な
ど

昔、城原に町筋二つ

ま
る
ご
と
博
物
館
134

↑自然に囲まれ、のびのびと遊びます

↑強い心と体をもった子どもに育ちます

　
保
育
所
は
入
所
す
る
子
ど
も
に

と
っ
て
「
最
も
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
見
通
し

を
も
っ
た
保
育
内
容
の
重
要
性
を

感
じ
ま
す
。

　
保
育
目
標
に
は
、

◎
の
び
の
び
と
遊
べ
る
子
ど
も

◎
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

◎
強
い
心
と
体
を
も
っ
た
子
ど
も

を
掲
げ
、
保
育
所
と
保
護
者
、
地
域

全
体
が
共
に
手
を
取
り
合
い
、
安
心

で
安
全
な
環
境
の
中
で
乳
幼
児
期

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
場
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
特
別
保
育
事
業
と
し
て
「
延
長

保
育
」「
一
時
預
か
り
」
を
実
施
し

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
２
回
の
保
護
者
懇
談
会
は
、
ビ

デ
オ
を
通
し
て
保
育
所
で
の
お
子

さ
ん
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
子

育
て
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
絵
本
の
貸
し
出
し
で
は
、
絵

本
を
読
み
な
が
ら
親
と
子
の
心
と

体
が
触
れ
合
い
、
温
も
り
の
あ
る
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行

す
る
」
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
青

少
年
赤
十
字
活
動
に
も
力
を
入

れ
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
避
難
訓
練
で
は
、
山
に
住
ん
で
い

る
か
ら
津
波
と
は
関
係
な
い
と
い
う

考
え
を
持
た
ず
、
子
ど
も
が
命
を
守

る
技
を
自
ら

身
に
つ
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を

伝
え
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
想
定

し
た
訓
練
を
実

行
し
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い

ま
す
。
ビ
デ
オ

で
の
人
権
学
習

や
被
災
地
へ
の
募
金
活
動
、
今
春
に

は
、
花
公
園
で
熊
本
地
震
の
募
金
活

動
を
行
い
、
社
員
の
皆
様
や
観
光
客

の
方
々
か
ら
多
く
の
御
支
援
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
科
医
の
指
導
を
受
け
、

平
成
18
年
よ
り
む
し
歯
予
防
の
た

め
に
全
園
児
が
歯
磨
き
、
仕
上
げ
歯

磨
き
を
行
い
、
４
、
５
歳
児
は
フ
ッ

素
洗
口
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
継
続
10
年
表

彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
支
援
に
努
め
、

生
き
る
力
を
育
む
場
と
し
て
縦
の
つ

な
が
り
を
深
め
た
活
動
に
保
護
者

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
　（
白
石
　
由
子
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

久
住
保
育
所

↑避難訓練を真剣に取り組みます

今年も図書館をご利用頂きまして
ありがとうございました

　新年は１月４日㈬から開館いたします。なお、
新館オープン準備のため、来年２月１日㈬～開館
（５月予定）まで休館いたします。大変ご迷惑を
おかけしますが、どうぞよろしくお願いいたします。

12月23日（金・祝）に第19回クリスマスキャロル
を開催します
　場所は竹田市総合社会福祉センター、時間は
13:30～15:00です。サンタさんからのプレゼント
もあるよ！みんな来てねー!!
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市長コラム
〈第88回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

空き店舗活用チャレンジショップ事業
まちづくりたけた株式会社〝アグル〟

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←竹田市名誉市民の朝倉文夫先生
作・「産後の猫」。写真左は朝倉
文夫記念館（豊後大野市）所蔵
のもの。写真右は今回首藤市長
が市に寄託したもの

「
竹
田
」の
文
化
度
を
高
め
る
の
は
、住
民
自
身

人
気
番
組「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」が
教
え
て
く
れ
た

竹
田
温
泉
群

「
温
泉
総
選
挙
２
０
１
６
」

健
康
増
進
部
門
１
位
に
！

　
温
泉
の
効
能
や
温
泉
地
の
魅
力
に

つ
い
て
国
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、
う
る
お
い
日
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
主
催
（
環
境
省
、
国
土
交

通
省
観
光
庁
・
後
援
）
で
行
わ
れ
た

「
温
泉
総
選
挙
２
０
１
６
」
に
お
い

て
、
竹
田
温
泉
群
（
長
湯
温
泉
郷
・

久
住
高
原
温
泉
郷
・
竹
田
・
荻
温
泉

郷
）
が
健
康
増
進
部
門
で
第
１
位
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
１
２
５
の
温
泉
地
を
持
つ
全
国
の

自
治
体
が
応
募
。
今
回
は
泉
質
の
効

能
や
自
治
体
主
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
宿

泊
施
設
、
商
店
街
の
取
り
組
み
な
ど

を
も
と
に
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」「
う
る
肌
」「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」「
健
康
増
進
」「
女
子
旅
」

「
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
」「
レ
ジ
ャ
ー
」

の
８
部
門
で
ベ
ス
ト
５
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
を
さ
ら
に
今
後
の
観
光

振
興
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
大
事
件
が
発
生
し
た
。
私
が
10
年
以

上
前
に
購
入
し
た
朝
倉
文
夫
先
生
の
作
品
「
産
後
の
猫
」
が
、

か
の
お
宝
鑑
定
団
に
登
場
し
て
、
何
と
購
入
価
格
の
20
倍
以
上

の
評
価
額
、
５
０
０
万
円
！
と
な
っ
て
全
国
放
映
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
私
は
あ
の
猫
が
朝
倉
文
夫
先
生
の
作
品
で
あ
る

こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
た
だ
、
ど
う
見
て
も
ブ
ロ
ン
ズ
の
綺
麗
さ

は
な
か
っ
た
し
、
作
者
が
証
明
す
る
は
ず
の
箱
書
き
も
な
か
っ

た
か
ら
、
後
世
、
だ
れ
か
が
い
た
ず
ら
し
て
、
本
物
に
型
枠
を

被
せ
て
製
造
し
た
不
良
品
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
。
原
型
は
朝
倉

文
夫
先
生
だ
し
、
全
く
の
偽
物
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

そ
れ
な
り
の
取
り
扱
い
を
す
れ
ば
失
礼
に
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
。
だ
か
ら
、
共
箱
で
正
式
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
な

ら
ば
、
２
０
０
万
円
は
す
る
だ
ろ
う
代
物
を
10
分
の
１
ほ
ど
の

値
段
で
購
入
し
て
、
旅
館
の
寮
の
壁
に
野
ざ
ら
し
に
し
て
お
い

た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
そ
の
前
を
歩
く
人
た
ち
の
中
に
は
、「
あ
っ
、
猫

が
い
る
」
と
興
味
を
示
し
て
く
れ
る
人
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
人
と
人
、
人
と
物
事
の
出
会
い
に
偶
然
で
あ
る
こ

と
は
な
い
と
教
え
て
く
れ
た
川
端
康
成
先
生
の
言
葉
ど
お
り
、

「
あ
の
猫
が
気
に
な
る
」
と
言
っ
て
、
東
京
ま
で
持
ち
込
ん
だ
テ

レ
ビ
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
予
感
に
は
恐
れ
入
っ
た
。
４
か
月

間
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
あ
の
猫
は
朝
倉
先
生
自
身
の
手
で

鋳
造
さ
れ
た
作
品
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
の
だ
。

　
実
は
、
今
回
の
こ
と
で
私
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
私
は
朝
倉
文
夫
先
生
も
、
田
能
村
竹
田
先
生
も
、
つ

ま
り
、
ふ
る
さ
と
竹
田
に
縁
の
あ
る
人
た
ち
の
作
品
や
歴
史
に

は
人
一
倍
の
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
実
物
は
も
ち
ろ
ん
、
写
真
集

や
随
筆
集
に
も
強
い
憧
れ
を
感
じ
て
、
秋
の
夜
な
ら
ず
と
も
枕

頭
に
置
い
て
心
の
癒
や
し
に
し
て
い
る
。

　
今
回
の
こ
と
で
、
竹
田
市
や
豊
後
大
野
市
か
ら
た
く
さ
ん
の

電
話
や
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
作
品
は
竹
田
市

に
寄
託
し
て
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
し
、

近
い
う
ち
に
豊
後
大
野
市
に
あ
る
朝
倉
文
夫
記
念
館
で
見
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
で
あ
る
。
竹
田
市
も

豊
後
大
野
市
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
誇
り
を

も
っ
て
こ
の
作
品
を
見
て
い
た
だ
け
る
の
か
が
気
に
な
る
。

　
気
に
な
る
の
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
り
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
や
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
り
し
て
い
る
地
域
の
、
住

民
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
の
度
合
い
で
あ
る
。

　
せ
っ
か
く
の
、
誇
る
べ
き
遺
産
に
関
心
を
示
さ
な
い
住
民
が

多
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
地
域
の
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

　
朝
倉
文
夫
先
生
の
猫
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
竹
田
市
が
生

み
出
し
た
南
画
の
大
家
、
田
能
村
竹
田
先
生
の
こ
と
を
竹
田
市

民
は
ど
こ
ま
で
知
り
、
そ
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

竹
田
先
生
の
弟
子
で
あ
る
田
能
村
直
入
、
さ
ら
に
は
田
近
竹
邨

さ
ん
や
佐
久
間
竹
浦
さ
ん
、
久
住
の
都
甲
九
峰
さ
ん
ら
の
こ
と

を
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
し
た
ら
、
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
つ
い
で
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
岡
城
跡
に
建
っ
て
い
る
勤
王
の

志
士
で
あ
る
小
河
一
敏
先
生
や
熊
沢
蕃
山
先
生
の
顕
彰
碑
の
こ

と
も
知
る
人
は
皆
無
に
等
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
て
、
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
誇
る
べ
き
ま
ち
に

住
み
た
い
、
夢
多
き
ま
ち
に
住
み
た
い
と
思
う
私
た
ち
が
お
ら

ず
し
て
、
将
来
、
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
と
思
う
人
材
が
育
つ

の
だ
ろ
う
か
。

　
要
は
、
や
は
り
地
域
を
愛
す
る
人
づ
く
り
で
あ
る
。

　
い
ま
は
亡
き
平
松
守
彦
前
知
事
が
言
っ
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
に

考
え
　
ロ
ー
カ
ル
に
生
き
よ
う
」
と
。
小
さ
な
世
界
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
時
空
を
越
え
て
地
域
を
導
い
た
先
人
達
の
こ

と
に
、
静
か
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
朝
倉
文
夫
先
生
の
ブ
ロ
ン
ズ
「
産
後
の
猫
」
の
向
こ
う
に
田

能
村
竹
田
先
生
や
瀧
廉
太
郎
先
生
の
顔
が
浮
か
ん
で
見
え
た
。

新
婚
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
結
婚
に
伴
う
新
生

活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
４
月
１
日
以
降
、
結
婚
し
、
夫

婦
の
所
得
合
計
が
３
０
０
万
円
未

満
の
世
帯
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
を
対
象
に
、
新
た
に
契
約
ま
た

は
購
入
し
た
住
居
費
や
引
越
し
費

用
の
新
生
活
に
係
る
経
費
に
対
し

て
、
18
万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
竹
田
市
企
画
情

報
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
・

２
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

空き店舗で
「夢」にチャレンジ！

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています

　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
「
ア
グ
ル
」

が
行
っ
て
い
る
、「
空
き
店
舗
活
用

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
と

は
、
新
規
出
店
を
希
望
す
る
意
欲
の

あ
る
事
業
者
を
対
象
に
、
市
内
中
心

市
街
地
内
の
「
空
き
店
舗
」
を
貸
し

出
し
、
出
店
者
へ
の
一
定
期
間
の
経

営
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
市
街
地

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が
選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。
また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。
　政治家は選挙区内の人に対して答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の
時候のあいさつ状を出すことも禁止されています。
　お金のかからない明るい選挙を実現するために、寄附禁止のルールを守りましょう。
●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-4814

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
10
月
17
日
、「
空
き
店
舗
活
用

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
の
１

号
店
が
竹
田
市
街
地
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
１
号
店
と
な
っ
た
店
舗

は
、
竹
田
市
街
地
で
初
の
ネ
イ
ル
サ

ロ
ン
「Infinite

（
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ

ト
）」。
主
に
ネ
イ
ル
の
装
飾
や
手
入

れ
等
を
行
い
ま
す
が
、
専
用
の
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
等
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
号
店
と
な
る
う
ど
ん
店

「dining hall TAKETA

（
ダ
イ
ニ

ン
グ
ホ
ー
ル
・
タ
ケ
タ
）」
が
10
月

29
日
に
オ
ー
プ
ン
。
旧
ま
つ
や
食
堂

の
名
物「
ご
ま
う
ど
ん
」を
継
承
し
、

初
日
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
通

じ
て
、
町
の
空
き
店
舗
に
新
し
い
魅

力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後

も
出
店
者
の
情
熱
を
も
っ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
ま
ち
の
活
性
化
へ
と
導
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

NAILSALON Infinite  
竹田市竹田町390-1
☎080-8553-9056
　10:00～（17:00～要予約）
㊡日曜・祝日

dining hall TAKETA  
竹田市竹田町291　☎080-6456-9393
　11:30～23:00
㊡定休日㈫・㈬

これらのものも、
政治家の寄附禁止の
対象となります。

三ない運動

秘書等が代理で
出席する
場合の
結婚祝

譲らない!
求めない!
受け取らない!

病気見舞

地域の運動会
スポーツ大会への
飲食物等
の差入

お歳暮・お年賀

お祭りへの
寄附・
差入

入学祝・卒業祝

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・
飲食物の
差入

葬儀の花輪・
供花

落成式・
開店祝
等の
花輪

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の
香典

みんなで
徹底しよう

高まる期待！ 1号店＆2号店が相次いでオープン

営

営
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市長コラム
〈第88回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

空き店舗活用チャレンジショップ事業
まちづくりたけた株式会社〝アグル〟

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←竹田市名誉市民の朝倉文夫先生
作・「産後の猫」。写真左は朝倉
文夫記念館（豊後大野市）所蔵
のもの。写真右は今回首藤市長
が市に寄託したもの

「
竹
田
」の
文
化
度
を
高
め
る
の
は
、住
民
自
身

人
気
番
組「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」が
教
え
て
く
れ
た

竹
田
温
泉
群

「
温
泉
総
選
挙
２
０
１
６
」

健
康
増
進
部
門
１
位
に
！

　
温
泉
の
効
能
や
温
泉
地
の
魅
力
に

つ
い
て
国
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、
う
る
お
い
日
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
主
催
（
環
境
省
、
国
土
交

通
省
観
光
庁
・
後
援
）
で
行
わ
れ
た

「
温
泉
総
選
挙
２
０
１
６
」
に
お
い

て
、
竹
田
温
泉
群
（
長
湯
温
泉
郷
・

久
住
高
原
温
泉
郷
・
竹
田
・
荻
温
泉

郷
）
が
健
康
増
進
部
門
で
第
１
位
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
１
２
５
の
温
泉
地
を
持
つ
全
国
の

自
治
体
が
応
募
。
今
回
は
泉
質
の
効

能
や
自
治
体
主
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
宿

泊
施
設
、
商
店
街
の
取
り
組
み
な
ど

を
も
と
に
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」「
う
る
肌
」「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」「
健
康
増
進
」「
女
子
旅
」

「
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
」「
レ
ジ
ャ
ー
」

の
８
部
門
で
ベ
ス
ト
５
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
を
さ
ら
に
今
後
の
観
光

振
興
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
大
事
件
が
発
生
し
た
。
私
が
10
年
以

上
前
に
購
入
し
た
朝
倉
文
夫
先
生
の
作
品
「
産
後
の
猫
」
が
、

か
の
お
宝
鑑
定
団
に
登
場
し
て
、
何
と
購
入
価
格
の
20
倍
以
上

の
評
価
額
、
５
０
０
万
円
！
と
な
っ
て
全
国
放
映
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
私
は
あ
の
猫
が
朝
倉
文
夫
先
生
の
作
品
で
あ
る

こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
た
だ
、
ど
う
見
て
も
ブ
ロ
ン
ズ
の
綺
麗
さ

は
な
か
っ
た
し
、
作
者
が
証
明
す
る
は
ず
の
箱
書
き
も
な
か
っ

た
か
ら
、
後
世
、
だ
れ
か
が
い
た
ず
ら
し
て
、
本
物
に
型
枠
を

被
せ
て
製
造
し
た
不
良
品
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
。
原
型
は
朝
倉

文
夫
先
生
だ
し
、
全
く
の
偽
物
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

そ
れ
な
り
の
取
り
扱
い
を
す
れ
ば
失
礼
に
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
。
だ
か
ら
、
共
箱
で
正
式
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
な

ら
ば
、
２
０
０
万
円
は
す
る
だ
ろ
う
代
物
を
10
分
の
１
ほ
ど
の

値
段
で
購
入
し
て
、
旅
館
の
寮
の
壁
に
野
ざ
ら
し
に
し
て
お
い

た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
そ
の
前
を
歩
く
人
た
ち
の
中
に
は
、「
あ
っ
、
猫

が
い
る
」
と
興
味
を
示
し
て
く
れ
る
人
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
人
と
人
、
人
と
物
事
の
出
会
い
に
偶
然
で
あ
る
こ

と
は
な
い
と
教
え
て
く
れ
た
川
端
康
成
先
生
の
言
葉
ど
お
り
、

「
あ
の
猫
が
気
に
な
る
」
と
言
っ
て
、
東
京
ま
で
持
ち
込
ん
だ
テ

レ
ビ
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
予
感
に
は
恐
れ
入
っ
た
。
４
か
月

間
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
あ
の
猫
は
朝
倉
先
生
自
身
の
手
で

鋳
造
さ
れ
た
作
品
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
の
だ
。

　
実
は
、
今
回
の
こ
と
で
私
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
私
は
朝
倉
文
夫
先
生
も
、
田
能
村
竹
田
先
生
も
、
つ

ま
り
、
ふ
る
さ
と
竹
田
に
縁
の
あ
る
人
た
ち
の
作
品
や
歴
史
に

は
人
一
倍
の
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
実
物
は
も
ち
ろ
ん
、
写
真
集

や
随
筆
集
に
も
強
い
憧
れ
を
感
じ
て
、
秋
の
夜
な
ら
ず
と
も
枕

頭
に
置
い
て
心
の
癒
や
し
に
し
て
い
る
。

　
今
回
の
こ
と
で
、
竹
田
市
や
豊
後
大
野
市
か
ら
た
く
さ
ん
の

電
話
や
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
作
品
は
竹
田
市

に
寄
託
し
て
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
し
、

近
い
う
ち
に
豊
後
大
野
市
に
あ
る
朝
倉
文
夫
記
念
館
で
見
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
で
あ
る
。
竹
田
市
も

豊
後
大
野
市
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
誇
り
を

も
っ
て
こ
の
作
品
を
見
て
い
た
だ
け
る
の
か
が
気
に
な
る
。

　
気
に
な
る
の
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
り
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
や
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
り
し
て
い
る
地
域
の
、
住

民
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
の
度
合
い
で
あ
る
。

　
せ
っ
か
く
の
、
誇
る
べ
き
遺
産
に
関
心
を
示
さ
な
い
住
民
が

多
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
地
域
の
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

　
朝
倉
文
夫
先
生
の
猫
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
竹
田
市
が
生

み
出
し
た
南
画
の
大
家
、
田
能
村
竹
田
先
生
の
こ
と
を
竹
田
市

民
は
ど
こ
ま
で
知
り
、
そ
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

竹
田
先
生
の
弟
子
で
あ
る
田
能
村
直
入
、
さ
ら
に
は
田
近
竹
邨

さ
ん
や
佐
久
間
竹
浦
さ
ん
、
久
住
の
都
甲
九
峰
さ
ん
ら
の
こ
と

を
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
し
た
ら
、
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
つ
い
で
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
岡
城
跡
に
建
っ
て
い
る
勤
王
の

志
士
で
あ
る
小
河
一
敏
先
生
や
熊
沢
蕃
山
先
生
の
顕
彰
碑
の
こ

と
も
知
る
人
は
皆
無
に
等
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
て
、
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
誇
る
べ
き
ま
ち
に

住
み
た
い
、
夢
多
き
ま
ち
に
住
み
た
い
と
思
う
私
た
ち
が
お
ら

ず
し
て
、
将
来
、
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
と
思
う
人
材
が
育
つ

の
だ
ろ
う
か
。

　
要
は
、
や
は
り
地
域
を
愛
す
る
人
づ
く
り
で
あ
る
。

　
い
ま
は
亡
き
平
松
守
彦
前
知
事
が
言
っ
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
に

考
え
　
ロ
ー
カ
ル
に
生
き
よ
う
」
と
。
小
さ
な
世
界
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
時
空
を
越
え
て
地
域
を
導
い
た
先
人
達
の
こ

と
に
、
静
か
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
朝
倉
文
夫
先
生
の
ブ
ロ
ン
ズ
「
産
後
の
猫
」
の
向
こ
う
に
田

能
村
竹
田
先
生
や
瀧
廉
太
郎
先
生
の
顔
が
浮
か
ん
で
見
え
た
。

新
婚
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
結
婚
に
伴
う
新
生

活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
４
月
１
日
以
降
、
結
婚
し
、
夫

婦
の
所
得
合
計
が
３
０
０
万
円
未

満
の
世
帯
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
を
対
象
に
、
新
た
に
契
約
ま
た

は
購
入
し
た
住
居
費
や
引
越
し
費

用
の
新
生
活
に
係
る
経
費
に
対
し

て
、
18
万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
竹
田
市
企
画
情

報
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
・

２
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

空き店舗で
「夢」にチャレンジ！

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています

　
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
「
ア
グ
ル
」

が
行
っ
て
い
る
、「
空
き
店
舗
活
用

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
と

は
、
新
規
出
店
を
希
望
す
る
意
欲
の

あ
る
事
業
者
を
対
象
に
、
市
内
中
心

市
街
地
内
の
「
空
き
店
舗
」
を
貸
し

出
し
、
出
店
者
へ
の
一
定
期
間
の
経

営
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
市
街
地

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が
選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。
また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。
　政治家は選挙区内の人に対して答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の
時候のあいさつ状を出すことも禁止されています。
　お金のかからない明るい選挙を実現するために、寄附禁止のルールを守りましょう。
●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-4814

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
10
月
17
日
、「
空
き
店
舗
活
用

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
の
１

号
店
が
竹
田
市
街
地
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
１
号
店
と
な
っ
た
店
舗

は
、
竹
田
市
街
地
で
初
の
ネ
イ
ル
サ

ロ
ン
「Infinite

（
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ

ト
）」。
主
に
ネ
イ
ル
の
装
飾
や
手
入

れ
等
を
行
い
ま
す
が
、
専
用
の
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
等
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
号
店
と
な
る
う
ど
ん
店

「dining hall TAKETA

（
ダ
イ
ニ

ン
グ
ホ
ー
ル
・
タ
ケ
タ
）」
が
10
月

29
日
に
オ
ー
プ
ン
。
旧
ま
つ
や
食
堂

の
名
物「
ご
ま
う
ど
ん
」を
継
承
し
、

初
日
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
通

じ
て
、
町
の
空
き
店
舗
に
新
し
い
魅

力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後

も
出
店
者
の
情
熱
を
も
っ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
ま
ち
の
活
性
化
へ
と
導
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

NAILSALON Infinite  
竹田市竹田町390-1
☎080-8553-9056
　10:00～（17:00～要予約）
㊡日曜・祝日

dining hall TAKETA  
竹田市竹田町291　☎080-6456-9393
　11:30～23:00
㊡定休日㈫・㈬

これらのものも、
政治家の寄附禁止の
対象となります。

三ない運動

秘書等が代理で
出席する
場合の
結婚祝

譲らない!
求めない!
受け取らない!

病気見舞

地域の運動会
スポーツ大会への
飲食物等
の差入

お歳暮・お年賀

お祭りへの
寄附・
差入

入学祝・卒業祝

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・
飲食物の
差入

葬儀の花輪・
供花

落成式・
開店祝
等の
花輪

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の
香典

みんなで
徹底しよう

高まる期待！ 1号店＆2号店が相次いでオープン

営

営
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誕生おめでとう 10 月生まれ（親・自治会）

100歳いつまでもお元気で

！アッパレ！
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阿孫  久見

マンシュウスイラン（キク科）

　
山
地
の
草
原
の
湿
地
に
生
育
す
る

高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎

は
直
立
し
ま
す
が
細
い
の
で
、
し
ば

し
ば
傾
い
て
い
ま
す
。
仲
間
の
ス
イ

ラ
ン
に
似
て
い
ま
す
が
、
花
の
柄
が

短
く
苞
葉
（
花
の
下
部
に
つ
き
、
つ

ぼ
み
の
花
を
保
護
す
る
葉
の
変
形
し

た
も
の
）
の
数
が
少
な
い
の
で
区
分

し
ま
す
。

　
互
生
の
ふ
ち
に
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
あ
る

線
状
披
針
形
の
葉
は
根
元
に
集
ま
っ

て
つ
き
ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ

30
㌢
、
幅
が
１
・
５
㌢
ほ
ど
で
、
先

は
と
が
り
裏
面
は
粉
白
色
で
す
。
茎

に
つ
く
葉
は
小
さ
い
線
形
で
す
。

　
秋
の
頃
、
枝
分
か
れ
し
た
茎
の
先

端
に
径
３
・
５
㌢
ほ
ど
の
上
品
な
淡

黄
色
の
花
弁
の
多
い
頭
花
を
１
個
咲

か
せ
ま
す
。
花
弁
の
先
は
浅
く
５
裂

し
ま
す
。

　
ス
イ
ラ
ン
の
和
名
は
細
長
い
葉
が

ラ
ン
に
似
て
い
て
水
湿
地
に
生
え
る

こ
と
と
、
マ
ン
シ
ュ
ウ
は
大
陸
と
共

通
す
る
植
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
満
州

水
蘭
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
坊

ガ
ツ
ル
湿
原
や
久
住
高
原
の
低
い
湿

地
で
稀
に
観
察
さ
れ
る
産
地
極
限
の

貴
重
な
植
物
で
す
。
大
陸
系
遺
存
植

物
で
大
分
県
の
絶
滅
危
惧
種
。
花
期

は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

誕生日　親
（地区・自治会）

平成27年12月生まれ

し
っ

く
き

ち
ょ
く
り
つ

ほ
そ

か
た
む

に

え

ほ
う
よ
う

ほ
　
ご

く
ぶ
ん

り
め
ん

せ
ん
け
い

ふ
ん
は
く
し
ょ
く

ご
せ
い

せ
ん
じ
ょ
う
ひ
し
ん
け
い

ち

た
ん

お
う
し
ょ
く

か
べ
ん

と
う
か

れ
つ

す
い
し
っ  

ち

は
マ
ン
シ
ュ
ウ

ス
イ
ラ
ン

ま
れ

さ
ん
ち
き
ょ
く
げ
ん

き
ち
ょ
う

た
い
り
く
け
い
い  

ぞ
ん
し
ょ
く

ぶ
つ

ぜ
つ
め
つ
き

ぐ
し
ゅ



障害者週間　 社会福祉

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
自
立
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
所
す
る
お
子
さ
ん
の
成
長
の

た
め
に
、
家
族
と
力
を
合
わ
せ
職
員

一
丸
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て

い
ま
す
。
見
学
等
お
問
い
合
わ
せ
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
事
業
所
名
称
〕こ
ど
も
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」

〔
所
在
地
〕 

〒
８
７
８-

０
０
０
７

竹
田
市
大
字
三
宅
１
７
６
３-

１

  

☎
０
９
７
４-

63-

３
７
９
０（
直
通
）

みんなで防ごう！

障がい者虐待

  

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す共

生
社
会
へ

誰
も
が
イ
キ
イ
キ

暮
ら
せ
る

竹
田
で
初
め
て
の
「
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

認
知
症
の
人
の「
支
援
」を
考
え
る

　
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
方
の

声
を
聞
く
こ
と
で
理
解
を
深
め
、
障

が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
お
互
い

に
尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
竹
田
市
内
に

お
い
て
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
障
が
い
児
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
、
こ
ど
も
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」

を
紹
介
し
ま
す
。＊

　
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」
は
、
平
成
12
年

か
ら
障
が
い
の
あ
る
０
〜
18
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
。
現
在
は
児

童
福
祉
法
の
児
童
発
達

支
援
と
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
発
達
支
援
は
、

未
就
学
児
が
対
象
で
、

日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
的
生
活
習
慣
や
小
集

団
で
の
活
動
を
通
し

て
、
人
と
関
わ
る
力
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
就
学

児
を
対
象
に
、
放
課
後

や
長
期
休
暇
中
に
友
達

と
楽
し
く
過
ご
し
、
そ

み
ん
な
で
取
り
組
む

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ

る
障
害
者
差
別
解
消
法
）
で
は
、
不

当
な
差
別
的
な
取
り
扱
い
が
禁
止

さ
れ
、
障
が
い
者
へ
の
「
合
理
的
配

慮
」
が
法
的
義
務
、
ま
た
は
努
力
義

務
と
な
り
ま
し
た
。

〇
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
例

　
・
車
い
す
を
理
由
に
店
に
入
れ
な

い
。

　
・
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
で

ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
。

〇
合
理
的
配
慮
の
例

　
・
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、

　
　
書
面
で
説
明
す
る
。

　
・
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、

　
　
書
類
を
読
み
上
げ
る
。

↑みんなでかるたとり。ハーイ！私がとった！（児童発達支援）

↑講演する一般社団法人
だんだん会理事長の宮
崎和加子さん

←フォーラムには200人
以上が参加しました

↑卓球バレー！みんな真剣勝負です！（放課後等デイサービス）

　障がい者虐待は、どこでも起こり
うる身近な問題です。
　虐待をされている人が虐待だと認
識できない、自分から被害を訴えられ
ない場合があります。障がい者虐待
に気づいた方は、一人で抱え込んだ
り、放置したりせずに竹田市障害者虐
待防止センターにご連絡ください。
　早めの対応や支援が障がい者と虐
待者双方の救済へとつ
ながります。ご協力を
お願いします。

●お問い合せ
　竹田市障害者虐待防止センター
　（竹田市社会福祉課内）
　☎63-4811　FAX 63-0988

　
・
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

　
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解

消
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
責
務

で
す
。
少
し
の
配
慮
で
助
か
る
人
が

い
る
こ
と
を
心
に
と
ど
め
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
豊
か
な
共
生

社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

民間事業者等国・地方公共団体

禁　止 

法的義務 

不当な差別
的取扱い

合理的配慮
の提供

お申込み・ご提出先

保育所（園）
認定こども園（保育を必要とする
０～５歳の子ども）

認定こども園（教育利用を希望
する３～５歳の子ども）

竹田市社会福祉課　及び
各支所地域振興課

お申込み・ご提出先希望する教育・保育施設

なおいりこども園

「
認
可
保
育
所（
園
）」「
認
定
こ
ど

も
園
」 12
／
５
か
ら
受
付
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
認
可
保
育
所

（
園
）
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所

申
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
保
育
所
（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園

の
申
込
書
類
は
社
会
福
祉
課
、
各

支
所
地
域
振
興
課
及
び
各
保
育
所

（
園
）
に
あ
り
ま
す
。
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
、
押
印
の
う
え
、

添
付
書
類
と
あ
わ
せ
て
受
付
期
間

内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
班
回
覧
の
「
平

成
29
年
度
　
保
育
所
入
所
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
平
成
28
年
12
月
５
日

㈪
〜
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

（※

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
の

期
間
を
除
く
）

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
受
付
期
間
内
に
申
込
み
さ
れ

た
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
期
間

内
で
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

保
育
を
必
要
と
せ
ず
認
定
こ
ど
も

園
の
教
育
利
用
を
申
し
込
ま
れ
る

方
は
直
接「
な
お
い
り
こ
ど
も
園
」

へ
お
申
し
出
い
た
だ
き
、
内
定
を

受
理
さ
れ
た
後
、
園
を
通
じ
て
利

用
の
た
め
の
認
定
申
請
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
社
会
福
祉

課
　
子
育
て
支
援
係
　
☎
63-

４

８
１
１

第２回子育て講演会
by 夢苞

　「今ドキッ！子育て○○」
　～聞いてみたい　言ってみたい
　　子育ての悩み～
講師　佐藤敬子先生（子育て情報誌ク

ルールに「子育てアドバイス」連
載中）／石垣和之先生（大分県
消費生活・男女共同参画プラザ 
県民活動支援室長）

日時　12月17日㈯　13:00～15:00
会場　竹田市総合社会福祉センター

　当日は、子育ての悩み相談にもお答え
します。子育て中の方、子育て支援に関
心のある方、皆さまのご来場をお待ちし
ています。

●お問い合せ
　〔講演〕子育てひろば「夢とんぼ」
　☎0974-63-1186
　〔託児〕竹田市子育てサポートセンター
　「ゆめいかだ」　☎090-2084-7912

12 17
㈯

禁　止 

努力義務

　
11
月
12
日
、
認
知
症
の
方
に
寄

り
添
う
支
援
や
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、
竹

田
市
在
宅
医
療
推
進
協
議
会
主
催

の「
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
た
け
た
」

が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
一
般
社
団
法
人
だ
ん
だ

ん
会
理
事
長
の
宮
崎
和
加
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
認
知
症
の
人
を

支
え
て
い
く
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
さ
ん
は
、
ご
自

身
が
立
ち
上
げ
た
『
認
知
症
の
人
が

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
、
仲
間
と
協

力
を
し
て
、
社
会
と
つ
な
が
っ
て
生

活
し
、
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
』
と
い

う
方
針
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
実

例
を
挙
げ
な
が
ら
、「
認
知
症
に

な
っ
て
も
支
援
（
介
護
）
次
第
で
自

由
に
伸
び
伸
び
と
、
自
分
ら
し
く
笑

顔
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語

り
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
認
知
症
の
人
を
支
え

る
市
内
５
団
体
（
認
知
症
家
族
の
会

「
笑
顔
の
会
」、
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
・
直
入「
ゆ
の
は
な
」、

大
分
銀
行
竹
田
支
店
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
く
た
み
の
も
り
、
加
藤
病

院
）
に
よ
る
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
市
民
、
関
係
者
に

と
っ
て
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

「
竹
田
市
の
認
知
症
支
援
施
策
の
今

後
の
方
向
性
」
や
「
地
域
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
考
え
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

SOS

広報たけた  平成28年12月号 ①



民生委員・児童委員の一斉改選

　あなたの地域の民生委員・児童委員の方をご存じですか。安全で、安心なまちづくりのために、いつもあなた
を見守っているのです。 「ご近所さん」のつながりや、地域ぐるみの取り組みが必要になってきています。 ともに
支えあいましょう。
 　今回は民生委員・児童委員の役割や活動、各地区の委員の氏名などについてご紹介します。

わたしたちが　いつも見守っています
●民生委員・児童委員のみなさん（敬称略）

　民生委員・児童委員について、一斉改選があり12月
１日付けで別表の方々が厚生労働大臣から委嘱されま
した。
　民生委員・児童委員は、皆さんの身近に住んでいる
方で、その地域をよく知り、社会福祉活動に熱意を
もっている方の中から厚生労働大臣が委嘱します。そ
の活動に対しての報酬は支給されません。委員の任期
は３年間です。
　誰もが、住み慣れた地域や家庭で安心して暮らして
いくには、共に支え合い、助け合う地域づくりが必要
です。民生委員・児童委員は、関係機関と連携しなが
ら地域づくりのお手伝いをしています。
　 家族や住居、健康のことなど、生活上のあらゆる悩
み事をご相談ください。民生委員・児童委員には守秘
義務があり、個人の相談内容や秘密が他にもれること
は絶対にありません。
　親身になって相談を受け、一緒になって考え、関係
機関と連携を図りながら解決を目指します。安心して
ご相談ください。

主任児童委員のみなさん
　民生委員・児童委員は幅広い受持事項をもって
います。そのため、近年の児童に対する問題の複
雑化や重要性から、これまで以上に児童問題に積
極的に対処していく専門員が必要となり、平成６
年、主任児童委員が設置されました。
　特に担当する地域は持たず、従来の区域を担当
する民生委員・児童委員と一体となって、子ども
の問題や子育て支援活動に取り組んでいます。

●お問い合せ　
　竹田市社会福祉課　管理係　☎0974-63-4811

東古町・西古町・浦町・慶
順町
下本町・中本町・東本町・
下町
向町・府内町・田町・新町
上町・上本町・寺町
久戸・上角東・殿町・上角
西・鬼ケ城
山手・溝川・山川・茶屋ノ辻
杣谷・鷹匠町・川向・城北町
片ケ瀬・提灯谷・岡城通り

羽恵・濁淵・挾田
坂上・坂下・宮山・真菰・上
坂下
中村・小賀・立石・枝
十一・上平田・小仲尾
長慶・政所・鬼田・荻迫
折立・橋宇津・田平・前田
平・小高野
上下木・下木・赤坂・鏡
屏風ケ淵・三砂
田原・天神・田原東・中飛
田
上飛田・荒巻・坂折・塩付・
下平田
鹿口・上鹿口・上平・一本
木
千引・七里・七里団地・
ニュータウン七里・ニュー
タウン七里南

桜瀬・拝田原
阿蔵・東
東中
西・西中
吉田・中尾・恵良
大正・岩本
薊菜・穴井迫・下田・渡瀬・
松恵
漆迫・向山田・岩瀬
大津留上・栃鶴・大津留下
松円・下矢倉・下矢倉団
地・音羽
小塚・旧池部・田代・池部・
上今・楠野・下今
平井・下菅生北・下菅生南
原山・上菅生・中央
戸上・国方・西戸上・戸上
南

中江　貫一

山﨑　勢子

後藤　健治
（選任中）

渡会　良治

合澤　文子
太田　雪子
後藤　　公

島田　克子

佐藤　睦子

峯田久美子

加藤　正勝
吉野　俊一
河野三枝子

阿南　哲也

秦　　眞純
原田　順一

後藤　俊行

吉野　秀俊

大塚　由美

河野　陽一

佐久間良美

黒田　洋子

後藤　　了
工藤　史男
野仲　敏子
矢野　節子
阿南　修平
吉良　君孝

工藤　　健

藤井　妙子
佐田　繁子

後藤治一郎

甲斐　久光

堀　冨士子
山岡　正近

工藤　豊彦

堀　　智子

後藤　文子

63-2391

62-2813

080-5277-2790

63-1492

62-4811
63-3013
62-3242

63-1371

62-2385

63-4391

62-3928
62-2926
63-4075

63-4262

62-3031
63-1635

63-3755

63-4692

62-3696

63-3675

62-3044

63-4030

63-2582
63-3647
62-3214
62-3179
62-3343
62-2264

63-3597

66-2200
63-1294

63-2744

65-2426

65-2410
65-2134

65-2457

65-2242

62-4861

地区名 氏　名 電話番号 担 当 地 区

中

　
　央

竹

　
　田

東

　
　部

西

　
　部

岡

　本

明

　治

豊

　岡

玉

　来

松

　本

菅

　生

主　任
児童委員

主　任
児童委員

主　任
児童委員

小高野・矢原・河宇田・大
仲寺
泉水・笹尾・長小野・大津
留・出合
牧・政所・姿岩本・太田原
倉木下・倉木上・田井
吐合・井手の上
名子・中角・辻原・横平
次倉・高山・宮戸
瀬の口・中央・妙見
田原・久小野・紺屋・緩木
滝部・百木・小川

市用・川床米納戸・下志
土知下・下志土知上・下
志土知
川床下・上川床・志土知・
久保
炭竃・刈小野下・刈小野・
上畑・三本松
上坂田東・上坂田西・古園
紙漉・柚長・米納・神町・宮
の上
雉ケ平・上高伏・高伏・森
屋
法泉・轟木・木原
下坂田東・下坂田西・下深
迫・上深迫・福原
神川・鉢山・長田尾・小川・
北尾鶴・熊地

馬場・高城
桜町東・桜町南
桜町西・桜町栄
桑木・藤渡
木下・政所
新藤・南河内
恵良原・馬背野
仏面・叶野・高練木・
大平
柏原・瓜作・北原
陽目・宮平・田代
西福寺・鴫田

佐々木英二

阿南すみ子

渡邊　義憲
渡辺　恭介
丸山　勝利
阿南　有三
相馬　久則
堀　　勝己
酒見　清子
川野　和代

釘宮　悦子

古澤　歳治

甲斐　重秋

菅　　健二

菅　　惠次

森　太喜夫

斉藤　　修

古庄　京子

大久保幸代

黒田　朱美

衞藤　聖子

佐藤　一喜
原田　優子
白石　健一
白石　一光
山本　昭雄
佐藤　精治
山村　敏明

佐藤冨士夫

菅　　敏昭
甲斐　芳美
大森　純生

甲斐八重子

63-0367

62-2450

62-2251
67-2752
67-2557
67-2710
67-2202
67-2449
67-2050
67-2016

67-2905

66-2289

66-2653

66-2513

66-3322

66-2110

66-3233

66-3172

66-3279

66-3214

66-3490

68-2135
090-4569-1366
68-2159
68-3389
68-3566
68-3462
68-3307

68-3163

68-2732
68-2424
68-3247

68-2939

地区名 氏　名 電話番号 担 当 地 区

南

　部

入

　田

嫗 

岳

宮 
砥

北

　
　部

荻

宮

　城

城

　原

荻

主　任
児童委員

主　任
児童委員

主　任
児童委員

地区名 氏　名 電話番号 担 当 地 区

久

　
　住

久

　
　住

主　任
児童委員

仲原・仲原住宅・白丹住宅・
中通・瀬戸・杉の原・丸山
東小路・西小路・尾登・米
賀・添ヶ津留・白丹町
梅ノ木・稲葉・タカノ巣・
後山・南稲葉・荻の迫
寺原・巣原・陽谷・添ケ迫・宮原
仏原・須崎・石田・市
千人塚・古市・冷川・千人
塚新町・さくら住宅・久住
分校・栢木・池の口・千人
塚本町・池の口住宅・千人
塚栄町・馬場・千人塚中央
老野・塔立・古屋敷・小倉・
柚木・峰越・東部・小倉峠・
まほろばの丘
板切・小柳・広内・宮処原・
向原・六反原・石原・法華院 
有氏・湯ノ上・七里田・塔
の原・岳麓寺
本町・道園・牧の元・新妍住宅
下町・阿蔵野・阿蔵野東・神馬
今村・青柳・加良登・境川・加生島
室・山中・建宮・赤川・平
木・仲村
新町・新町住宅・桐迫住宅
杉小野・田向町・飛森・田
向住宅・久住荘

栃原・日向塚・上野・南原・
四ツ口・長野・筒井・神堤
桑畑上・桑畑中・桑畑下・
新田・下河原・原・東原・日
向・柚柑子
籾山・花立・スカイビュー
芋迫・南ケ代・湯の香・大
和町・尚栄町・新栄町・本
町・上町・御前湯・天神町・
長生湯・丸山・山脇・元町・
ドイツ村
沢水・辻・冬田・南
原口・名子山・釘小野・山中
城後・二又・梶屋
橘木・仲村・草深
小津留・山浦・飛竜野・塩手
藤目・須郷・平沢水・神の原

木村　信義

北條　正明

菊池みどり

工藤　久憲
渕　　正二

釘宮　静子

田中シズカ

田北　久己

竹下　善治

渡邉　節代
志賀みつ子
上好　　温

甲斐　廣見

吉村　　博

志賀　洋子

大塚しのぶ

古莊　益美

齊藤　義昭

郷　　悟見

村上　安子

森田　孝吉
多田　益子
中島　則子
吉野　幸一
森永　則子
村上　桂子

首藤　則子

76-0822

76-1365

76-0879

76-0600
77-2818

77-2448

77-2516

77-2719

77-2758

76-0300
76-0317
76-0569

76-0357

76-0465

76-0661

77-2436

75-2506

75-2692

75-2531

75-2133

75-2397
75-3284
78-1225
78-1407
78-1266
75-2317

75-3274

直

　
　入

直

　入

主　任
児童委員
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民生委員・児童委員の一斉改選

　あなたの地域の民生委員・児童委員の方をご存じですか。安全で、安心なまちづくりのために、いつもあなた
を見守っているのです。 「ご近所さん」のつながりや、地域ぐるみの取り組みが必要になってきています。 ともに
支えあいましょう。
 　今回は民生委員・児童委員の役割や活動、各地区の委員の氏名などについてご紹介します。

わたしたちが　いつも見守っています
●民生委員・児童委員のみなさん（敬称略）

　民生委員・児童委員について、一斉改選があり12月
１日付けで別表の方々が厚生労働大臣から委嘱されま
した。
　民生委員・児童委員は、皆さんの身近に住んでいる
方で、その地域をよく知り、社会福祉活動に熱意を
もっている方の中から厚生労働大臣が委嘱します。そ
の活動に対しての報酬は支給されません。委員の任期
は３年間です。
　誰もが、住み慣れた地域や家庭で安心して暮らして
いくには、共に支え合い、助け合う地域づくりが必要
です。民生委員・児童委員は、関係機関と連携しなが
ら地域づくりのお手伝いをしています。
　 家族や住居、健康のことなど、生活上のあらゆる悩
み事をご相談ください。民生委員・児童委員には守秘
義務があり、個人の相談内容や秘密が他にもれること
は絶対にありません。
　親身になって相談を受け、一緒になって考え、関係
機関と連携を図りながら解決を目指します。安心して
ご相談ください。

主任児童委員のみなさん
　民生委員・児童委員は幅広い受持事項をもって
います。そのため、近年の児童に対する問題の複
雑化や重要性から、これまで以上に児童問題に積
極的に対処していく専門員が必要となり、平成６
年、主任児童委員が設置されました。
　特に担当する地域は持たず、従来の区域を担当
する民生委員・児童委員と一体となって、子ども
の問題や子育て支援活動に取り組んでいます。

●お問い合せ　
　竹田市社会福祉課　管理係　☎0974-63-4811

東古町・西古町・浦町・慶
順町
下本町・中本町・東本町・
下町
向町・府内町・田町・新町
上町・上本町・寺町
久戸・上角東・殿町・上角
西・鬼ケ城
山手・溝川・山川・茶屋ノ辻
杣谷・鷹匠町・川向・城北町
片ケ瀬・提灯谷・岡城通り

羽恵・濁淵・挾田
坂上・坂下・宮山・真菰・上
坂下
中村・小賀・立石・枝
十一・上平田・小仲尾
長慶・政所・鬼田・荻迫
折立・橋宇津・田平・前田
平・小高野
上下木・下木・赤坂・鏡
屏風ケ淵・三砂
田原・天神・田原東・中飛
田
上飛田・荒巻・坂折・塩付・
下平田
鹿口・上鹿口・上平・一本
木
千引・七里・七里団地・
ニュータウン七里・ニュー
タウン七里南

桜瀬・拝田原
阿蔵・東
東中
西・西中
吉田・中尾・恵良
大正・岩本
薊菜・穴井迫・下田・渡瀬・
松恵
漆迫・向山田・岩瀬
大津留上・栃鶴・大津留下
松円・下矢倉・下矢倉団
地・音羽
小塚・旧池部・田代・池部・
上今・楠野・下今
平井・下菅生北・下菅生南
原山・上菅生・中央
戸上・国方・西戸上・戸上
南

中江　貫一

山﨑　勢子

後藤　健治
（選任中）

渡会　良治

合澤　文子
太田　雪子
後藤　　公

島田　克子

佐藤　睦子

峯田久美子

加藤　正勝
吉野　俊一
河野三枝子

阿南　哲也

秦　　眞純
原田　順一

後藤　俊行

吉野　秀俊

大塚　由美

河野　陽一

佐久間良美

黒田　洋子

後藤　　了
工藤　史男
野仲　敏子
矢野　節子
阿南　修平
吉良　君孝

工藤　　健

藤井　妙子
佐田　繁子

後藤治一郎

甲斐　久光

堀　冨士子
山岡　正近

工藤　豊彦

堀　　智子

後藤　文子

63-2391

62-2813

080-5277-2790

63-1492

62-4811
63-3013
62-3242

63-1371

62-2385

63-4391

62-3928
62-2926
63-4075

63-4262

62-3031
63-1635

63-3755

63-4692

62-3696

63-3675

62-3044

63-4030

63-2582
63-3647
62-3214
62-3179
62-3343
62-2264

63-3597

66-2200
63-1294

63-2744

65-2426

65-2410
65-2134

65-2457

65-2242

62-4861

地区名 氏　名 電話番号 担 当 地 区

中

　
　央

竹

　
　田

東

　
　部

西

　
　部

岡

　本

明

　治

豊

　岡

玉

　来

松

　本

菅

　生

主　任
児童委員

主　任
児童委員

主　任
児童委員

小高野・矢原・河宇田・大
仲寺
泉水・笹尾・長小野・大津
留・出合
牧・政所・姿岩本・太田原
倉木下・倉木上・田井
吐合・井手の上
名子・中角・辻原・横平
次倉・高山・宮戸
瀬の口・中央・妙見
田原・久小野・紺屋・緩木
滝部・百木・小川

市用・川床米納戸・下志
土知下・下志土知上・下
志土知
川床下・上川床・志土知・
久保
炭竃・刈小野下・刈小野・
上畑・三本松
上坂田東・上坂田西・古園
紙漉・柚長・米納・神町・宮
の上
雉ケ平・上高伏・高伏・森
屋
法泉・轟木・木原
下坂田東・下坂田西・下深
迫・上深迫・福原
神川・鉢山・長田尾・小川・
北尾鶴・熊地

馬場・高城
桜町東・桜町南
桜町西・桜町栄
桑木・藤渡
木下・政所
新藤・南河内
恵良原・馬背野
仏面・叶野・高練木・
大平
柏原・瓜作・北原
陽目・宮平・田代
西福寺・鴫田

佐々木英二

阿南すみ子

渡邊　義憲
渡辺　恭介
丸山　勝利
阿南　有三
相馬　久則
堀　　勝己
酒見　清子
川野　和代

釘宮　悦子

古澤　歳治

甲斐　重秋

菅　　健二

菅　　惠次

森　太喜夫

斉藤　　修

古庄　京子

大久保幸代

黒田　朱美

衞藤　聖子

佐藤　一喜
原田　優子
白石　健一
白石　一光
山本　昭雄
佐藤　精治
山村　敏明

佐藤冨士夫

菅　　敏昭
甲斐　芳美
大森　純生

甲斐八重子

63-0367

62-2450

62-2251
67-2752
67-2557
67-2710
67-2202
67-2449
67-2050
67-2016

67-2905

66-2289

66-2653

66-2513

66-3322

66-2110

66-3233

66-3172

66-3279

66-3214

66-3490

68-2135
090-4569-1366
68-2159
68-3389
68-3566
68-3462
68-3307

68-3163

68-2732
68-2424
68-3247

68-2939

地区名 氏　名 電話番号 担 当 地 区

南

　部

入

　田

嫗 

岳

宮 

砥

北

　
　部

荻

宮

　城

城

　原

荻

主　任
児童委員

主　任
児童委員

主　任
児童委員

地区名 氏　名 電話番号 担 当 地 区

久

　
　住

久

　
　住

主　任
児童委員

仲原・仲原住宅・白丹住宅・
中通・瀬戸・杉の原・丸山
東小路・西小路・尾登・米
賀・添ヶ津留・白丹町
梅ノ木・稲葉・タカノ巣・
後山・南稲葉・荻の迫
寺原・巣原・陽谷・添ケ迫・宮原
仏原・須崎・石田・市
千人塚・古市・冷川・千人
塚新町・さくら住宅・久住
分校・栢木・池の口・千人
塚本町・池の口住宅・千人
塚栄町・馬場・千人塚中央
老野・塔立・古屋敷・小倉・
柚木・峰越・東部・小倉峠・
まほろばの丘
板切・小柳・広内・宮処原・
向原・六反原・石原・法華院 
有氏・湯ノ上・七里田・塔
の原・岳麓寺
本町・道園・牧の元・新妍住宅
下町・阿蔵野・阿蔵野東・神馬
今村・青柳・加良登・境川・加生島
室・山中・建宮・赤川・平
木・仲村
新町・新町住宅・桐迫住宅
杉小野・田向町・飛森・田
向住宅・久住荘

栃原・日向塚・上野・南原・
四ツ口・長野・筒井・神堤
桑畑上・桑畑中・桑畑下・
新田・下河原・原・東原・日
向・柚柑子
籾山・花立・スカイビュー
芋迫・南ケ代・湯の香・大
和町・尚栄町・新栄町・本
町・上町・御前湯・天神町・
長生湯・丸山・山脇・元町・
ドイツ村
沢水・辻・冬田・南
原口・名子山・釘小野・山中
城後・二又・梶屋
橘木・仲村・草深
小津留・山浦・飛竜野・塩手
藤目・須郷・平沢水・神の原

木村　信義

北條　正明

菊池みどり

工藤　久憲
渕　　正二

釘宮　静子

田中シズカ

田北　久己

竹下　善治

渡邉　節代
志賀みつ子
上好　　温

甲斐　廣見

吉村　　博

志賀　洋子

大塚しのぶ

古莊　益美

齊藤　義昭

郷　　悟見

村上　安子

森田　孝吉
多田　益子
中島　則子
吉野　幸一
森永　則子
村上　桂子

首藤　則子

76-0822

76-1365

76-0879

76-0600
77-2818

77-2448

77-2516

77-2719

77-2758

76-0300
76-0317
76-0569

76-0357

76-0465

76-0661

77-2436

75-2506

75-2692

75-2531

75-2133

75-2397
75-3284
78-1225
78-1407
78-1266
75-2317

75-3274

直

　
　入

直

　入

主　任
児童委員

広報たけた  平成28年12月号 ③



障害者週間　 社会福祉

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
自
立
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
所
す
る
お
子
さ
ん
の
成
長
の

た
め
に
、
家
族
と
力
を
合
わ
せ
職
員

一
丸
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て

い
ま
す
。
見
学
等
お
問
い
合
わ
せ
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
事
業
所
名
称
〕こ
ど
も
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」

〔
所
在
地
〕 

〒
８
７
８-

０
０
０
７

竹
田
市
大
字
三
宅
１
７
６
３-

１

  

☎
０
９
７
４-

63-

３
７
９
０（
直
通
）

みんなで防ごう！

障がい者虐待

  

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す共

生
社
会
へ

誰
も
が
イ
キ
イ
キ

暮
ら
せ
る

竹
田
で
初
め
て
の
「
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

認
知
症
の
人
の「
支
援
」を
考
え
る

　
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
方
の

声
を
聞
く
こ
と
で
理
解
を
深
め
、
障

が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
お
互
い

に
尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
竹
田
市
内
に

お
い
て
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
障
が
い
児
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
、
こ
ど
も
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」

を
紹
介
し
ま
す
。＊

　
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」
は
、
平
成
12
年

か
ら
障
が
い
の
あ
る
０
〜
18
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
。
現
在
は
児

童
福
祉
法
の
児
童
発
達

支
援
と
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
発
達
支
援
は
、

未
就
学
児
が
対
象
で
、

日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
的
生
活
習
慣
や
小
集

団
で
の
活
動
を
通
し

て
、
人
と
関
わ
る
力
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
就
学

児
を
対
象
に
、
放
課
後

や
長
期
休
暇
中
に
友
達

と
楽
し
く
過
ご
し
、
そ

み
ん
な
で
取
り
組
む

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ

る
障
害
者
差
別
解
消
法
）
で
は
、
不

当
な
差
別
的
な
取
り
扱
い
が
禁
止

さ
れ
、
障
が
い
者
へ
の
「
合
理
的
配

慮
」
が
法
的
義
務
、
ま
た
は
努
力
義

務
と
な
り
ま
し
た
。

〇
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
例

　
・
車
い
す
を
理
由
に
店
に
入
れ
な

い
。

　
・
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理
由
で

ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
。

〇
合
理
的
配
慮
の
例

　
・
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、

　
　
書
面
で
説
明
す
る
。

　
・
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、

　
　
書
類
を
読
み
上
げ
る
。

↑みんなでかるたとり。ハーイ！私がとった！（児童発達支援）

↑講演する一般社団法人
だんだん会理事長の宮
崎和加子さん

←フォーラムには200人
以上が参加しました

↑卓球バレー！みんな真剣勝負です！（放課後等デイサービス）

　障がい者虐待は、どこでも起こり
うる身近な問題です。
　虐待をされている人が虐待だと認
識できない、自分から被害を訴えられ
ない場合があります。障がい者虐待
に気づいた方は、一人で抱え込んだ
り、放置したりせずに竹田市障害者虐
待防止センターにご連絡ください。
　早めの対応や支援が障がい者と虐
待者双方の救済へとつ
ながります。ご協力を
お願いします。

●お問い合せ
　竹田市障害者虐待防止センター
　（竹田市社会福祉課内）
　☎63-4811　FAX 63-0988

　
・
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

　
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解

消
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
責
務

で
す
。
少
し
の
配
慮
で
助
か
る
人
が

い
る
こ
と
を
心
に
と
ど
め
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
豊
か
な
共
生

社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

民間事業者等国・地方公共団体

禁　止 

法的義務 

不当な差別
的取扱い

合理的配慮
の提供

お申込み・ご提出先

保育所（園）
認定こども園（保育を必要とする
０～５歳の子ども）

認定こども園（教育利用を希望
する３～５歳の子ども）

竹田市社会福祉課　及び
各支所地域振興課

お申込み・ご提出先希望する教育・保育施設

なおいりこども園

「
認
可
保
育
所（
園
）」「
認
定
こ
ど

も
園
」 12
／
５
か
ら
受
付
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
認
可
保
育
所

（
園
）
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所

申
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
保
育
所
（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園

の
申
込
書
類
は
社
会
福
祉
課
、
各

支
所
地
域
振
興
課
及
び
各
保
育
所

（
園
）
に
あ
り
ま
す
。
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
、
押
印
の
う
え
、

添
付
書
類
と
あ
わ
せ
て
受
付
期
間

内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
班
回
覧
の
「
平

成
29
年
度
　
保
育
所
入
所
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
平
成
28
年
12
月
５
日

㈪
〜
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

（※

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
の

期
間
を
除
く
）

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
受
付
期
間
内
に
申
込
み
さ
れ

た
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
期
間

内
で
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

保
育
を
必
要
と
せ
ず
認
定
こ
ど
も

園
の
教
育
利
用
を
申
し
込
ま
れ
る

方
は
直
接「
な
お
い
り
こ
ど
も
園
」

へ
お
申
し
出
い
た
だ
き
、
内
定
を

受
理
さ
れ
た
後
、
園
を
通
じ
て
利

用
の
た
め
の
認
定
申
請
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
社
会
福
祉

課
　
子
育
て
支
援
係
　
☎
63-

４

８
１
１

第２回子育て講演会
by 夢苞

　「今ドキッ！子育て○○」
　～聞いてみたい　言ってみたい
　　子育ての悩み～
講師　佐藤敬子先生（子育て情報誌ク

ルールに「子育てアドバイス」連
載中）／石垣和之先生（大分県
消費生活・男女共同参画プラザ 
県民活動支援室長）

日時　12月17日㈯　13:00～15:00
会場　竹田市総合社会福祉センター

　当日は、子育ての悩み相談にもお答え
します。子育て中の方、子育て支援に関
心のある方、皆さまのご来場をお待ちし
ています。

●お問い合せ
　〔講演〕子育てひろば「夢とんぼ」
　☎0974-63-1186
　〔託児〕竹田市子育てサポートセンター
　「ゆめいかだ」　☎090-2084-7912

12 17
㈯

禁　止 

努力義務

　
11
月
12
日
、
認
知
症
の
方
に
寄

り
添
う
支
援
や
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、
竹

田
市
在
宅
医
療
推
進
協
議
会
主
催

の「
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
た
け
た
」

が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
一
般
社
団
法
人
だ
ん
だ

ん
会
理
事
長
の
宮
崎
和
加
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
認
知
症
の
人
を

支
え
て
い
く
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
さ
ん
は
、
ご
自

身
が
立
ち
上
げ
た
『
認
知
症
の
人
が

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
、
仲
間
と
協

力
を
し
て
、
社
会
と
つ
な
が
っ
て
生

活
し
、
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
』
と
い

う
方
針
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
実

例
を
挙
げ
な
が
ら
、「
認
知
症
に

な
っ
て
も
支
援
（
介
護
）
次
第
で
自

由
に
伸
び
伸
び
と
、
自
分
ら
し
く
笑

顔
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語

り
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
認
知
症
の
人
を
支
え

る
市
内
５
団
体
（
認
知
症
家
族
の
会

「
笑
顔
の
会
」、
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
・
直
入「
ゆ
の
は
な
」、

大
分
銀
行
竹
田
支
店
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
く
た
み
の
も
り
、
加
藤
病

院
）
に
よ
る
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
市
民
、
関
係
者
に

と
っ
て
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

「
竹
田
市
の
認
知
症
支
援
施
策
の
今

後
の
方
向
性
」
や
「
地
域
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
考
え
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

SOS

2016年12月発行④


